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道路行政セミナー

今月の表紙 :
中央を緑の山波で区切り、上方に都市の道路を図案化し、下方には道路管理者が設置する警戒標識の一つ、

"すべりやすい"を配した。



特
集
ノ
冬
期
に
お
け
る
道
路
管
理

、

東
北
地
建
の
冬
期
道
路
管
理

に
お
け
る
新
燈
な
取
り
組
み

手

塚

信

弘

国
土
の
一
八
%
に
あ
た
る
六
七
、
0
0
0
姉
の
広
大
な

面
積
に
約
九
八
〇
万
人
が
居
住
し
て
い
る
東
北
地
方
は
、

太
平
洋
岸
の
一
部
を
除
き
、
そ
の
殆
ど
が
積
雪
地
域
で
あ

り
、
寒
冷
地
域
を
含
め
た
面
積
は
総
面
積
の
九
八
%
を
占

め
て

い
る
。

東
北
地
方
に
お
い
て
、
冬
期
道
路
交
通
対
策
が
本
格
的

に
実
施
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
で
あ
り
、
当
初

は
道
路
除
雪
延
長
を
拡
大
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
昭
和
六
〇
年
代
以
降
か
ら
、
雪
寒

地
域
の
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
道
路
、
歩
き
や
す
い
冬
期
歩
行
者
空
間
の
確
保

な
ど
、
よ
り
信
頼
性
の
高
い
、
ひ
と
に
や
さ
し
い
施
策
へ

と
転
換
が
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
脱
ス
パ
イ
ク
の
浸
透
、
降
雪

量
等
の
気
象
状
況
の
変
化
、
沿
道
土
地
利
用
状
況
の
変
化
、

沿
道
住
民
や
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
環
境
･

景
観
へ
の
配
慮
、
更
に
は
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
、
冬
期
道
路

管
理
を
と
り
ま
く
情
勢
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら

を
的
確
に
捉
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
東
北
地
建
で
は
、
ソ
フ
ト
･
ハ
ー
ド

両
面
に
わ
た
っ
て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
取
り
組
み
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。一

情
報
収
集
提
供
シ
ス
テ
ム
の
充
実

の

道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

現
地
の
降
積
雪
量
や
路
面
凍
結
状
況
な
ど
の
気
象
状
況

等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
出
来
る

｢道
路
情
報
シ
ス
テ

ム
｣
に
つ
い
て
は
、
地
建
本
局
･工
事
事
務
所
･出
張
所
･

除
雪

(防
災
)
ス
テ
i
シ
ョ
ン
等
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ぶ
地
建
L
A
N
の
整
備
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
従
来
、
専
用

端
末
操
作
で
文
字
数
値
情
報
の
み
扱
っ
て
い
た
シ
ス
テ
ム

を
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
/
サ
ー
バ
化
、
デ
ジ
タ
ル
道
路
地
図

利
用
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応

(画
像
、
音
声
等
)
を
柱

と
し
た
改
良
を
行
い
、
平
成
八
年
度
末
か
ら
供
用
し
利
用

し
て
い
る
。

ま
た
、
｢道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
｣
に
リ
ン
ク
す
る
情
報
収

集
提
供
機
器
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
積
雪
峠
部
や
通
行
規

制
区
間
等
の
緊
急
性
の
高
い
区
間
か
ら
、
気
象
状
況
･
路

面
状
況
･
交
通
状
況
等
の
観
測
機
器
類
、
情
報
B
O
X
等

の
通
信
設
備
、
道
路
情
報
板
･
路
側
放
送
等
の
情
報
提
供

装
置
の
本
格
的
な
整
備
に
着
手
し
て
い
る
。

②

路
面
情
報
自
動
表
示
シ
ス
テ
ム
の
整
備

冬
期
間
の
安
全
な
峠
越
え
に
は
、
出
発
前
や
走
行
中
に

正
確
な
路
面
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、

道イテセ 97.12 /
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累
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こ
れ
ま
で
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
に

よ
る
情
報
収
集
に
頼
っ
て
い
た
た
め
、
正
確
な
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
の
課
題
解
消
を
図
る

｢路
面
情
報
自
動
表
示
シ
ス
テ

ム
｣
は
、
現
地
観
測
機
器
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理

し
>

人
手
を
介
さ
ず
自
動
的
に
、
路
面
情
報
を
常
時
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

現
在
、
関
山
I
T
S
の
一
環
と
し
て
、
仙
台
市
と
山
形

市
を
結
ぶ
一
般
国
道
四
八
号

(平
均
T
=
一
四
、
0
0
0

台
/
日
)
関
山
峠

(標
高
五
三
一
m
)
付
近
の
一
定
区
間

毎
に
お
け
る
路
面
状
態

(凍
結
、
圧
雪
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
、

ぬ
れ
、
乾
燥
)
や
路
面
温
度
等
の
情
報
を
高
速
道
I
C
接

続
点
、
仙
台
市
中
心
部
や
経
過
地
の
道
路
情
報
板
で
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
平
成
八
年
度
冬
期
か
ら
試
験
運

用
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
路
面
情
報
は
、
仙
台
工
事
事
務
所
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

･
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
同
様
に
提
供
し
て
お

り
、
在
宅
で
の
情
報
確
認
も
可
能
と
し
て
い
る
。

二

路
面
凍
結
予
測
シ
ス
テ
ム
の
試
行
検
討

凍
結
防
止
剤
散
布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
適
切
に
判
断
し
、

作
業
の
効
率
化
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
現
在
、
管

内
の
一
部
で
試
行
的
に
導
入
中
の
路
面
凍
結
予
測
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
基
本
予
測
式
に
近
傍
の
ア
メ
ダ

ス
、
高
層
気
象
、
G
P
V

(気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ
て
い

る
気
象
予
測
デ
ー
タ
)
及
び
現
地
気
象
デ
ー
タ
を
入
力
し
、

2 道行セ 97.12
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写真 - [道路情報システム] 検索画面

予測機器
況

度

状
温

温

面
気
度
点
面

路
外
湿
氷
路

図 2 [路面凍結予測システム] 運用方針

数
時
間
後
の
路
面
状
態
を
予
測
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

試
験
運
用
の
結
果
、
予
測
の
精
度
は
平
均
六
0
%
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
路
面
に
残
留
す
る
塩
分
の
影
響
及
び
路
面

状
態
の
変
化
に
関
与
す
る
気
象
デ
ー
タ
の
不
足
等
が
予
測

精
度
を
低
下
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
今
冬
は
以
下
の
機
能
を
有
し
た
セ
ン
サ
に
よ

る
凍
結
予
測
機
器
を
用
い
て
、
試
行
的
に
シ
ス
テ
ム
の
運

用
時
に
お
け
る
予
測
要
素
の
補
完
手
法
を
検
討
す
る
予
定

で
あ
る
。

(観
測
機
能
)
!
外
気
温
、
湿
度
、
路
面
温
度
の
観
測

道行セ 97.12 3

を
行
う
。

(判
別
機
能
)
･i
埋
設
セ
ン
サ
に
よ
り
現
在
の
路
面
状

態
を
判
別
す
る
。

(予
測
機
能
)
!
セ
ン
サ
上
の
液
体
を
凍
結
さ
せ
氷
点

を
測
定
し
、
三
時
間
以
内
の
凍
結
予

測
を
行
う
。

今
冬
の
検
討
は
、
凍
結
予
測
機
器
の
観
測
デ
ー
タ
を
予

測
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
、
凍
結
予
測
機
器
の
判
別
機
能

及
び
予
測
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
路
面
温

度
測
定
車
を
用
い
て
、
工
区
内
の
縦
断
観
測
及
び
そ
の
結

果
を
解
析
し
、
広
域
的
な
予
測
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、

図
2
に
示
す
よ
う
な
運
用
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

三

除
雪
機
械
の
開
発

機
械
除
雪
作
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
近
年
、
熟
練
オ

ペ
レ
ー
タ
の
減
少
や
高
齢
化
、
複
雑
か
つ
頻
繁
な
レ
バ
ー

操
作
に
伴
う
疲
労
に
よ
る
安
全
性
や
作
業
性
の
低
下
等
、

一
段
と
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
除
雪
機
械
に
お
け
る
操
作
の
容
易
性

(イ
ー

ジ
ー
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
)
の
追
求
や
安
全
性
･
作
業
性

の
向
上
を
目
的
と
し
、
ま
た
省
人
化

(ワ
ン
マ
ン
オ
ペ
レ

写真 2 [路面情報自動表示システム]
情報提供中の道路情報板



ー
夕
)
等
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
を
も
視
野
に
入
れ
た
除
雪

す
る
こ
と
で
、
操
作
性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

定
性
が
向
上
す
る
と
共
に
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
ェ
イ
ト
が

機
械
の
開
発
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

②

除
雪
ト
ラ
ッ
ク

(
一
0
t

4
×
4
)
の
開
発

減
少
で
き
る
た
め
、
散

装
置

、の
装
満
を
可
能

の

都
市
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
開
発

①

機
械
幅
の
縮
小

作
業
時
の
交
通
流
阻
害
解
消
の
た
め
、
現
状
二
･

六
m
の
機
械
幅
を
二
･
二
m
と
し
、
通
行
車
両
等
の

安
全
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
o

②

回
送
速
度
の
向
上

回
送
時
の
交
通
流
阻
害
解
消
の
た
め
、
現
状
四
〇

如
/
h
の
最
高
速
度
を
四
九
如
/
h
と
し
て
い
る
。

③

操
作
レ
バ
!
の
簡
素
化

作
業
時
の
煩
雑
な
レ
バ
ー
操
作
解
消
の
た
め
、
多
数

あ
っ
た
レ
バ
ー
を
集
約
し
、
ジ

ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
化

写真 4 除雪トラック

の

除
雪
ト
ラ
ッ
ク

(
一
0
t

4
X
4
)
の
開
発

①

機
動
性
の
向
上

後
二
軸
を
一
軸
に
し
、
一
0
t

6
×
6
の
除
雪

ト
ラ
ッ
ク
よ
り
全
長
、
回
転
半
径
を
小
さ
く
す
る
こ

と
で
、
機
動
性
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

②

除
雪
性
能
の
確
保

前
軸
の
許
容
加
重
を
増
大
し
、
前
後
の
重
量
バ
ラ

ン
ス
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り

一
0
t

6
×
6

の
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
と
同
等
の
除
雪
性
能
を
確
保
し
て

い
る
。

③

多
機
能
化

前
軸
の
許
容
荷
重
を
増
大
し
た
こ
と
で
、
走
行
安

減
少
で
き
る
た
め
、
散
布
装
置
等
の
装
備
を
可
能
と

て
い
る
。

③

除
雪
グ
レ
ー
ダ
の
開
発

①

運
転
環
境
の
改
善

着
座
姿
勢
で
従
来
の
立
ち
姿
勢
で
の
操
作
と
同
等

以
上
の
視
界
を
確
保
す
る
た
め
、
視
界
改
善
型
の
キ

ャ
ビ
ン
を
開
発
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の
疲
労
低
減
、
安

全
性
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
o

②

操
作
の
簡
素
化

操
作
を
容
易
に
す
る
た
め
、
八
本
の
レ
バ
ー
の
う

ち
四
本
に
つ
い
て
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
化
す
る
こ
と

で
疲
労
低
減
、
操
作
性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

③

省
人
化
へ
の
対
応
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写真 3 都市型ロータリ 除雪車



視
界
改
善
型
キ
ャ
ビ
ン
の
開
発
や
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ

散
布
と
散
布
作
業
の
省
人
･
簡
略
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

止
剤
散
布
車
に
本
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
試
験
を
実
施
す
る

5

ツ
ク
レ
バ
ー
化
に
よ
り
操
作
性
及
び
完
全
性
の
向
上

今
年
度
は
G
P
S
と
G
V
S
の
実
用
精
度
の
検
証
及
び
精

予
定
で
あ
る
。

道イテセ 97.12

が
図
ら
れ
た
こ
と
で
、
コ
ス
ト
縮
減
に
向
け
た
省
人

化
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
o

四

凍
結
防
止
対
策

○

凍
結
防
止
剤
散
布

管
内
で
最
も
多
く
使
用
し
て
い
る
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

散
布
目
的
別
･
気
温
条
件
別
の
散
布
量
等
に
つ
い
て
、
室

内
試
験
や
現
地
試
験
を
基
に
し
た

｢凍
結
防
止
剤
散
布
作

業
マ
ニ
ュ
ア
ル
(素
案
)｣
を
作
成
し
、
平
成
七
年
度
か
ら

管
内
で
試
行
運
用
し
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル

(素
案
)
作
成
に
よ
り
、
塩
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
散
布
作
業
の
効
率
化
は
あ
る
程
度
図
ら
れ
た
が
、
散
布

に
伴
う
道
路
施
設
等
へ
の
影
響
、
横
風
等
に
よ
り
飛
散
防

止
を
考
慮
し
た
散
布
剤
や
散
布
方
法
等
が
更
に
求
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
は
道
路
施
設
等
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
散

布
剤
と
し
て
C
M
A
(酢
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
)

等
の
試
験
と
湿
式
に
よ
る
散
布
試
験
を
実
施
し
、
マ
ニ
ュ

ア
ル

(素
案
)
を
更
に
充
実
さ
せ
、
凍
結
防
止
剤
散
布
作

業
の
適
正
化
等
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

②

凍
結
防
止
剤
散
布
の
自
動
化

凍
結
防
止
剤
散
布
作
業
に
お
い
て
、
最
適
な
散
布
を
行

う
た
め
に
G
P
S

(走
行
測
位
シ
ス
テ
ム
)
と
G
V
S

(路

面
判
別
セ
ン
サ
)
を
用
い
た
凍
結
防
止
剤
の
自
動
散
布
装

置
の
爛
発
を
行
い
、
凍
結
防
止
剤
の
効
果
的
･
効
率
的
な

今
年
度
は
G
P
S
と
G
V
S
の
実
用
精
度
の
検
証
及
び
精

度
向
上
を
図
る
た
め
、
山
形
工
事
事
務
所
管
内
で
凍
結
防

敗

戦

行
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五

新
起
な
雪
対
策
技
術
の
取
り
組
み

印

レ
ー
ザ
ー
光
に
よ
る
路
側
誘
導
シ
ス
テ
ム
の
開
発

(青
森
県
青
森
市
)

路
外
に
設
け
た
レ
ー
ザ
ー
照
射
装
置

(高
さ
一
一
m
)

か
ら
赤
色
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
し
、
道
路
外
側
線
位
置
を

的
確
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
車
両
の

安
全
走
行
を
図
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
特
に
吹
雪
･
降
雪

時
は
雪
の
粒
に
光
が
反
射
し
、
道
路
外
側
が
赤
い
壁
の
よ

う
に
硯
認
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
路
外
位
置
を
的
確
に
認

　　
　　
　　
　　　
　
　
　　　
　
　
　　
　　

　

　
　
　　

　
　　
　　
　

き
な
＼
-ミヤ
ミ

ー

　
　　
　　　　
　

　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　
　　
　 [レーザー光による路側誘導システム]

識
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
な
お
、
現
地
･
室
内
試
験
で
は
、

路
外
に
設
け
る
レ
ー
ザ
ー
照
射
装
置
の
設
置
高
さ
は
低
い

方
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
視
認
可
能
距
離
は
、
夜

間
時
で
一
〇
0
m
程
度
前
方
、
降
雪
時
で
五
0
m
程
度
前

方
か
ら
の
視
認
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

人
今
後
の
課
題
〉

①
レ
ー
ザ
ー
光
線
照
射
装
置
の
現
場
検
証

②
各
機
器
の
改
善
と
コ
ス
ト
の
削
減

③
気
象
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
照
射
の
自
動
制
御
シ
ス

テ
ム
の
開
発

写真 6 [レーザー光による路側誘導よ
鵞鴦　　

　　 現地照射状況

@

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
道
路
消
融
雪
シ
ス
テ
ム
の
開

発
従
来
の
消
融
雪
工
法
は
、
近
年
C
O
発
生
に
伴
う
地
球

温
暖
化
、
地
下
水
汲
み
上
げ
に
よ
る
地
下
水
の
枯
渇
や
地

盤
沈
下
な
ど
環
境
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

(ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
)
を
活
用
し

た
新
し
い
消
融
雪
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行

っ
て
い
る
。

a

堆
肥
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
消
融
雪
施
設
の
試
験

開
発

(福
島
県
郡
山
市
熱
海
町
)

道
路
植
栽
の
剪
定
や
除
草
作
業
に
お
い
て
発
生
し図 6 [堆肥熱エネルギーによる消融雪施設] 概要図

6 道行セ 97.12
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た
剪
定
ク
ズ
や
草
を
堆
肥
化
し
て
利
用
す
る
だ
け
で

"

風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
消
融
雪
施
設
の
試
験
間

は
な
く
、
堆
肥
化
の
課
程
で
発
生
す
る
熱
を
、
消
融

発

(福
島
県
耶
麻
郡
猪
苗
代
町
)

雪
施
設
の
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

へ今
後
の
課
題
〉

①
発
酵
材
料
投
入
時
に
お
け
る
最
適
水
分
含
量
と
単

位
重
量
当
た
り
発
酵
時
間
の
把
握

②
発
酵
に
時
間
を
要
す
る
剪
定
ク
ズ
の
発
酵
方
法
(チ

ッ
プ
化
の
検
討
)

③
刈
り
込
み
草
を
発
酵
さ
せ
な
い
状
態
で
冬
期
ま
で

保
管
す
る
ヤ
ー
ド
の
確
保

④
他
の
熱
源
と
の
複
合
利
用

⑤
夏
期
に
お
け
る
熱
源
利
用
の
検
討

写真 7 [堆肥熱エネルギーによる;肖融雪施設]

現地融雪状況

発

(福
島
県
耶
麻
郡
猪
苗
代
町
)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
配
慮
し
、
ま
た
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
節
約
す
べ
く
、
冬
期
の
強
い
季
節
風

を
活
か
し
た
風
力
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
道
路
消
融
雪

施
設
の
電
源
と
し
て
利
用
す
る
。

ま
た
、
夏
期
は
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
灯
等
に
利
用
す

　
　

　
　

　

　

　

　

.

"に
才
-

と

　

　
　

　

　

　
　　　

　

図 7 [風力利用エネルギーによる;肖融雪施設] 概要図

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
o

7
′

へ今
後
の
課
題
〉

①
余
剰
電
力
及
び
不
足
電
力
の
適
切
な
処
理
方
法

銘

②
風
車
発
電
機
設
置
に
当
た
っ
て
の
騒
音
.
振
動
.

セ

電
波
･
動
植
物
等
へ
の
環
境
影
響
調
査

行道

③
景
観
及
び
発
電
効
果
を
踏
ま
え
た
風
車
形
式
の
選

定

の

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
左
消
融
雪
施
設
の
開

発
設
置

(秋
田
県
仙
北
郡
神
岡
町
)

冬
期
の
日
照
時
に
太
陽
電
池
に
よ
り
発
電
を
行
い
、

路
盤
内
に
埋
設
し
た
蓄
熱
管
を
暖
め
て
蓄
熱
を
行
い
、

写真 8 [太陽エネルギーによる消融雪施設]

現地融雪状況 (道の駅 ｢かみおか｣)



降
雪
日
や
夜
間
は
そ
の
熱
で
融
雪
や
凍
結
防
止
を
行

う
。
熱
量
が
不
足
す
る
場
合
は
、
商
用
電
源
で
補
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
春
-
秋
期
の
太
陽
電
池
に
よ
り
発
生
す
る

電
力
に
つ
い
て
は
道
の
駅
内
の
休
憩
所
･
ト
イ
レ
等

の
電
気
施
設
に
利
用
す
る
も
の
と
し
、
通
年
型
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム
と
す
る
。

へ今
後
の
課
題
〉

①
施
設
の
コ
ス
ト
削
減

②
蓄
電
技
術
の
向
上

の

ト
ン
ネ
ル
湧
水
を
利
用
し
左
消
融
雪
施
設
の
開
発

設
置

(秋
田
県
仙
北
郡
田
沢
湖
町
)

定
量
的
水
量
･
水
質
･
水
温
が
確
認
さ
れ
た
ト
ン

ネ
ル
湧
水
を
熱
源
と
し
、
無
散
水
消
融
雪
に
利
用
し

た
結
果
、
電
熱
線
を
埋
設
す
る
融
雪
シ
ス
テ
ム
に
比

べ
、
ポ
ン
プ
の
電
気
代
だ
け
で
半
分
以
下
に
削
減
が

図
ら
れ
た
。

へ今
後
の
課
題
〉

①
停
電
時
な
ど
に
お
け
る
非
常
電
源
の
確
保

②
湧
水
量
が
設
計
値
を
下
回
っ
た
と
き
の
検
知
、
警

報
及
び
管
理
体
制

　　
　　　　　

　　　　　
　　

　　
　
　　　
　　

我がふ
い
k

(東
北
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
管
理
課
長
)

写真 9 [トンネル湧水を利用した消融雪施設]
現地融雪状況

8 道行セ 97.12



;

特
集
メ
冬
期
に
お
け
る
道
路
管
理

○
′

冬
期
の
週
蟠
管
理
･北
陸
地
建
の
取
り
組
み

セ　

出
戸
端
久
登
志

二

北
陸
の
冬
期
特
性
一

ー

降
積
雪
量
が
多
い

全
国
の
年
最
大
積
雪
深
の
平
均
値
の
分
布
を
図
ー
に
示

す
。
北
陸
地
方
建
設
局
管
内
の
山
間
部
で
は
最
大
積
雪
深

が
三
〇
〇
皿
を
越
え
る
地
域
が
広
く
分
布
し
、
内
陸
の
平

野
部
で
は
一
0
○
-
二
〇
〇
伽
、
海
岸
部
で
も
五
○
伽
を

超
え
る
。

2

交
通
の
課
題

管
内
の
年
間
累
積
降
雪
量
を
図
2
に
示
す
。

山
間
部
を
通
過
す
る
路
線
で
は
降
雪
量
が
多
く
、
特
に

新
潟
県
の
山
間
部
の
路
線
で
は
一
0
m
を
超
え
る
。

こ
の
う
ち
一
七
号
、
一
八
号
な
ど
新
潟
県
と
首
都
圏
を

結
ぶ
路
線
周
辺
に
は
ス
キ
ー
場
が
多
く
、
首
都
圏
を
中
心

一

は
じ
め
に

国
土
面
積
の
約
一
○
%
を
占
め
、
約
七
百
万
人
が
住
む

北
陸
地
方
は
、
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
日
本
の
屋
根
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
二
-
三
〇
〇
0
m
級
の
急
峻
な
山
岳
や
急
流
河

川
な
ど
の
美
し
く
も
厳
し
い
自
然
を
抱
え
て
い
る
。

気
候
は
比
較
的
温
暖
で
過
ご
し
や
す
く
、
ま
た
、
全
国

の
暮
ら
し
や
す
さ
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
県
が
多
い
の

が
特
徴
で
あ
る
o

し
か
し
冬
期
に
お
い
て
は
日
本
海
を
渡
る
シ
ベ
リ
ア
か

ら
の
季
節
風
と
北
陸
地
方
を
囲
む
よ
う
に
そ
び
え
る
山
脈

と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
日
本
列
島
の
中
で
も
最
も
降

雪
量
の
多
い
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
北
陸
地
方
全
域
が
積

雪
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
み
て
も
人
口
が

密
集
す
る
地
域
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
雪
が
降
り
、
し
か
も

湿
っ
て
重
い
雪
質
の
と
こ
ろ
は
他
に
は
無
く
、
こ
れ
が
北

陸
地
方
の
特
徴
と
言
え
る
。

過
去
に
お
い
て
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、

道
路
が
整
備
さ
れ
、
人
の
交
流
、
生
活
物
質
の
輸
送
な
ど

が
活
発
に
な
り
、
雪
国
の
ハ
ン
デ
ィ
が
克
服
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
当
然
な
が
ら
道
路
の
安
全
性
、
定
時
性
、
円

滑
性
の
確
保
に
対
す
る
地
域
の
期
待
は
非
常
に
大
き
い
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

北
陸
地
方
建
設
局
で
は
、
道
路
の
信
頼
性
の
向
上
に
対

す
る
強
い
要
請
に
応
え
る
べ
く
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

こ
こ
に
北
陸
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
冬
期
の
道
路
管

理
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。



に
年
間
二
千
万
人
を
超
え
る
ス
キ
ー
客
や
旅
行
者
が
訪
れ

形ダ仁執鶇熱線馴連醐洲をは遥鷁動擬移てヂ増道
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量

ン
装
着
の
た
め
の
駐
車
の
影
響
に
よ
る
渋
滞
が
日
常
的
に
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生
じ
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

･ド

@
＼

例

こ
の
こ
と
か
ら
、
気
象
及
び
路
面
の
状
況
を
事
前
に
道

、

村
上

-‘"
-----渦

窪
川
＼

凡

路
利
用
者
に
提
供
し
、
道
路
利
用
者
の
的
確
な
判
断
を
促

す
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
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3

刻
々
変
化
す
る
路
面

平
均
気
温
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
毎
日
プ
ラ
ス
と
マ

イ
ナ
ス
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
路
面
に
圧
雪
が
存
在
す
る

日
や
、
濡
れ
の
状
態
の
日
で
も
寒
気
と
暖
気
が
交
互
に
訪

れ
る
こ
と
か
ら
、
凍
結
と
融
解
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
ま
た

降
雪
量
が
多
く
圧
雪
も
発
達
す
る
こ
と
か
ら
、
圧
雪
処
理

に
伴
う
路
面
の
鏡
面
状
態
が
発
生
し
や
す
い
。

こ
の
よ
う
に
刻
々
変
化
す
る
路
面
状
況
に
対
応
し
た
き

め
細
か
な
情
報
収
集
･
処
理
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

三

除
雪
体
制

北
陸
地
方
建
設
局
は
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
の
三
県
に

お
い
て
、
日
本
海
を
縦
貫
す
る
七
･
八
号
、
本
州
を
横
断

す
る
一
七
･
一
八
･
四
一
･
四
九
･
一
一
三
･
一
五
六
･

一
五
七
号
、
及
び
地
域
幹
線
の
二

六
･
一
五
九
･
一
六

〇
号
の
計
一
二
路
線
、
延
長
約
一
、
0
一
六
如
を
管
理
し

て
お
り
、
こ
れ
を
五
事
務
所
一
七
維
持
出
張
所
で
分
担
し

三
八
工
区
三
八
カ
所
の
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
四
四
〇

台
の
除
雪
機
械
を
配
備
し
除
雪
を
行
っ
て
い
る

(図
4
)。

ま
た
、
通
学
路
を
中
心
に
約
三
四
〇
如
の
歩
道
除
雪
も

実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
は
全
歩
道
延
長
の
約
四
0
%
と
な

っ
て
い
る
。

北
陸
地
方
建
設
局
管
内
の
除
雪
延
長
、
除
雪
費
の
推
移

を
図
5
に
示
す
。
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降
雪
･
凍
結
予
測
シ
ス
テ
ム

北
陸
の
特
性
で
も
あ
る
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
路
面
を

管
理
す
る
た
め
、
降
雪
･
凍
結
予
測
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
気
象
庁
の
高
層
気
象
デ
ー
タ
、
測

候
所
の
地
上
デ
ー
タ
、
ア
メ
ダ
ス
、
及
び
事
務
所
設
置
の

気
象
観
測
装
置
等
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
そ
の
各
気
象
要

素
と
管
内
各
地
域
の
降
雪
や
凍
結
の
関
係
を
統
計
的
に
分

析
し
て
作
成
し
た
、
多
重
回
帰
式
に
よ
っ
て
、
一
二
時
間
、

二
四
時
間
及
び
三
六
時
間
の
降
積
雪
、
凍
結
開
始
時
刻
を

予
測
し
、
除
雪
作
業
や
凍
結
防
止
剤
散
布
作
業
に
役
立
て

て
お
り
、
出
遅
れ
の
な
い
、
効
率
的
な
作
業
に
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
。
図
6
に
例
を
示
す
。

フリーパターン情報板

2

道
路
情
報
シ
ス
テ
ム

道
路
利
用
者
が
安
全
で
円
滑
に
し
か
も
安
心
し
て
道
路

を
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
正
確
な
情
報
を
早
く

的
確
に
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

北
陸
地
建
で
は
、
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
気
象
、
路
面
、
交
通
等
の
各
種
情
報
を
収
集
処

理
、
判
断
し
、
道
路
情
報
板
や
路
側
通
信

(放
送
)
等
に

よ
り
道
路
利
用
者
に
必
要
な
情
報
を
随
時
提
供
す
る
ほ
か

道
路
除
雪
、
道
路
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
に
役
立
て
て

い
る
。

　
　

響
即

く気圧配置型予測ン
9時 翌日21時
風 型 移動性高気圧型

図 6 降雪及び凍結予測システム (平成8年 2月27日16時現在の例)
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図 5 除雪延長と除雪費、累計降雪量の推移
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積雪深さ計気象観測装置 積雪深さ計 情報処理室 . 、 湯沢道路情報ターミナル

　 　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　
　 　 　　　　　 　 　

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　 　

図 7 道路情報システム (道路情報の流れ)

ふ
さぎ義

　
　

　
　

道
消
費藝嚢

路側放送

道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
図
7
に
示
す
。

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
る
効
果
を
次
に
示

す
。ア

道
路
管
理
面

一省
力
化
効
果
÷

観
測
員
減
員

･
除
雪
待
機
時
間
減
少

･
凍
結
防
止
剤
使
用
料
減
少

･
除
雪
費
減
少

イ

道
路
利
用
面

一安
全
化
効
果
一
･
交
通
事
故
被
害
減
少

一円
滑
化
効
果
-
･
事
前
迂
回
、
経
路
変
更

3

情
報
装
置
の
整
備
状
況

北
陸
地
建
管
内
の
現
在
の
整
備
状
況
は
次
の
と
お
り
で

あ
り
、
今
後
も
さ
ら
に
充
実
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

=

情
報
収
集
装
置

･
気
象
観
測
装
置

気
温
計
八
五
基
、
風
向
風
速
計
五
八
基
、
雨
量
計

八
〇
基
、
積
雪
深
計
一
〇
八
基
、
路
面
凍
結
感
知
器

三
九
基

･
道
路
情
報
監
視
カ
メ
ラ

(I
T
V
)
九
〇
基

･
レ
ー
ダ
ー
雨
雪
量
計

二
箇
所

･
交
通
量
観
測
器
、
車
両
重
量
計

②

情
報
提
供
装
置

･
道
路
情
報
板
一
六
三
基

･
路
側
通
信
シ
ス
テ
ム
四
路
線
、
七
箇
所

･
ラ
ジ
オ
再
放
送
二
五
箇
所

･
電
話
情
報
提
供
装
置
一
八
基

･
気
温
表
示
装
置
五
六
基

･
道
路
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
三
箇
所

③

情
報
伝
送
路

I
T
V
に
よ
る
広
域
的
な
映
像
情
報
や
各
種
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
収
集
･
提
供
す
る
た
め
、
ま
た
、
道
路
管

理
の
高
度
化
を
目
指
し
、
北
陸
地
方
建
設
局
で
は
光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
情
報
伝
送
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(情
報
B
O

X
)
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
現
在
管
内
管
理
延
長
の
約

四
○
%
の
四
二
〇
如
ま
で
整
備
を
完
了
し
て
い
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
に
よ
り
情
報
基
盤
が
構
築
さ
れ
、

迅
速
か
つ
き
め
細
か
な
情
報
収
集
･
提
供
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
I
T
V
画
像
を
道
路
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
モ
ニ
タ

ー
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が
路
面

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
な
お
一
層
の
安

心
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
I
T
V
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー

ジ
を
図
8
に
示
す
。

五

除
雪
機
械
の
高
度
化
へ
の
取
り
組
み

ー

高
速
走
行
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
開
発

こ
れ
ま
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
回
送
速
度
が
低
速

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
渋
滞
の
発
生
や
追
突
事
故
の
危

険
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
現
状
の
最
高
回
送
速
度

道イテセ 97 1 2 /3



鱒
如
/
h
を
"
短
/
h
へ
上
げ
た
高
速
走
行
型
車
両
を
開

発
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
般
の
道
路
交
通
車
両
と
ほ
ぼ
同

速
で
の
走
行
が
可
能
と
な
り
、
渋
滞
の
発
生
は
減
少
し
た
。

図 8 光ファイバーとlT Vのネットワーク イメージ図

2

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
ブ
レ
ー
ド
押
付
力
の
自
動
制
御

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
ブ
レ
ー
ド
を
直
接
目
視
で
き
な
い

の
で
、
こ
れ
ま
で
は
路
面
と
ブ
レ
ー
ド
の
接
触
音
か
ら
判

断
し
て
ブ
レ
ー
ド
操
作
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
豊
富
な

経
験
と
高
度
な
技
術
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ブ
レ
ー
ド
の
振
動
を
検
出
し
て
路
面
状
況
に

適
し
た
押
付
け
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
制
御
機
構

を
開
発
し
た
。
そ
の
結
果
、
初
心
者
で
も
熟
練
者
並
み
の

操
作
が
可
能
と
な
り
、
除
雪
作
業
の
効
率
も
向
上
し
た
。

六

道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
へ
の
取
り

組
み

(
一
般
国
道
一
七
号
を
例
に
)

一
般
国
道
一
七
号
は
、
首
都
圏
と
新
潟
市
を
結
ぶ
主
要

幹
線
道
路
で
あ
り
、
積
雪
が
三
m
を
超
え
る
豪
雪
地
帯
を

通
過
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
群
馬
県
境
か
ら
湯
沢
町
湯

沢
I
C
間
は
約
二
五
如
あ
り
、
地
形
的
に
急
峻
な
区
間
で

あ
る
。
ま
た
ス
キ
ー
場
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ス
キ

ー
客
が
多
く
、
毎
年
約
一
千
万
人
が
訪
れ
る
。
特
に
群
馬

県
境
付
近
の
冬
期
休
日
交
通
量
は
、
平
日
の
約
二
倍
の
一

万
台
/
日
と
な
り
渋
滞
が
発
生
し
、
道
路
利
用
者
や
町
民

生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
当
該
地
区
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
と
位
置
づ
け
、

除
雪
作
業
の
効
率
化
及
び
渋
滞
対
策

(T
D
M
)
等
の
推

進
を
行
う
目
的
で
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
を
図
る

こ
と
と
し
、
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
図
9
に
イ
メ
ー
ジ
図
で
示
す
。

今
後
は
、
除
雪
作
業
管
理
･
巡
回
作
業
管
理
と
情
報
提

供
の
自
動
化
等
を
当
該
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
で
進
め
つ
つ
、

関
係
機
関
か
ら
広
く
意
見
を
聞
き
、
北
陸
地
方
建
設
局
管

内
全
域
に
導
入
可
能
と
な
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕

様
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

七

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
取
り
組
み

来
年
二
月
ー
三
月
に
開
催
さ
れ
る
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
は
、
大
勢
の
選
手
や
観
客

が
雪
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

北
陸
地
方
に
お
い
て
も
、
交
通
確
保
に
よ
っ
て
こ
れ
を

道
路
輸
送
の
面
か
ら
全
面
的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
特
に
、
道
路
情
報
の
迅
速
か
つ
的
確
な
収

集
･
提
供
と
、
関
係
道
路
管
理
者
間
の
連
絡
･
連
携
強
化

に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

八

お
わ
り
に

冬
期
の
積
雪
や
凍
結
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
地
域
に

非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
冬
期
に
お
け
る
道
路
の
安
全
性
や
信
頼

性
の
向
上
は
道
路
管
理
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

ま
た
、
北
陸
地
方
で
は
近
年
少
雪
傾
向
に
あ
り
、
過
去

幾
多
の
豪
雪
を
経
験
し
て
い
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
る

7

中
で
、
冬
期
交
通
確
保
を
最
重
点
に
現
場
と
し
て
も
あ
ら

セ一丁

ゆ
る
面
に
創
意
工
夫
を
加
え
、
更
な
る
技
術
開
発
に
よ
り
、
藏

安
全
で
効
率
的
な
道
路
管
理
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え

4

て
い
る
。

(北
陸
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
管
理
課
長
)

情報
ターミナル
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U光伝送の高度化 !

本鐵を走行する馨両 (本態Kシステム)
諸元データを自動計測。

関趣自動車道

突発講釈なとが発生lノやすい箇所へ監視瀰のカメラ容を殴鱸し、24時間を
迩じて災誉や事故を自動圏拠また、災害や事故発塗蹄には、自動検知した

肺では搬出勁襁蹴頤緘,

図 9 一般国道17号湯沢地区の高度道路情報システム イメージ図



,
特
集
/
冬
期
に
お
け
る
道
路
管
理
,

高
速
週
蟠
に
お
け
る
冬
期
⑭
遵
蟠
管
理藤

本

泰

弘

一
は
じ
め
に

高
速
道
路
は
、
昭
和
三
八
年
に
名
神
高
速
道
路
が
開
通

し
て
以
来
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
平
成
九
年
四
月
一
日

現
在
で
、
四
四
路
線
六
、
一
一
四

･
三
畑
に
達
し
て
い
ま

す
。
ま
た
利
用
交
通
量
も
平
成
八
年
度
に
は
一
日
約
三
七

〇
万
台
に
達
し
、
我
が
国
の
幹
線
道
路
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
高
速
道
路
に
お
け
る
冬
期
の
路
面
管
理
は
、

年
間
の
最
大
積
雪
深
が
一
m
を
超
え
る
重
雪
寒
地
域
の
通

過
延
長
は
全
開
通
延
長
の
約
四
割
を
占
め
て
お
り
、
最
大

積
雪
深
三
0
m
を
超
え
る
雪
寒
地
域
を
含
め
る
と
高
速
道

路
の
約
半
分
が
雪
氷
対
策
が
重
要
と
な
る
地
域
を
通
過
し

て
お
り
、
高
い
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
求
め
ら
れ
る
状
況
に

あ
り
、
今
後
供
用
が
見
込
ま
れ
る
積
雪
寒
冷
地
域
を
通
過

す
る
路
線
の
増
大
等
に
よ
り
、
高
速
道
路
の
雪
氷
対
策
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

J
H
に
お
い
て
は
、｢冬
期
間
の
安
全
か
つ
確
実
な
交
通

を
確
保
す
る
｣
と
い
う
観
点
か
ら
、
各
種
の
雪
氷
対
策
を

実
施
し
て
お
り
、
交
通
の
障
害
と
な
る
積
雪
や
凍
結
を
極

力
除
去
し
、
雪
や
氷
結
に
よ
る
障
害
の
程
度
を
小
さ
く
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
雪
氷
対
策
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
適
切
な
雪
氷
対
策
施
設
の
配
置
、
適
切
な
雪
氷
対
策
作

業
の
実
施
、
道
路
管
理
者
と
交
通
管
理
者
と
の
連
携
に
よ

る
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
、
道
路
状
況
に
応
じ
た
お

客
様
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
普
及
促
進

の
広
報
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
気
象
観
測
機
器
の
整
備

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
雪
氷
作
業
支
援
シ
ス
テ
ム

(路
面

温
度
予
測
)、
湿
塩
散
布
車
な
ど
の
導
入
を
図
り
、
効
果
的

"
ゞ
＼

選ぶさ
き

通行セ 97.12



で
効
率
的
な
雪
氷
作
業
の
実
施
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二

J
H
の
雪
氷
対
策
状
況

高
速
道
路
の
供
用
延
長
と
雪
氷
対
策
費
の
推
移
か
ら
平

成
元
年
ま
で
は
、
気
象
的
な
要
因
に
よ
る
変
動
は
あ
る
も

の
の
、
供
用
延
長
の
伸
び
に
対
し
て
雪
氷
対
策
費
及
び
延

べ
作
業
日
数
の
変
動
は
小
さ
い
が
、
平
成
二
年
度
以
降
は

雪
氷
対
策
費
及
び
延
べ
作
業
日
数
は
急
激
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
禁
止
に
伴
う
ス
タ

ッ
ト
レス
タ
イ
ヤ
の
普
及
や
、
路
面
管
理
に
対
す
る
社
会

的
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
、
路
面
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

三

J
H
の
雪
氷
対
策

雪
氷
対
策
を
考
え
る
上
で
気
象
特
性
、
交
通
特
性
、
通

行
車
両
の
冬
装
備
等
が
重
要
な
要
素
と
な
り
、
各
要
素
が

相
互
に
関
連
し
、
雪
氷
対
策
の
軽
重
が
決
ま
っ
て
く
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雪
氷
路
面
で
の
障
害
の
度
合
い
は
、
雪
の
降
り
方
や
寒

冷
度
合
い
に
よ
っ
て
標
準
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
地
域

(積
雪
寒
冷
地
域
、
小
雪
地
域
)
に
よ
り
、
ま

た
時
期

(厳
冬
期
、
初
冬
期
)
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま

す
。
例
え
ば
、
積
雪
寒
冷
地
域
の
あ
る
路
線
を
考
え
た
場

合
、
初
冬
期
と
厳
冬
期
で
は
、
車
両
の
冬
装
備
状
況
や
雪

氷
路
面
で
の
運
転
の
慣
れ
の
程
度
に
は
か
な
り
の
違
い
が

あ
り
、
諸
対
策

(雪
氷
対
策
作
業
、
交
通
規
制
、
情
報
提

供
等
)
の
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
も
相
当
違
っ
た
も
の
が

要
求
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
気
象
条
件
で
あ
っ
て
も
路
線
の
特

性
や
交
通
条
件
、
及
び
地
域
の
諸
事
情
に
応
じ
て
適
切
な

判
断
も
必
要
で
あ
り
、
例
え
ば
、
積
雪
地
域
へ
の
玄
関
ロ

延
長
(畑
)
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Û

Û
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Û

n
v

Ô〕
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雪
氷
対
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費
(百
万
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)

に
あ
た
る
路
線
、
冬
装
備
が
不
十
分
な
ス
キ
ー
客
が
週
末

に
集
中
す
る
路
線
、
積
雪
す
る
区
間
に
大
小
の
ト
ン
ネ
ル

が
連
続
す
る
路
線
等
そ
の
路
線
の
持
つ
特
殊
性
･
地
域
性

に
よ
っ
て
、
そ
の
対
策
種
別
や
対
策
方
法
は
異
な
っ
て
き

ま
す
。
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こ
の
た
め
J
H
で
は
、
こ
れ
ら
路
線
の
特
性
や
地
域
の

諸
事
情
を
考
慮
し
て
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
お
り
、

雪
氷
対
策
と
し
て
、
雪
氷
作
業
用
機
械
に
よ
る
除
雪
作
業

及
び
凍
結
防
止
作
業
の
ほ
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
も

気
象
状
況
を
迅
速
か
つ
的
確
に
提
供
す
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。

1

情
報
収
集

冬
期
の
路
面
を
効
率
的
に
管
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、

気
象
情
報
の
収
集
は
、
雪
氷
対
策
の
根
幹
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
最
も
重
要
な
も
の
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
J
H

の
収
集
し
て
い
る
気
象
情
報
に
は
、
気
象
庁
発
表
に
よ
る

気
象
情
報
･
気
象
予
測
と
路
線
に
設
置
さ
れ
た
気
象
観
測

機
器
か
ら
の
情
報
及
び
雪
氷
巡
回
に
よ
る
路
面
状
況
と
気

象
情
報
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
収
集
し
、
分
析
･
予
測

す
る
こ
と
に
よ
り
雪
氷
対
策
の
実
施
の
判
断
を
行
い
、
雪

氷
対
策
作
業
、
交
通
規
制
の
協
力
及
び
情
報
の
提
供
等
の

諸
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
J
H
で
は
雪
氷
対
策
作
業
を
効
率
的
に
実
施
す

る
た
め
に
、
道
路
上
に
設
置
し
た
気
象
観
測
デ
ー
タ
の
他

に
日
本
気
象
協
会
の
蜜
月
0の-ャ
◇
Z
、気
象
庁
か
ら
の
情
報

(気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
、
天
気
予
報
、
注
意
報
、
警
報
等
)

等
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
処
理
に
よ
り
有
効
に
利
用
し
、
対

象
と
な
る
路
線
全
体
の
路
面
温
度
と
降
水

(雪
)
確
立
を

予
測
す
る
雪
氷
作
業
支
援
シ
ス
テ
ム

(路
面
温
度
予
測
シ

ス
テ
ム
)
を
用
い
、
雪
氷
体
制
の
規
模
等
の
判
断
及
び
凍

結
防
止
剤
散
布
作
業
の
実
施
の
判
断
を
支
援
す
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当日の気象データ

M I C O S 路面気象観測所

路面凍結センサー
○乾燥、水、氷雪等の判別　向

値
風

象
温

度

気
割

温

路
忍
量
中

道
温
水
地

○
気
降
○

l連続路面温度測定-
0 気温、略温

　の　
　
　

の
風
穂

　
　
　

層
わ
甚
間

高
q
温
夜

0
86
気
○

　 　　　　　 　　
　　　　　　　　 　 　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 　 　 　　　　
拡幅除雪

路面温度予測

雪氷作業支援システム概要 (路面温度予測システム)

路面温度予測の内容
現地の過去の気象データをもとに路温の変化を分析 (多重回帰) した予測式により、 翌朝ま

での最低路温を予測することができる。 (長時間予測)
また、 その原理と併用して熱収支法を利用することにより、 2 ~ 3時間後の路温を予測し、

路面の凍結時間を予測するものである。 (短時間予測)
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2

雪
氷
対
策
作
業

J
H
で
は
、
道
路
機
能
の
低
下
を
極
力
抑
え
る
た
め
に
、

路
線
の
特
性
や
地
域
の
諸
事
情
を
考
慮
し
て
雪
氷
対
策
作

業
を
実
施
し
て
お
り
、
気
象
状
況
、
交
通
状
況
、
地
形
、

道
路
構
造
等
に
よ
っ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

J
H
の
実
施
し
て
い
る
雪
氷
対
策
作
業
は
、
積
雪
の
除

去
と
氷
層
の
発
生
防
止
で
あ
り
、
作
業
と
し
て
は
雪
氷
作

業
用
機
械
に
よ
る
除
雪
作
業
と
路
面
凍
結
防
止
作
業
が
主

体
と
な
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
ス
タ
ッ
ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

普
及
に
伴
い
、
よ
り
一
層
の
路
面
凍
結
防
止
を
図
る
必
要

が
あ
り
、
路
面
の
凍
結
防
止
対
策
に
関
し
て
、
湿
塩
散
布

車
及
び
雪
氷
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
図
り
、
作
業

の
効
率
化
及
び
経
費
節
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
作
業
に
使
用
す
る
除
雪
車
に
つ
い
て
も
、

雪
氷
対
策
作
業
に
従
事
す
る
作
業
員
の
高
齢
化
･
人
員
不

足
の
観
点
か
ら
機
械
化
･
省
人
化
を
進
め
て
お
り
、
除
雪

車
両
の
操
作
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
ま
で

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
助
手
の
二
名
で
行
っ
て
い
た
操
作
を
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
一
名
で
す
べ
て
の
操
作
が
行
え
る

｢
ワ
ン

マ
ン
除
雪
車
｣
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
地
吹
雪
対
策
、
消
融
雪
施
設
の
設
置
、
チ

ェ
ー
ン
ベ
ー
ス
の
設
置
な
ど
施
設
面
の
対
策
を
図
る
と
と

も
に
、
情
報
板
等
に
よ
る
情
報
提
供
及
び
交
通
管
理
者
と

協
力
し
て
冬
用
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
装
着
規
制
な
ど
の
交

通
管
理
面
で
の
対
策
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、
小
冊
子
な
ど
を
配
布
し
、
安

全
運
転
の
啓
発
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
と
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
の
携
行
の
呼
び
か
け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

圧雪処理作業

凍結防止剤散布作業

除雪作業

情報提供

雪氷対策作業

(IC 入口情報板,料金所情報板,本線情報板) によるほか、ハイウェイラジオ,
エリア内のハイウエイ情報ターミナル,ハイウェイテレホンにより情報提　　

　　　
“
き　　雪氷対策作業の種類と目的

酵込霧鋒翌 プラウ系除雪トラックにより梯団を組
Z、 み、路面に積もる雪を路側へ除去する

作業。

圧雪処理作業 鰹務際姿窓榑鷺礬隼巖裟
て生じた路面の不陸を修正する作業。　　 　　 　 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
…コ『( 積した雪を除去す

拡幅除雪作業 癬除雪や庄塾盤寮藤鷺侭惨事
クやロータリー除雪車を用いる。　　　 　 　

　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　
のコ=ハ 間での次回除雪のため

運搬排雪作業 橋梁局架部等で側方へ願 態婆娑羅
保するための作業。

凍結防止剤を散布することによって、路上の水
分の凍結温度を降下させるための作業である。
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湿塩散布車の概要

湿塩混合方式 (スクリュー混合方式)

固形剤 ○散布前にスクリュー部

で混合するため均一な
湿塩が得られる。

A

進
行
方
向

/ / 円盤回転部 ＼＼
/ ↓ ＼

凍結防止剤散布方法の比較

項 目 固形剤散布 溶液散布 湿塩散布

持 続 性 ○ △ ○

速 効 性 △ ○ ○

散布しやすさ △ ○ ○

横断勾配の影響 ○ △ ○

風 ･交通による影響 △ ○ ○

標準散布速度 30 ~ 40km/h 40 ~ 50km/h 50 ~ 60km/h

湿塩散布は、 従来の固形剤散布に比べ以下の特徴を有している。
① 雪氷路面に対し速効性がある。
② 飛散しにくく、散布速度も20km/h程度向上する。
⑧ 凍結防止剤 (固形剤) の散布量を約 2割程度節減できる。
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四

今
後
の
雪
氷
対
策
へ
の
取
り
組
み

現
在
ま
で
に
、
経
費
節
減
並
び
に
効
率
的
･
効
果
的
な

雪
氷
対
策
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
ワ
ン
マ
ン
除
雪
車
･

湿
塩
散
布
車
の
導
入
、
雪
氷
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
供
用
延
長
の
増
加
、
経

費
節
減
を
考
慮
す
れ
ば
、
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
雪
氷
対
策
の
具
体
的
な
内
容湿塩散布状況 (凍結防止剤散布)

と
し
て
は
、
凍
結
防
止
剤
の
散
布
量
を
見
直
し
、
凍
結
防

止
剤
の
散
布
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
経
費
削
減
を

図
る
ほ
か
、
凍
結
防
止
剤
の
追
加
散
布
に
関
し
て
、
従
来

の
雪
氷
巡
回
時
に
路
面
上
の
凍
結
防
止
剤
の
濃
度
を
人
力

で
確
認
し
て
い
た
も
の
を
自
動
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
効
率
的
な
散
布
が
可
能
と
な
る
も
の
と
考
え
、
雪
氷
巡

回
時
に
凍
結
防
止
剤
の
濃
度
を
自
動
的
に
測
定
す
る
車
両

等
を
開
発
中
で
あ
り
、
現
在
あ
る
雪
氷
作
業
支
援
シ
ス
テ

ム
と
組
み
合
せ
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
追
加
散
布
時

期
の
判
断
が
行
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
へ
機
能
向
上
さ
せ

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
従
来
の
雪
氷
管
理
の
考
え
方
は
、
｢積
雪
や
凍
結

等
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
必
要
な
対
策
を
行
う
｣
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
各
路
線
の
特
性
、
交
通
状
況
等
を
勘
案

し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
均
質
な
雪
氷
対
策
を
実
施
し
、

路
線
間
の
格
差
を
つ
け
な
い
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、

高
速
道
路
の
採
算
性
が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
現
在
、

そ
の
路
線
に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
と
採
算
性
等

の
投
資
効
果
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
や
道

路
の
利
用
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
管
理
水
準
を
設
定
す
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
路
線
毎
の
雪
氷
管

理
水
準
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

五

お
わ
り
に

高
速
道
路
の
雪
氷
対
策
は
、
雪
氷
対
策
技
術
の
改
良
･

開
発
、
雪
氷
体
制
の
効
率
化
、
路
面
管
理
水
準
の
検
討
、

お
客
様
に
対
す
る
P
R
の
強
化
等
J
H
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
は
多
く
、
経
費
節
減
の
推
進
及
び
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
今
後
と
も
努
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
は
そ
の
性
格
上
、
他
の
交
通
機

関
と
異
な
り
、
お
客
様
の
各
々
が
交
通
の
流
れ
を
形
成
し

て
お
り
、
円
滑
で
か
つ
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
お
客
様
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
雪
氷
対
策
を
効
果
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は

｢お
客
様
｣
｢交
通
管
理
者
｣
｢道
路
管
理
者
｣
の
三
者
が

一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
最
善
の
努
力
を

行
い
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
対
応
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
′。

J
H
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
適
切
か

つ
効
率
的
な
雪
氷
対
策
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
お

客
様
に
対
す
る
的
確
な
広
報
を
充
実
さ
せ
、
理
解
と
協
力

を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
お
客
様
を
は
じ
め
関
係
各
機
関
の
ご
指
導
を
項

な
が
ら
、
安
全
で
確
実
な
高
速
道
路
の
交
通
の
確
保
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
方
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
保
全
企
画
課
)
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地
下
鉄
脆
飜
へ
の
二
次
占
有
に
つ
い
て矢

野

勝
彦

一
は
じ
め
に

道
路
区
域
内
に
お
い
て
、
地
下
鉄
事
業
者
の
承
諾
等
に

よ
り
地
下
鉄
施
設
の
一
部
を
利
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
二
次

占
用
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
か
ら
道
路
法
第
三
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
占
用
の
許
可
が
必
要
と
な

ろ
%地

下
鉄
施
設

(道
路
下
)
へ
の
二
次
占
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
機
能
の
確
保
の
観
点

か
ら

｢地
下
鉄
施
設
内
に
設
け
る
店
舗
の
取
扱
い
に
つ
い

て
｣
(昭
和
四
二
年
一
月
三
一
日
建
設
省
道
路
局
内
規
)
に

よ
り
極
力
抑
制
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
近
地
下

鉄
事
業
者
か
ら
、
利
用
者
の
質
的
･
量
的
に
拡
大
す
る
ニ

ー
ズ
や
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
自
動
販
売
機
の

単
独
設
置
等
の
要
望
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に

も
、
各
道
路
管
理
者
が
宝
く
じ
売
場
や
自
動
現
金
出
入
機

と
い
っ
た
道
路
局
内
規
で
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
物
件
を

も
認
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
要
望
へ
の
対
応
及
び
実
態
へ
の
適

合
の
観
点
等
か
ら
道
路
局
内
規
を
見
直
し
、
新
た
な
占
用

許
可
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
取
扱
い
の
統

一
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

今
回
通
達
を
発
出
す
る
に
至
つ
を
背
景

○

地
下
鉄
事
業
者
か
ら
の
要
望

近
年
、
地
下
鉄
の
駅
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
と
も
に
、
｢単
な
る
通
過
点
｣
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
や
、
空
き
時
間

を
気
軽
に
飲
食
し
な
が
ら
過
ご
せ
る
｢く
つ
ろ
ぎ
の
場
所
｣

と
し
て
の
役
割
が
多
く
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

現
在
、
地
下
鉄
施
設
内

(道
路
下
)
に
お
い
て
占
用
許

可
を
受
け
て
い
る
物
件
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
商
品
を
扱
う

小
規
模
な
売
店
、
公
衆
電
話
等
で
あ
り
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
十
分
で
あ
る
と
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

平
成
六
年
に
東
京
都
交
通
局
が
実
施
し
た

｢お
客
様
満

足
度
調
査
報
告
書
｣
及
び
平
成
七
年
に
帝
都
高
速
度
交
通

営
団
が
実
施
し
た

｢旅
客
ニ
ー
ズ
調
査
報
告
書
｣
に
よ
る

と
、
駅
構
内
で
、
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
も
の
と
い
う
問
い

に
対
し
て
、
｢銀
行
の
C
D
等
で
お
金
引
出
し
｣、
｢疲
れ
た

時
に
ゆ
っ
く
り
休
め
る
｣
、
｢荷
物
を
預
け
る
｣
、
｢近
郊
連

絡
線
乗
り
換
え
案
内
｣
及
び

｢ち
ょ
っ
と
し
た
日
用
品
の

7

買
物
｣
等
の
回
答
が
圧
倒
的
に
多
い
。

セ

②

近
況
に
お
け
る
占
用
実
態

行道

従
来
の
道
路
局
内
規
で
は
店
舗
以
外
に
関
し
て
明
確
な

2　　

許
可
基
準
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
道
路
管
理



者
に
お
い
て
そ
の
取
扱
い
が
ま
ち
ま
ち
で
あ

っ
た
。
そ
の

結
果
、
現
金
自
動
出
入
機
、
自
動
販
売
機
、
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
、
売
店
、
店
舗
(靴
店
、
軽
喫
茶
等
)、
各
種
看
板
等

が
現
在
占
用
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
情
勢
の
変
遷
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の

要
望
等
を
踏
ま
え
、
あ
わ
せ
て
規
制
緩
和
の
要
望
を
も
考

慮
し
、
新
規
通
達
と
し
て
各
道
路
管
理
者
あ
て
に
示
す
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

通
達
の
主
な
内
容

印

占
用
許
可
対
象
物
件

道
路
占
用
許
可
制
度
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
必
要
以
上

の
道
路
占
用
及
び
道
路
管
理
上
好
ま
し
く
な
い
道
路
占
用

を
排
除
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
許
可
基
準
と
し
て
道

路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
に

限
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(道
路
法
第
三
三
条
)
。
ま
た
、

道
路
占
用
は
公
共
用
物
で
あ
る
道
路
の
使
用
で
あ
り
、
多

少
な
り
と
も
道
路
の
本
来
使
用
で
あ
る
一
般
交
通
を
阻
害

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
極
め
て
限
定
し
た
物

件
に
つ
い
て
占
用
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

地
下
鉄
施
設
内
の
二
次
占
用
を
検
討
す
る
場
合
、
そ
も
そ

も
事
業
者
側
の
規
制
緩
和
の
要
望
、
鉄
道
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
等
が
見
直
し
の
背
景
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、

道
路
の
構
造
の
保
全
又
は
交
通
の
危
険
防
止
の
支
障
に
な

ら
な
い
か
等
の
道
路
管
理
上
の
観
点
及
び
防
災
上
、
防
犯

上
等
公
共
の
安
全
性
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
、
こ
れ
ら

が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
認
め
て
い
く
方
針
と
し
た
。

前
記
の
二
で
説
明
し
た
地
下
鉄
事
業
者
か
ら
の
要
望
及

び
近
況
に
お
け
る
占
用
実
態
を
考
慮
し
て
、
｢看
板
類
｣、

｢地
下
鉄
施
設
内
に
道
路
事
業
者
が
自
ら
設
置
す
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
施
設
又
は
物
件
に
広
告
物

を
添
架
し
た
も
の
｣
及
び

｢主
と
し
て
地
下
鉄
利
用
者
の

利
便
の
増
進
を
目
的
と
す
る
も
の

(以
下

｢利
便
施
設
｣

と
い
う
。
)｣
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

｢看
板
類
｣
に
つ
い
て
は
、
額
面
看
板
、
柱
巻
看
板
、
ポ

ス
タ
ー
板
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
等
そ
の
形
態
に
つ
い
て

は
多
様
で
あ
る
が
、
構
造
及
び
美
観
等
に
支
障
が
な
い
限

り
こ
れ
ら
を
認
め
て
い
く
方
針
と
し
て
い
る
。

｢地
下
鉄
施
設
内
に
鉄
道
事
業
者
が
自
ら
設
置
す
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
施
設
又
は
物
件
に
広
告
物

を
添
架
し
た
も
の
｣
は

｢看
板
類
｣
の
一
形
態
と
も
言
え

る
が
、
ベ
ン
チ
及
び
鏡
台
等
と
い
っ
た
一
般
的
に
は
鉄
道

事
業
者
が
設
置
す
る
鉄
道
の
附
帯
設
備
に
広
告
を
添
架
し
、

占
用
物
件
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
認
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

｢利
便
施
設
｣
に
つ
い
て
は
地
下
鉄
利
用
者
の
利
便
向
上

を
目
的
と
し
て
、
売
店
、
店
舗
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
、
自

動
販
売
機
(単
体
設
置
及
び
売
店
等
併
設
)、公
衆
電
話
(P

H
S
無
線
基
地
局
を
含
む
。)及
び
航
空
券
の
券
売
機
等
に

つ
い
て
も
認
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

②

占
用
主
体

許
可
対
象
物
件
の
設
置
及
び
管
理
を
確
実
か
つ
適
正
に

遂
行
す
る
と
認
め
ら
れ
る
技
術
的
能
力
及
び
管
理
能
力
を

有
す
る
者
と
し
、
ま
た
、
公
衆
電
話
、
P
H
S
無
線
基
地

局
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
第
一
種
電
気
通
信
事
業

者
を
占
用
主
体
と
し
て
い
る
o

③

占
用
場
所

地
下
鉄
の
駅
舎
に
よ
っ
て
は
、
建
設
し
た
当
時
と
は
そ

の
後
の
事
情
が
異
な
り
、
新
線
建
設
に
伴
う
立
体
交
差
、

定
期
券
発
売
所
の
集
約
化
、
自
動
改
札
機
及
び
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
の
設
置
等
に
よ
り
コ
ン
コ
ー
ス
で
の
乗
客
の
流
れ

が
変
化
す
る
場
合
等
駅
構
内
に
お
け
る
空
間
地
が
生
じ
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
地
下
鉄
の
二
次
占
用
に
つ
い
て

は
、
こ
う
し
た
暫
定
的
に
生
じ
て
い
る
余
裕
ス
ペ
ー
ス
(
い

わ
ゆ
る
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
)
に
設
置
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
る
。

｢看
板
類
｣
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
の
通
行
の
障
害
及
び

乗
客
誘
導
の
案
内
に
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
原
則
と
し
て

壁
面
又
は
柱
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
利
便
施
設
等
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
及
び
コ
ン
コ
ー
ス
内
で
歩
行
者
の
通
行

に
支
障
が
な
く
、
安
全
と
認
め
ら
れ
る
場
所
又
は
地
下
鉄

施
設
の
計
画
上
、
暫
定
的
に
生
じ
て
い
る
余
裕
ス
ペ
ー
ス

等
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
利
便
施
設
等
設

置
後
に
生
じ
る
余
裕
幅
員
は
当
該
地
下
鉄
駅
の
乗
降
客
の

人
数
に
応
じ
て
個
別
具
体
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

④

構
造
そ
の
他

構
造
及
び
設
置
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
該
占
用
物
件
が

倒
壊
、
落
下
す
る
こ
と
等
に
よ
り
公
衆
に
危
険
を
生
じ
さ
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せ
な
い
よ
う
適
切
に
設
置
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
許
可
す
る

参

考

場
合
に
お
い
て
は
本
通
達
の
ほ
か
、
関
係
法
令
及
び
関
係

通
達
を
勘
案
し
て
判
断
し
、
占
用
物
件
及
び
地
下
鉄
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
許
可

条
件
を
付
し
て
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
通
達
は
、
営
団
地
下
鉄
及
び
都
営
地
下
鉄
等

の
地
下
鉄
施
設
の
み
な
ら
ず
、
鉄
道
事
業
法
第
六
一
条
た

だ
し
書
き
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
て
い
る
事
業
者
は
も
ち

ろ
ん
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

等
に
よ
る
事
業
者
に
つ
い
て
も
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
(以

上
の
○
-
燭
に
つ
い
て
は
、
別
掲
の
道
路
局
長
通
達
を
参

　
　
　四

お
わ
り
に

本
通
達
の
発
出
に
よ
り
、
あ
る
程
度
地
下
鉄
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
及
び
地
下
鉄
施
設
内
の
有
効
利
･
活
用
に

寄
与
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
、
時
代
の
趨
勢

等
に
よ
り
新
た
な
占
用
物
件
が
出
現
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
そ
れ
ら
物
件
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
管
理
者
に
お
け

る
当
該
物
件
の
許
可
の
可
否
判
断
に
よ
る
こ
と
な
く
事
前

に
当
局
に
照
会
す
る
よ
う
お
示
し
し
て
い
る
。

建
設
省
道
政
発
第
八
一
号

平
成
九
年
一
〇
月
二
〇
日

各
道
路
管
理
者

あ
て

建
設
省
道
路
局
長

地
下
鉄
施
設
へ
の
二
次
占
用
に
つ
い
て

地
下
鉄
施
設
内
へ
の
二
次
占
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
歩
行
者
の

安
全
な
通
行
機
能
の
確
保
の
観
点
か
ら
極
力
抑
制
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
地
下
鉄
使
用
者
の
質
的
･
量
的
に
拡
大
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
ま
た
、
近
況
に
お
け
る
占
用
実
態
へ
の
適
合
の
観
点
等
を
踏
ま
え
、

今
般
地
下
鉄
施
設
へ
の
二
次
占
用
に
関
す
る
取
扱
方
針
を
下
記
の
と
お
り

定
め
た
の
で
、
こ
れ
を
十
分
留
意
の
上
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
遺
憾
の
な

い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

な
お
、
都
道
府
県
に
お
か
れ
て
は
、
貴
管
下
各
道
路
管
理
者

(地
方
道

路
公
社
及
び
政
令
指
定
市
を
除
く
。
)
に
対
し
て
も
こ
の
旨
周
知
願
い
た

い
。

記

1

占
用
許
可
対
象
物
件

地
下
鉄
施
設
内
に
お
け
る
道
路
占
用
許
可
対
象
物
件
は
、
以
下
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

印

看
板
類

額
面
看
板
、
柱
巻
看
板
、
ポ
ス
タ
ー
板
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド

等

②

地
下
鉄
施
設
内
に
鉄
道
事
業
者
が
自
ら
設
置
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
施
設
又
は
物
件
に
広
告
物
を
添
架
し
た
も
の

③

主
と
し
て
地
下
鉄
利
用
者
の
利
便
の
増
進
を
目
的
と
す
る
も
の
(以

下

｢利
便
施
設
｣
と
い
う
。)

酬
緘繃秋繭一蹴羸こ
れ於搬驫就鷁圷嗽利1““11,ると

州

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

⑳

自
動
販
売
機

た
ば
こ
、
飲
料
水
、
ト
イ
レ
用
ち
り
紙
、

自
動
簡
易
写
真
機

等

(売
店
等
に
併
設
さ
れ
る
も
の
も
含
む
。)

国

自
動
現
金
出
入
機

H

第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
等
の
設
置
す
る
物
件

公
衆
電

話
、
P
H
S
無
線
基
地
局
、
移
動
電
話
通

信
施
設
等

=

運
輸
大
臣
及
び
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
関
連
事
業
に
係

る
物
件

航
空
券
の
券
売
機

等

粉
そ
の
他
地
下
鉄
利
用
者
等
の
利
便
性
の
向
上
に
著
し
く
寄
与
す

る
と
認
め
ら
れ
る
物
件

2

占
用
主
体

許
可
物
件
の
設
置
及
び
管
理
を
確
実
か
つ
適
正
に
遂
行
す
る
に
た
る
技

術
的
能
力
及
び
管
理
能
力
を
有
す
る
者
と
す
る
。

3

占
用
場
所

①

看
板
類

原
則
と
し
て
壁
面
又
は
柱
と
し
、
歩
行
者
の
通
行
の
障
害
及
び
歩

行
者
の
案
内
及
び
誘
導
に
支
障
と
な
ら
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

②

利
便
施
設
等

簡
易
な
店
舗
、
自
動
販
売
機
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
等
に
つ
い
て
は
、

地
下
鉄
の
ホ
ー
ム
及
び
コ
ン
コ
ー
ス
内
で
鉄
道
事
業
者
が
歩
行
者
の

通
行
に
支
障
が
な
く
安
全
と
認
め
た
場
所
又
は
次
の
場
所
と
し
、
利

便
施
設
等
設
置
後
、
歩
行
者
の
通
行
及
び
安
全
に
支
障
が
な
い
よ
う

乗
降
客
の
多
寡
に
応
じ
必
要
な
余
裕
幅
員
を
設
け
て
お
く
こ
と
。

の

地
下
鉄
施
設
の
計
画
上
、
暫
定
的
に
生
じ
て
い
る
余
裕
ス
ペ

ー
･ス

回

地
下
鉄
建
設
の
工
法
上
、
構
造
上
等
の
理
由
に
よ
り
や
む
を

得
ず
生
じ
た
余
裕
ス
ペ
ー
ス

国

主
と
し
て
、
路
上
交
通
の
処
理
の
た
め
一
体
的
に
設
け
ら
れ

た
通
路
施
設
に
お
け
る
余
裕
ス
ペ
ー
ス

上
記
の
ー
回
に
つ
い
て
は
、
別
図
参
照
の
こ
と
。
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構
造

○

看
板
類

固
定
す
る
壁
面
等
か
ら
の
出
幅
は
歩
行
者
の
通
行
の
障
害
と
な
ら

な
い
よ
う
最
少
眼
と
し
、
か
つ
、
地
震
等
に
耐
え
る
堅
固
な
も
の
で
、

倒
壊
、
落
下
、
剥
離
、
老
朽
、
汚
損
等
に
よ
り
公
衆
に
危
険
を
生
じ

さ
せ
、
又
は
美
観
を
損
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

売
店
及
び
店
舗

売
店
の
構
造
は
簡
易
な
対
面
式
の
も
の
と
し
、
規
模
は
五
平
方
メ

ー
ト
ル
程
度
以
下
の
小
規
模
の
も
の
と
す
る
。
店
舗
の
構
造
は
凹
構

造
に
な
っ
て
い
る
場
所
や
コ
ー
ナ
ー
部
分
で
事
実
上
歩
行
者
の
通
行

が
ほ
ど
ん
ど
な
い
場
所
に
固
定
し
て
設
置
す
る
こ
と
。

③

自
動
販
売
機

地
下
鉄
施
設
内
と
い
う
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
に
限
定
し
て
設
置
を
認

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
壁
面
、
柱
及
び
売
店
等
に
固
定
す
る

等
適
切
な
転
倒
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

④

そ
の
他

占
用
物
件
の
配
置
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
の
利
便
及
び

通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
十
分
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
火
災
又

は
荷
重
等
に
よ
り
一
般
公
衆
に
対
し
て
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な

構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
他

①

看
板
類
の
デ
ザ
イ
ン
及
び
表
示
内
容
は
美
観
風
致
等
を
十
分
考
慮

す
る
こ
と
と
す
る
。

②

売
店
及
び
店
舗
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
裸
火
を
使
用
し
、
ま
た

爆
発
性
の
物
件
若
し
く
は
悪
臭
、
騒
音
を
発
生
す
る
物
件
を
保
管
又

は
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。

③

占
用
物
件
の
適
正
な
維
持
管
理
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
許
可
条

件
を
付
す
こ
と
と
す
る
。

剥

占
用
許
可
に
際
し
て
は
、
本
通
達
に
よ
る
ほ
か
関
係
法
令
等
を
勘

案
し
、
適
切
な
処
理
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

㈱

本
通
達
以
降
、
社
会
情
勢
の
変
遷
等
に
よ
り
、
新
た
な
物
件
の
占

用
許
可
申
請
が
あ
り
、
又
は
疑
義
等
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都

度
事
前
に
当
局
に
そ
の
可
否
等
に
つ
い
て
照
会
す
る
こ
と
と
す
る
。

◎

モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
停
留
場
内
に
お
け
る
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ

い
て
も
、
上
記
に
準
じ
た
取
扱
い
を
す
る
こ
と
と
す
る
。

(道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室
占
用
係
長
)
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地下鉄利用者の通行に支障を与えない範囲の考え方

ア. 凹構造になっている場所

店 舗

通 路

イ. コーナー部分で事実上、歩行者の通行がほとんどない部分

改 ＼
＼＼←店舗

　 l店 舗 空調機械室
　

↑ 職員通路

ウ. 駅改良等で生じた空室｣エ

ー l
通 路

〆
券売機室I詰所l店 舗 群調機械室-

｢ 改 札 (旧信号機械室)

エ. 歩行者の通行に支障がなく安全と認めた場所

(コンコースに設置する場合)

0 …○ …… 0 O

i 店 舗 ; ○ ,0 ……“○、
　 　　 　　 　 　　

　 　　
　 　　　

/ 店 舗 ＼ !売 店l

(ホームに設置する場合)

線 路

-L ホーム

売店l l0 0 0 〇
　 　

　
線 路

※ 矢印で示している幅については、 乗降客の多寡に応じ歩行者の通行及び

安全に支障がないよう必要な余裕幅員を設けるものとする。
" ;で囲んだ部分が売店及び店舗の設置場所である。
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『通
路
サ
ー
ビ
ス
脆
識
占
用
許
可
基
準
』

の
験
正
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

と
い
う
。)
の
管
理
す
る
高
速
道
路
等
に
設
置
さ
れ
る
道
路

サ
ー
ビ
ス
施
設
は
、
事
実
上
、
(財
)
道
路
施
設
協
会

(以

下

｢協
会
｣
と
い
う
。
)
に
し
か
占
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。

し
か
し
、
高
速
道
路
等
の
利
用
者
の
価
値
観
や
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
等
を
念
頭
に
置
け
ば
、
一
定
水
準
以
上
の
サ
ー

ビ
ス
が
長
期
的
に
確
保
さ
れ
て
さ
え
い
れ
ば
、
む
し
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
の
特
性
に
応
じ
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
や
水
準
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
が
、
効
率
的
か

つ
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
占
用
主
体
は
従
来
ど
お
り
道
路
管
理
者
に
代

わ
り
得
る
公
共
的
な
団
体
に
限
る
と
す
る
一
方
、
同
一
路

線
及
び
関
連
す
る
路
線
で
は
同
一
の
占
用
主
体
に
占
用
さ

せ
る
と
の
規
制
を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体

が
出
資
す
る
公
共
団
体

(第
三
セ
ク
タ
ー
)
に
も
占
用
を

一

は
じ
め
に

今
般
、
平
成
九
年
一
〇
月
二
八
日
付
け
で
道
路
局
長
通

達

(昭
和
四
二
年
一
一
月
一
四
日

道
政
発
第
九
一
号
)

を
改
正
し
、
高
速
道
路
等
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
の
レ
ス
ト
ラ
ン
･
売
店
等
の
道
路
サ
ー
ビ
ス

施
設
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
占
用

を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

以
下
、
今
回
の
通
達
改
正
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

改
正
の
理
由

高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路

(以
下

｢高

速
道
路
等
｣
と
い
う
。)
に
設
置
さ
れ
る
休
憩
所
、
給
油
所

及
び
自
動
車
修
理
所

(以
下

｢道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
｣
と

い
う
。)は
、
単
に
利
用
者
の
休
憩
場
所
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
高
速
道
路
等
の
安
全
･
円
滑
な
交
通
や
道
路
利
用
者

の
利
便
を
確
保
す
る
上
で
不
可
欠
の
施
設
と
し
て
、
異
常

事
態
発
生
時
の
現
場
処
理
基
地
、
冬
期
の
雪
氷
対
策
基
地

と
な
り
、
ま
た
情
報
提
供
を
行
う
等
道
路
管
理
上
極
め
て

重
要
な
役
割
と
機
能
を
も
有
し
て
お
り
、
そ
の
占
用
主
体

に
は
、
路
側
駐
車
場
の
管
理
や
緊
急
事
態
発
生
時
の
関
係

機
関
へ
の
連
絡
等
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占
用
主

体
は
、
道
路
管
理
に
関
す
る
知
識
･
技
術
等
を
兼
ね
備
え

た
、
道
路
管
理
者
に
代
わ
り
得
る
公
共
的
な
団
体
に
限
る

も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を

長
期
的
に
一
定
水
準
以
上
に
確
保
す
る
た
め
、
同
一
路
線

及
び
関
連
す
る
路
線
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
つ
い
て
は

一
括
し
て
同
一
の
占
用
主
体
に
占
用
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
道
路
公
団

(以
下

｢J
H
｣
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認
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
占
用

路
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
高
速
道
路
等
の
安
全
か
つ
円
滑

主
体
相
互
間
の
競
争
が
促
進
さ
れ
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

な
交
通
を
雀
呆
す
る
た
め
の
必

な
り
用

ー
ビ

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

三

主
な
改
正
点

①

占
用
主
体
の
拡
大

上
記
の
と
お
り
、
地
方
公
共
団
体
が
出
資
す
る
公

共
団
体

(第
三
セ
ク
タ
ー
)
に
も
道
路
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
占
用
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

②
、営
業
者
間
の
競
争
の
促
進

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
利
用
者
の
選
択
の
幅
を
広

げ
、
営
業
者
間
の
競
争
を
促
進
す
る
た
め
、
道
路
サ

ー
ビ
ス
施
設
の
営
業
者
の
選
定
方
法
を
競
争
入
札
と

し
た
ほ
か
、
多
様
な
業
態
の
営
業
者
の
選
定
等
の
措

置
を
奨
励
し
、
高
速
道
路
全
体
の
付
加
価
値
を
高
め

る
方
策
の
一
環
と
し
た
こ
と
。

③

占
用
主
体
の
義
務
の
弾
力
化

占
用
主
体
に
一
律
の
義
務
を
課
す
の
で
な
く
、
ト

イ
レ
等
の
清
掃
や
通
路
の
除
雪
の
義
務
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
状
況
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
課
す
こ
と
と
し
、
義
務
の
内
容
を
弾
力
化
し

た
こ
と
。

な
お
、
占
用
主
体
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
現
に
協

会
が
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
運
営
に
当
た
り
実
施
し

て
い
る
公
益
事
業
を
整
理
し
、
道
路
管
理
の
一
翼
を

担
う
業
務
と
し
て
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
道

な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
な
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
極
め
て
公
共
性
の
高
い
施
設
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
い
ず
れ
の
義
務
も
占
用
主
体

と
し
て
当
然
果
た
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

等
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
を
認
め
る
と
の
見
地
か
ら
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保

に
直
接
関
わ
る
義
務
を
除
く
一
部
の
義
務
に
つ
い
て

は
、
道
路
管
理
者
の
裁
量
に
よ
り
軽
減
で
き
る
こ
と

と
し
、
占
用
主
体
に
過
重
な
義
務
を
課
す
結
果
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

四

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
施

設
占
用
箇
所

今
回
の
通
達
改
正
の
結
果
、
既
に
開
業
し
た
山
形
自
動

車
道

櫛
引
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ほ
か
、
次
の
二
箇
所

に
お
い
て
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

占
用
が
実
現
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

①
山
形
自
動
車
道

櫛
引
P
A

(山
形
県
櫛
引
町
)

占
用
主
体
…

株
式
会
社
く
し
び
き
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

(櫛
引
町
等
が
出
資
)

設
置
施
設
…

イ

地
域
拠
点
整
備
事
業
地
内

上
り
線
側

｢
フ
ル
ー
ツ
タ
ウ
ン
｣

下
り
線
側

｢生
き
活
き
べ
ん
と
ぅ
村
｣

(森
林
浴
等
の
た
め
の
森
林
施
設
)

口

J
H
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内

上
り
線
側

売
店
(県
内
物
産
品
等
販
売
施
設
)

下
り
線
側

営
業
施
設
な
し

(J
H
が
設
置
し

た
ト
イ
レ
の
み
)

開

業
…

平
成
九
年
一
〇
月
三
〇
日

②
東
海
北
陸
自
動
車
道

川
島
P
A

(岐
阜
県
川
島
町
)

占
用
主
体
…

未
定

(新
規
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
に
つ
い
て
も
検
討

中
。)

設
置
施
設
…

イ

ハ
イ
ウ
ェ
イ
･
オ
ア
シ
ス
事
業
地
内

｢世
界
淡
水
魚
園
｣
(仮
称
)

口

J
H
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内

上
り
線
側

営
業
施
設
な
し

(J
H
が
設
置
し

た
ト
イ
レ
の
み
)

下
り
線
側

売
店
(県
内
物
産
品
等
販
売
施
設
)

開
業
予
定
…

平
成
三

年
春

③
湯
浅
御
坊
道
路

吉
備
湯
浅
P
A
(和
歌
山
県
吉
備
町
)

占
用
主
体
…

名
称
未
定

(和
歌
山
県
等
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ

ー
を
設
立
予
定
)

設
置
施
設
…
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売
店

(県
内
物
産
品
等
販
売
施
設
)

開
業
予
定
…

平
成
三

年
四
月

(パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
自
体
は
、
ト
イ
レ
の
み
の
休

憩
施
設
と
し
て
供
用
済
)

参
考

建
設
省
道
政
発
第
八
四
号

平
成
九
年
一
〇
月
二
八
日

地
方
建
設
局
長

北
海
道
開
発
局
長

沖
縄
総
合
事
務
局
長

あ
て

道
路
関
係
四
公
団
の
長

各
都
道
府
県
知
事

各
指
定
市
長

建
設
省
道
路
局
長

｢高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
に
設
け

る
休
憩
所
、
給
油
所
及
び
自
動
車
修
理
所
の
取
扱
に
つ

い
て
｣
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

｢高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
に
設
け
る
休
憩
所
、
給
油
所

及
び
自
動
車
修
理
所
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(昭
和
四
二
年
三

月
一
四
日

付
け
建
設
省
道
政
発
第
九
一
号
)
の
｢道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
占
用
許
可
基

準
｣
を
別
紙
の
と
お
り
改
正
し
た
の
で
、
今
後
こ
れ
に
よ
り
取
り
扱
う
こ

と
と
さ
れ
た
い
。

別
紙

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
占
用
許
可
基
準

1

趣
旨

高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
に
設
置
さ
れ
る
休
憩
所
、
給

油
所
及
び
自
動
車
修
理
所

(以
下

｢道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
｣
と
い
う
。)

は
、
そ
の
規
模
及
び
構
造
等
に
お
い
て
一
般
の
占
用
物
件
と
著
し
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
道
路
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
公
共
性
の
高
い
施
設
と

し
て
占
用
を
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
路
サ
ー
ビ
ス

施
設
の
道
路
占
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
準
に
従
い
公
正
な
処
理
を
行
い
、

道
路
管
理
の
適
正
と
当
該
施
設
の
効
率
的
な
運
営
を
期
す
る
こ
と
と
し
、

も
っ
て
高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
に
お
け
る
交
通
の
安
全

と
通
行
者
の
利
便
の
一
層
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

2

方
針

0

占
用
の
場
所
及
び
範
囲

イ

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
は
、
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路

の
附
属
物
と
し
て
設
け
ら
れ
た
路
側
駐
車
場
の
区
域
内
に
限
り
占
用
を

許
可
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
路
側
駐
車
場
は
、

本
来
の
駐
車
需
要
に
必
要
な
面
積
の
ほ
か
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占

用
を
許
可
す
る
こ
と
に
よ
り
派
生
す
る
駐
車
需
要
に
必
要
な
面
積
が
十

分
に
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

口

道
路
管
理
者
は
、
同
一
路
線
及
び
関
連
す
る
路
線

(以
下

｢同
一
路

線
等
｣
と
い
う
。)
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
配
置
計
画
を
あ
ら
か
じ
め

策
定
し
、
当
該
配
置
計
画
に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
占
用
を
許

可
す
る
も
の
と
す
る
。

②

占
用
主
体
の
決
定

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占
用
は
、
道
路
管
理
者
に
代
わ
り
得
る
公
共
的

な
団
体

(地
方
公
共
団
体
が
出
資
す
る
公
共
的
団
体
を
含
む
。)
に
限
り
認

な
お
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
管
下
道
路
管
理
者

(地
方
道
路
公
社

め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
同
一
路
線
等
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
に

を
含
む
。)
に
対
し
て
も
こ
の
旨
周
知
願
い
た
い
。

つ
い
て
は
、
当
該
百

:

も

火
‐
法

ー
ビ
ス
ゞ

つ
い
て
は
、
当
該
同
一
路
線
等
に
お
い
て
一
定
水
準
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
が

“

長
期
的
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
、
道
路
管
理
者
の
指
示
等
が
適
切
か
つ
迅
速

に
周
知
さ
れ
る
こ
と
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
占
用
主
体
を
決
定
す
る
も
の
と

江　　

す
る
。

"

③

占
用
主
体
の
義
務

榊

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占
用
主
体
は
、
占
用
許
可
の
条
件
と
し
て
次
に

道

掲
げ
る
義
務
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

イ

高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
上
で
発
生
し
た
事
故
そ
の

他
の
緊
急
事
態
を
発
見
し
、
又
は
こ
れ
に
つ
い
て
連
絡
を
受
け
た
場
合

は
、
速
や
か
に
道
路
管
理
者
、
警
察
、
救
急
医
療
機
関
等
へ
連
絡
す
る

こ
"と
o

口

災
害
そ
の
他
の
非
常
事
態
に
備
え
、
防
災
訓
練
等
に
努
め
る
と
と
も

に
、
非
常
事
態
が
発
生
し
、
又
は
そ
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、

通
行
者
の
避
難
誘
導
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ

必
要
に
応
じ
、
路
側
駐
車
場
(ト
イ
レ
、
園
地
及
び
歩
道
部
を
含
む
。)

の
清
掃
、
除
雪
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
こ
と
。

ニ

路
側
駐
車
場
の
区
域
内
に
、
必
要
に
応
じ
、
ベ
ン
チ
そ
の
他
道
路
サ

ー
ビ
ス
施
設
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

の
設
置
及
び
管
理
を
行
う
こ
と
。

ホ

通
行
者
に
対
す
る
道
路
案
内
等
を
行
う
こ
と
。

へ

そ
の
他
道
路
管
理
者
の
要
請
に
よ
り
道
路
の
管
理
に
協
力
す
る
こ
と
。

ト

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
係
る
経
理
と
そ
の
他
の
経
理
と
を
区
分
し
て

経
理
す
る
こ
と
o

④

施
設
の
運
営

イ

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占
用
主
体
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
施
設
の

営
業
を
競
争
入
札
に
よ
り
選
定
し
た
第
三
者
に
委
託
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
占
用
主
体
は
、
多
様
な
業
態
の
営
業
者

(営
業

を
委
託
さ
れ
た
第
三
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)を
選
定
す
る
な
ど
、
当

該
施
設
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と

す
る
。

口

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占
用
主
体
は
、
前
記
の
委
託
を
す
る
場
合
に

は
、
占
用
許
可
条
件
及
び
道
路
管
理
者
の
指
示
に
従
い
、
通
行
者
の
利

便
及
び
交
通
の
安
全
を
図
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
付
す
る
も
の
と
す

る
%



⑤

占
用
料

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占
用
主
体
は
、
所
定
の
占
用
料
を
納
付
す
る
も

の
と
す
る
。

◎

占
用
物
件
の
配
置
及
び
構
造

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
配
置
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

イ

当
該
施
設
の
設
置
に
よ
っ
て
当
該
道
路
の
交
通
の
安
全
が
害
さ
れ
な

い
よ
う
、
導
流
島
、
道
路
標
識
そ
の
他
必
要
な
安
全
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

口

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
出
入
り
す
る
た
め
道
路
の
本
線
上
を
横
切
る

交
通
が
生
じ
な
い
よ
う
施
設
を
配
置
す
る
こ
と
。

ハ

沿
道
か
ら
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
へ
物
品
の
搬
入
等
を
行
な
う
た
め
の

出
入
路
は
、
当
該
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
な
い
よ
う
な
構
造
と
す

る
)こ
,と
o

ニ

広
告
物
の
掲
出
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の
屋
外
広
告
物
条
例
等

を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
当
該
道
路
の
美
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
十
分

な
配
慮
を
す
る
こ
と
o

ホ

そ
の
他
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
配
置
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
、
通
行

者
の
利
便
及
び
交
通
の
安
全
を
図
る
た
め
十
分
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。

3

そ
の
他

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
占
用
に
関
連
し
て
高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動

車
専
用
道
路
の
管
理
上
次
の
事
項
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

イ

上
記
の
道
路
占
用
に
よ
る
以
外
は
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
道
路
に

設
け
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口

沿
道
に
お
け
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
類
似
の
施
設
と
の
連
結

(高
速

自
動
車
国
道
法
第
一
一
条
、
道
路
法
第
四
八
条
の
四
)
は
、
許
可
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
。

ハ

路
側
駐
車
場
そ
の
他
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
の
区

域
内
に
お
い
て
、
車
両
等
を
利
用
し
て
物
品
の
販
売
そ
の
他
の
営
業
活

動
を
行
う
者
に
対
し
て
は
、
道
路
法
第
四
八
条
の
五
又
は
高
速
自
動
車

国
道
法
第
一
七
条
の
規
定
の
趣
旨
に
従
い
、
極
力
そ
の
排
除
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
o

道路サービス施設占用許可基準新旧対照表

(下線部分は改正部分)

改 正 後 現 行
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改 正 後 現 行

(3 ) 占用主体の義務
道路サービス施設の占用主体は、占用許可の条件として次に掲げる義

務を負担するものとする。
イ 高速自動車国道又は自動車専用道路上で発生した事故その他の緊急

事態を発見し、又はこれについて連絡を受けた場合は、速やかに道路
管理者、警察、救急医療機関等へ連絡すること.

口 災害その他の非常事態に備え、防災訓練等に努めるとともに、非常
事態が発生し、又はその発生が予測される場合は、通行者の避難誘導
その他の措置を講ずること。

ノ、 必要に応じ、路側駐車場 (トイレ、園地及び歩道部を含む。 )の清
掃、除雪その他の管理を行うこと。

ニ 路側駐車場の区域内に、必要に応じ、ベンチその他道路サービス施
設の利用者の利便の向上に資するために必要な施設の設置及び管理
を行うこと。

ホ 通行者に対する道路案内等を行うこと。
へ その他道路管理者の要請により道路の管理に協力すること。
ト 道路サービス施設に係る経理とその他の経理とを区分して経理する
こと。

(4 ) 施設の運営
イ 道路サービス施設の占用主体は、原則として、当該施設の営業を競

争入札により選定した第三者に委託するものとする。この場合におい
て、占用主体は、多様な搬能の営業者 (営業を委託された第三者をい
う。以下同じ。)を選定するなど、当該施設の利用者の利便の向上が
図られるよう配慮するものとする。

口 道路サービス施設の占用主体は、前記の委託をする場合には、占用
許可条件及び道路管理者の指示に従い、通行者の利便及び交通の安全
を図るために必要な条件を付するものとする。

(5 ) 占用料
道路サービス施設の占用主体は、所定の占用料を納付するものとする。

(6 ) 占用物件の配置及び構造
道路サービス施設の配置及び構造については、次によるものとする。

イ 当該施設の設置によって当該道路の交通の安全が害されないよう、
導流島、道路標識その他必要な安全施設が整備されていること.

ロ 道路サービス施設に出入りするため道路の本線上を横切る交通が生
じないよう施設を配置すること。

ノ･ 沿道から道路サービス施設へ物品の搬入等を行うための出入路は、
当該用途以外の用途に供されないような構造とすること。

ニ 広告物の掲出に当たっては、その地域の屋外広告物条例等を遵守す
るとともに、当該道路の美観を損なわないよう十分な配慮をするこ
と。

ホ その他道路サービス施設の配置及び構造については、通行者の利便
及び交通の安全を図るため十分な配慮をすること。

3 その他
道路サービス施設の占用に関連して高速自動車国道及び自動車専用道

路の管理上次の事項に留意するものとする。

イ 上記の道路占用による以外は、道路サービス施設を道路に設けるこ
とは認められないものであること。

口 沿道における道路サービス施設類似の施設との連結 (高速自動車国
道法第1 1条、道路法第4 8条の4 ) は、許可してはならないこと。

ノ･ 路側駐車場その他高速自動車国道又は自動車専用道路の区域内にお
いて、車両等を利用して物品の販売その他の営業活動を行う者に対し
ては、道路法第4 8条の 5又は高速自動中国道法第1 7条の規定の趣
旨に従い、極力その排除の措置を講ずること。
(削 除)

(4 ) 占用主体の義務
道路サービス施設の占用主体は、占用許可の条件として次に掲げる義

務を負担するものとする。
ノ･ 高速自動車国道又は自動車専用道路上で発生した緊急事態を発見

し、又はこれについて連絡を受けた場合は道路管理者、警察、救急医
療機関等へ連絡すること。

イ 路側駐車場の管理を行なうこと。

口 路側駐車場の区域内に必要に応じ便所、水春場及びベンチを設置し
及び管理すること。

ニ 通行者に対し道路案内を行なうこと。
ホ その他道路管理者の要請により道路の管理に協力すること。

(5 ) 施設の経営
イ 道路サービス施設の占用主体は、当該施設の営業を原則として第三

者に委託するものとする。この場合において、第三者の選定は、原則
として競争入札により行なうものとする。

ロ 前記の委託をする場合には、道路管理者の指示に従い、通行者の利
便及び交通の安全を図るために必要な条件 (営業時間、営業品目、定
価等)を附するものとする。

(6 ) 占用料
道路サービス施設の占用主体は、所定の占用料を納付するものとす

る。

(7 ) 占用物件の配置及び構造
道路サービス施設の配置及び構造については、次によるものとする。

イ 当該施設の設置によって当該道路の交通の安全が害されないよう
導流島、道路標識その他必要な安全施設が整備されていること。

口 道路サービス施設に出入するため道路の本線上を横切る交通が生
じないよう施設を配置すること。

ノ･ 沿道から道路サービス施設へ物品の搬入等を行なうための出入路
は、原則として設けてはならないものとし、やむを得ず設ける場合に
あっても、当該用途以外の用途に供されないような構造とすること。

二 広告物の掲出は制限すること。

ホ その他道路サービス施設の配置及び構造については、通行者の利便
及び交通の安全を図るため十分な配慮をすること。

3 その他
道路サービス施設の占用に関連して高速自動車国道及び自動車専用

道路の管理上次の事項に留意するものとする。
(1) 楯化!能勢の禁止
イ 上記の道路占用による以外は、道路サービス施設を道路に設けるこ

とは認められないものであること。
ロ 沿道における道路サービス施設類似の施設との連結 (高速自動車国
道法第1 1条、道路法第4 8条の4 ) は、許可してはならないこと。

(2 ) 出入制限の確保
イ 路側駐車場において、みだりに車両等を利用して物品の販売をする

者に対しては、道路法第4 8条の5又は高速自動車国道法第 1 7条の
規定の趣旨に従い、極力その排除の措置を講ずること。

ロ バス ･ストップにおける乗降客のため連結を許可した通路であって
もみだりに沿道における道路サービス施設類似の施設から自動車等
が出入し道路の効用が害されないよう設計に配慮する等出入制限 (高
速自動車国道法第1 7条、道路法第4 8条の5)の確保に努めること。



道
路
管
理
瑕
疵
訴
訟
判
例
の
動
向
(第
八
回
)

穴
ぼ
こ
･
段
差
に
関
す
る
事
偉

高
鍋

誠

治

二

統
計
的
検
討

ま
ず
、
穴
ぼ
こ
の
事
件
に
お
け
る
穴
の
深
さ
及
び
段
差

の
事
件
に
お
け
る
段
差
に
よ
る
結
果
の
違
い
を
見
て
み
た

い
と
思
い
ま
す

(表
2
)
。

深
さ
の
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
結
果
の
欄
は
、

o
=
無
聖
貝
、
1
=
有
責
で
、
単
に
見
や
す
く
し
て
い
る
だ

け
で
す
。
割
合
の
欄
は
過
失
相
殺
分
を
逆
算
し
て
い
ま
す
。

(過
失
相
殺
が
四
○
%
認
め
ら
れ
た
案
件
は
責
任
割
合
と

し
て

｢六
0
｣
と
い
う
数
字
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
)

12

上
記
七
三
件
の
判
例
の
う
ち
九
件
に
つ
い
て
は
、
判
決

鋭

文
の
中
で
深
さ
及
び
段
差
に
つ
い
て
の
記
載
が
詳
細
で
は

セ行

な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
検
討
か
ら
は
除
く
こ
と
と
し
ま
す
。
道

ま
ず
、
全
体
の
有
責
、
無
聖
貝
の
割
合
に
つ
い
て
で
す
が
、
2　　　

鉦
坐
貝
は
二
〇
件
、
有
責
は
四
四
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(有

一

は
じ
め
に

こ
の
判
例
の
検
討
に
関
す
る
連
載
も
こ
の
項
で
一
応
終

了
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
の
章
と
し
て

｢穴
ぼ
こ
、
段
差
に
関
す
る
事
件
｣

を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
事
件
の
数
も

多
い
の
で
統
計
的
に
い
ろ
い
ろ
な
検
討
を
行
っ
て
判
例
の

傾
向
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
個
別

の
事
件
を
見
て
み
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
ず
、
判
例
全
体
の
数
で
す
が
、
章
別
で
み
る
と
一
番

数
が
多
く
、
現
在
把
握
し
て
い
る
も
の
で
七
三
件
あ
り
ま

す

(表
1
)。

年
代
的
に
は
や
は
り
昔
の
事
件
が
多
く
、
最
近
で
は
訴

訟
に
な
っ
て
い
る
件
数
そ
の
も
の
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま

す
。
こ
の
原
因
は
、
昔
は
道
路
の
整
備
水
準
も
低
く
、
穴

ぼ
こ
や
段
差
自
体
が
多
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

他
の
理
由
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
判
例
が
確
立
す
る
ま
で
、

道
路
管
理
者
が
示
談
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
数
々
の

判
例
が
出
さ
れ
、
道
路
管
理
瑕
疵
あ
り
と
さ
れ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
大
ま
か
で
も
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ
た
最
近
に

至
っ
て
は
、
穴
ぼ
こ
の
事
件
は
ほ
と
ん
ど
示
談
で
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
(道
路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査
参
照
)

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の

お
ぼ
ろ
げ
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
一
度
統
計
的
な
処

理
を
加
え
て
検
討
し
、
今
後
の
示
談
の
指
針
に
な
ら
な
い

か
と
考
え
、
や
っ
て
み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
筆
者
は
、
近
年
の
示
談
に
よ
る
解
決
が
増
加
し

て
い
る
傾
向
に
つ
い
て
批
判
す
る
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。



表 1ー 1

彎蕨 ページ 事 件 名 道路
種別 状 況 被害 結果 過失

相殺 最終審 年月日

1 9 6312 飯塚市道穴ぼこ事件 市道 長さ140cm、幅50cm、;采さ45cmの陥没 1名 有責 3割 福岡高裁 S35.12,27

2 9 6340 仙台市道穴ぼこ事件 市道 長さloom、幅10ocm、深さ15cmの陥没 1名 有責 8割 最高裁 S40. 4.15

3 9 6382 愛知県道穴ぼこ事件 県道 長さ30cm、幅20cm、深さ8cmの陥没 1名 無責 名古屋地裁 S43. 4.12

4 9 6388 愛知国道247号穴ぼこ
事件

補助
国道 長さ400cm、幅200cm、"架さ15cmの陥没 1名

負傷 有賣 8割 名古屋地裁 S43, 7.15

5 9 6427 福岡国道3号穴ぼこ事
件

直轄
国道 長さ70cm、幅70cm、深さ1ocmの陥没 1名

死亡 有責 2割 福岡地裁 S44, 9.18

6 9 6429 福岡国道201号穴ぼこ
事件

補助j
国道 長さ80cm、幅80cm、深さ20cmの陥没 1名

負傷 有責 5割 福岡地裁 S44, 9.26

7 9 6439 徳山市道穴ぼこ事件 市道 長さ100ocm、深さ30cmの陥没 1名
負傷 有責 3.5割 山口地裁 S45. 3.16

8 9 6419･2 東京浦安線穴ぼこ事件 都道 凹凸が多数存在 1名
死亡 無責 東京高裁 S45. 4 30

9 9 6452 大阪市道穴ぼこ事件 市道 長さ150cm、幅150cm、深さ30cmの陥没 1名
負傷 有費 5割 大阪地裁 S45. 7.18

10 9 6464 大阪国道25号穴ぼこ事
件

直轄
国道 長さ40cm、幅35cm、ミ架さ14cmの陥没 1名

負傷 有貴 5割 大阪地裁 S45.12.22

11 9 6467･23･三 川崎市道穴ぼこ事件 尚-〕道 長さ50cm、幅70cm、深さ7cmの陥没 1名
負傷 有賞 なし 横浜地裁

川崎支部 S46. 4 22

12 9 6467･24 福岡国道200号穴ぼこ
事件

補助
国道 長さ20oocm、幅1oocm、深さ]omの陥没 1名 有責 4割 福岡地裁

飯塚支部 S46. 6.29

13 9 6467･47･一〇 横浜市道穴ぼこ事件 市道 長さ180cm、幅1oocm、深さ5cmの陥没 1名 右貴 5割 横浜地裁 S47.】.20

14 9 6467･49･二二 福井県道穴ぼこ事件 県道 長さ120cm、幅80cm、;架さ120cmの陥没 1名 右貴 3割 福井地裁 S47, 1,26

15 9 6467･50 兵庫県道穴ぼこ事件 県道 長さ200cm、幅150cm、深さ1ocmの陥没 1名 有責 6割 神戸地裁 S47, 2,16

16 9 6475 岐阜国道21号穴ぼこ事
件

直轄
国道 長さ30cm、幅40cm、深さlocmの陥没 1名

負傷 有責 6割 岐阜地裁 S47. 7,17

17 9 6477･4 第二京浜国道段差事件 直轄
国道 18cm、通行帯毎に段差があった 1名

死亡 無責 東京地裁 S47. 7.18

18 9 6477･11 千葉国道6号分離帯転
倒事件

直轄
国道 分離帯の土砂部に乗り入れ 1名

死亡 有寶 7割 千葉地裁 S47. 8. 2

19 9 6479･29 岐阜国道21号穴ぼこ事
件

直轄
国道 長さloocm、深さ40cmの陥没 2名

死亡 無責 名古屋地裁 S48, 1.17

20 9 6479･55 宇治市道穴ぼこ事件 市道 長さ150cm、幅50cm、深さlocmの陥没 1名
死亡 有責 3割 京都地裁 S48. 3.27

21 9 6477･19 昭島市道穴ぼこ事件 市道 長さ125cm、幅11ocm、深さ30cmの陥没 1名
死亡 有責 7割 東京高裁 S48. 6,27

22 13 7329･29･--三三= 埼玉国道16号段差転倒
事件

直轄
国道 6cm、工事中、舗装車線と未舗装車線の間に段差 1名

死亡 有責 7割 東京地裁 S48,11,29

23 9 6479･16 石川県道穴ぼこ事件 県道 長さ130cm、幅60cm、深さ4cmの陥没 1名
死亡 有責 5割 名古屋高裁 S49. 1,16

24 9 6479･80 大阪府道消火栓穴ぼこ
事件 府道 長さ130cm、幅9ocm、"架さ9cmの陥没 1名 有責 5割 まく円寂j也栽 S49. 2,26

25 9 6479･66 福岡県道原付転倒事件 県道 幅85cm、深さ3cmの陥没 1名
負傷 無責 漏をr高裁 S49,11, 7

26 9 6479･98 熊本市道頭付転落事件 市道 長さ40cm、幅40cm、深さ1ocmの陥没 1名
負傷 有責 6割 熊本地裁 S50, L 29

27 9 6479･134 徳島国道192号未舗装
段差事件

直轄
国道 20cm、舗装･未舗装部分の段差 1名

負傷 有貴 6割 大阪地裁 S51. 2.26

28 9 6479･169 岡山山陽町道穴ぼこ事
件 町道 長さ9ocm、幅9ocm、ち架さ15cmの陥没 1名

負傷 有責 4割 岡山地裁 S51. 4.21

29 9 6479･207 埼玉県道穴ぼこ事件 県道 長さ130cm、幅130cm、深さ1ocmの陥没 1名 有責 4割 浦和地裁 S51. 9,24

30 9 6467･34 下関国道191号穴ぼこ
事件

直轄
国道 長さ20cm、幅20cm、;架さ2,4cmの陥没 ]名

負傷 無責 最高裁 S52. 2, 3

31 13 7329･四･四二六 滋賀国道]61号段差積
荷落下事件

直轄
国道 1ocm、工事中の段差により積荷の鋼材が落下し衝突 ]名 無責 福井地裁 S52. 2,18

32 9 6479･271 岡山県道穴ぼこ事件 県道 長さloocm、幅10ocm、深さlo数cmの陥没 1名
負傷 右貴 9割 岡山地裁 S52. 2,23

33 9 6479･283･三 水戸市道段差事件 市道 30cm、舗装･未舗装部分の段差 1名
負傷 右貴 3割 水戸地裁 S52, 4,26

34 9 6479･285 徳島192号道路陥没事
件

補助
国道 長さ230cm、幅130cm、深さ8cmの陥没 1名

死亡 有責 3割 徳島地裁 S52, 6. 9

35 9 6479･293･ニ 川口市道穴ぼこ事件 市道 長さ250cm、幅200cm、マ架さ5cmの陥没 1名
死亡 有貴 7割 浦和地裁

越谷支部 S52. 8.15

36 9 6479･319 静岡県道路面不全事件 県道 長さ30cm、幅30cm、深さ5cmの陥没 1名 有責 9割 静岡地裁
浜松支部 S53, 3,15
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表 1ー 2

香藪 ページ 事件名 道路
種別 状 況 被害 結果 過失

相殺 最終審 年月日

37 9 6479･335 徳島国道32号道路亀裂
事件

直轄
国道 長さ2000cm、幅4,5cm、深さ8cmの陥没 1名

負傷 有責 4割 徳島地裁 S53. 3,16

38 9 6479･379･王立 新潟市道下水道穴ぼこ
事件 市道 長さ390cm、幅120cm、深さ15cmの陥没 1名

負傷 有責 なし 新潟地裁 S53, 6,]5

39 9 6479･379･--′、 八足利市道穴ぼこ事件 市道 凹認め!多数存在 1名 無責 宇都宮地裁
足利支部 S53. 7,18

40 9 6479･112 宮城県道段差積荷落下
事件 県道 5cm、軌条が路面より5cm出ていた 1名 無責 最高裁 S53, 8,29

41 9 6479･406 富山県道穴ぼこ事件 県道 長さ1oocm、幅10ocm、深さ5cmの陥没 1名
負傷 有責 5割 富山地裁 S53, 9.22

42 9 6479･423 静岡県道段差路肩転倒
事件 県j員 30cm、排水管の隆起による横断段差 1名 右責 7害l 静岡地裁

浜松支部 S53,12.27

43 9 6479･307 北海道275号道路陥没
事件

直轄
国道 庄雪部の剥離、20cmの陥没 1名

負傷 無責 札幌高裁 S54. 8.29

44 9 6479･444 大分県道段差原付転倒
事件 県道 2cm、自然沈下による段差 1名

負傷 無責 大分地裁 S55. 3,10

45 9 6479･433･= 京都府道穴ぼこ事件 府道 ところどころに1ocmの陥没 1名 無責 大阪高裁 S55. 7.25

46 9 6479･392 徳島県道穴ぼこ事件 県道 長さ20cm、幅20c切、深さ13cmの陥没 1名
負傷 右貴 2割 高松高裁 S56. 1.28

47 9 6479･543 矢板市道原付穴ぼこ事
件 市道 良さ300cm、幅11ocm、深さ7cmの陥没 1名

負傷 有責 5割 宇都宮地裁
大田原支部 S56.12.26

48 13 7329･29･アベー五 小郡市道工事中自転車
転落事件 市道 良さ65cm、深さ60cm~ 160cmの陥没 1名

負傷 右貴 6割 福岡地裁
久留米支部 S57.10,21

49 13 7329･29･フて四九 京都府道マンホール蓋
突出事件 府道 15cm、仮舗装不十分のためマンホールが突出、車両底部

損傷
車両
損害 有責 6割 京都地裁 S58, 6. 8

50 9 6479･473･--三三 北九州市道自転車転倒
事件 市道 長さ70cm、幅70cm、深さ5cmの陥没 1名

死亡 無責 福岡高裁 S58, 7,18

51 9 6479･593 首都高速5号線穴ぼこ
事件

首都
高速 長さ150cm、幅150cm、深さ3cmの陥没 1名

負傷 有責 1‐5割 東京地裁 S58,10.25

52 13 7329･29‐プて+=4七‐山ロ県道工事埋戻不全
原付転倒事件 県)道 長さ50cm、幅600cm、深さ30cmの陥没 1名

負傷 有責 6割 山口地裁
岩同支部 S59, 3, 1

53 9 6479･605 大阪府道段差自転車転
倒事件 府道 1ocm低い側溝蓋上を走行して転倒 1名 無質 大阪地裁 S59. 7.24

54 12 7279･853 玉野市道自動二輪車用
水路転落事件 市〉道 自動二輪車が工事中の舗装の切れ日で転倒 ]名 無責 広島高裁

岡山支部 S60. 4 25

55 ]2 7279･789 岡山市道溝自転車転倒
事件 市道 幅70cm、深さ9cmの陥没 ]名 無げ{ 広島高裁

岡山支部 S60. 6.11

56 9 6479･614 沖縄国道329号段差事
件直轄

直轄
国道 1ocm、舗装 ･未舗装部分の段差 1名 無責 那覇地裁 S61. 7. 9

57 9 6479･681 阿南市道穴ぼこ単車転
倒事件 市道 長さ162cm、幅45cm、深さ6.5cmの陥没 1名 有費 7.5割 徳島地裁 S62. 7.10

68 9 6479･694 福山市道穴ぼこ事件 市j直 長さloocm、幅50cm、深さ1ocmの陥没 1名 無戦 広島地故
福山支部 S62.10.22

59 9 6479･784 箕面市道穴ぼこ単車転
倒事件 市道 長さ150cm、 @覊10ocm、義采さ20cmのF“ゞ受 物損 無責 大阪地裁 H 2. 5.31

60 10 6579･834 横浜市道穴ぼこ水路転
落事件 市'道 長さ70cm、嘩髯70cm、う架さ20cmの陥ゞ受 1名 無責 横浜地裁 日 2. 8.23

61 9 6479･771 東京国道20号穴ぼこ単
車転倒事件

直轄
国道 長さ1oocm、幅11ocm、深さ1ocmの陥没 ]名 無鰈li 東京高裁 H 2.12.13

62 9 6479･791 大阪市道穴ぼこ単車転
倒事件 市】道 長さ70cm、幅5cm、深さ2.5cmの陥没 1名

負傷 有頁 5割 大阪地裁 1I 2.12.20

63 9 6479･806 鹿児島市道穴ぼこ自転
車転倒事件 市〉道 多少の凸凹 1名

負傷 無費 鹿児島地裁 H 3, 2.21

64 9 6479･721 大分国道210号段差事
件

直轄
国道 7cm、取付道路との間に段差 1名

負傷 無貴 福岡高裁 H 3. 9,26

65 13 7329･29･九七= 高槻市道占用工事不全
原付転倒事件 市道 長さ1200cm、 Q田55cm、i架さ25cmの陥ゞ受 ]名

負傷 有費 なし 大阪地裁 H 3,10,17

66 9 6498 古井町道穴ぼこ原付転
倒事件 町道 長さ185cm、幅70cm、深さ7cmの陥没 1名

負傷 有責 5割 福岡地裁 H 4, 7,22

67 9 6510 名古屋市道穴ぼこ原村
落輪事件 市道 長さ50cm、幅50cm、深さ1ocmの陥没 1名

負傷 右貴 1害-j 名古屋地裁 H 4,12,16

68 13 幽囚‐◇に 大分県道段差原付転倒
事件 県J道 2cm、原付が補修工事後の阿部分で転倒 1名

負傷 有責 4割｣ 大分地裁 H 6.】.14

69 9 6547 北海道道穴ぼこ自転車
転倒事件 〕道〕遺 自転車で走行中、直径約loc成案さ7~ 8cmの穴で転倒 1名

負傷 無責 札幌地裁 H 6. 8.31

70 12 7253･468 札幌市道歩道陥没転落
事件 市〕道 歩行中アスファルトが陥没し下の空洞に転落した 1名

負傷 無責 札幌地裁 H 6. 9. 8

71 9 6590 兵庫国道372号歩行者
段差転倒事件

補助
国道 グレーチング周辺の突起したコンクリート角で転倒 1名

負傷 無責 神戸地裁 II 6.11.30

72 9 6556 長野県道自動二輪車転
倒死亡事件 県道 道路のカーブで陥没部に車輪をとられ、転倒した 1名 無責 長野地裁 H 7. 5. 2

73 10 6711･596 福岡国道201号自動二
輪車衝突事件

直轄
国道 80cm四方の埋め戻し跡が23個並んでいた 車両

損害 無責 福岡地裁
飯塚支部 H 7, 7,19
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表 2

番号 事 件 名 道路種別 l察さ 結 果 過失相殺 割合

44 大分県道段差原付転倒事件 県道 2 0 無責 0

68 大分県道段差原付転倒事件 県道 2 1 有費 4割 60

30 下関国道191号穴ぼこ事件 直轄国道 2 0 無責 0

62 大阪市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 3 1 有責 5割 50

25 福岡県道原付転倒事件 県道 3 0 無責 0

51 首都高速5号線穴ぼこ事件 首都高速 3 1 有責 15割 85

23 石川県道穴ぼこ事件 県道 4 1 有寶 5害lj 50

13 横浜市道穴ぼこ事件 市道 5 1 有貴 5割 50

35 川口市道穴ぼこ事件 市道 5 1 有責 7割 30

36 静岡県道路面不全事件 県道 5 1 有責 9割 1036
40 宮城県道段差積荷落下事件 県道 5 0 無責

H
0

41 富山県道穴ぼこ事件 県道 5 1 有責 5割 50

22 埼玉国道16号段差転倒事件 直轄国道 6 1 有責 7割 30

57 阿南市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 7 1 有責 7.5割 25

11 川崎市道穴ぼこ事件 市道 7 1 有費 なし 100

47 矢板市道原付穴ぼこ事件 市道 7 1 右貴 5割 50

64 大分国道210号段差事件 直轄国道 7 0 無寶 0

66 吉井町道穴ぼこ原付転倒事件 町道 7 1 有責 5割 50

3 愛知県道穴ぼこ事件 県道 8 0 無費 0

34 徳島192号道路陥没事件 補助国道 8 1 右貴 3割 70

37 徳島国道32号道路亀裂事件 直轄国道 8 1 有責 4割 60

69 北海道道穴ぼこ自転車転倒事件 道道 8 0 無責 0

24 大阪府道消火栓穴ぼこ事件 府道 9 1 有責 5割 50

56 岡山市道縦自転車転倒事件 市道 9 0 無責 0

5 福岡国道3号穴ぼこ事件 直轄国道 10 1 有責 2割 80

12 福岡国道200号穴ぼこ事件 補助同道 10 1 有責 4割 60

15 兵庫県道穴ぼこ事件 県道 10 1 有貴 6割 40

16 岐阜国道21号穴ぼこ事件 直轄同道 10 1 右賞 6割 40

20 宇治市道穴ぼこ事件 市道 10 1 有責 3割 70

26 熊本市道原付転落事件 市道 10 1 有責 6割 40

29 埼玉県道穴ぼこ事件 県j宜 10 1 有責 4割 60

31 滋賀国道161号段差積荷落下事件 直轄国道 10 0 無責 0

45 京都府道穴ぼこ事件 府道 10 0 無責 0

53 大阪府道段差自転車転倒事件 府道 10 0 無費 0

56 沖縄国道329号段差事件 直轄国道 10 0 無責 0

58 福山市道穴ぼこ事件 市道 10 0 無責 0

61 東京国道20号穴ぼこ単車転倒事件 直轄国道 10 0 無責 0

67 名古屋市道穴ぼこ原付落輪事件 市道 10 1 有責 1割 90

46 徳島県道穴ぼこ事件 県道 13 1 有賀 2割 80

10 大阪国道25号穴ぼこ事件 直轄国道 14 1 有責 5割 50

2 仙台市道穴ぼこ事件 市道 15 1 有藷 8割 20

4 愛知国道247号穴ぼこ事件 補助国道 15 1 有責 8割 20

28 園==1中院町道穴ぼこ事件 町道 15 1 有責 4割 60

32 岡山県道穴ぼこ事件 県道 15 l 有責 9割 10

38 新潟市道下水道穴ぼこ事件 市道 15 1 有責 なし 100

49 京都府道マンホール蓋突出事件 府道 15 1 右費 6割 40

17 第二京浜国道段差事件 直轄国道 18 0 無責 0

6 福岡国道201号穴ぼこ事件 補助国道 20 1 有貴 5書lj 50

27 徳島国道192号未舗装段差事件 直轄国道 20 1 有貴 6割 4027
43 北海道275号道路陥没事件 直轄国道 20 0 無責

ロ
0

59 箕面市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 20 0 無責 0

60 横浜市道穴ぼこ水路転落事件 市道 20 0 無責 0

65 高槻市道占用工事不全原イ樗瀞陣件 市道 25 1 有責 なし 100

7 徳山市道穴ぼこ事件 市道 30 1 有責 3.5割 65

9 大阪市道穴ぼこ事件 市道 30 1 有責 5割 50

21 昭島市道穴ぼこ事件 市道 30 1 有責 7割 30

33 水戸市道段差事件 市道 30 1 右貴 3割 70

42 静岡県道段差路肩転倒事件 県道 30 1 有責 7割 30

52 呉道工事埋戻不全原付転瀬円玉件 県ぶ萱 30 1 有貴 6割 4052
19 岐阜国道21号穴ぼこ事件 直轄国道 40 0 無責

円
0

1 飯塚市道穴ぼこ事件 市道 45 1 有責 3割 70

50 北九州市道自転車転倒事件 市道 50 0 無責 0

14 福井県道穴ぼこ事件 県道 120 l 有責 3割 70

48 小郡市道工事中自転車転落事件 市道 160 1 右貴 6割 40
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の
事
件
で
す
。
有
責
で
過
失
相
殺
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

り
ま
す
が
、
両
方
と
も
有
責
で
過
失
相
殺
が
行
わ
れ
て
い

二 て

　　
　 　

最勢
後 い

　　

次
に
四
五
皿
の
事
件
は
一
件
あ
り
、
有
責
で
過
失
相
殺

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
五
○
伽
の
事
件
は
一
件
あ
り
ま
す
が
、
鉦
坐
貝
と
さ

次
に
三
○
伽
ー
三
四
伽
ま
で
の
範
囲
は
六
件
で
す
べ
て

有
責
、過
失
相
殺
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。次
に
三
五
伽
-
三

九
伽
ま
で
の
事
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
四
〇
伽
の
事
件
が
一
件
あ
り
ま
す
が
、
無
坐
貝
と
さ

勢次
い に

　　
Cm
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表 3

番号 事 件 名 道路種別 容積(の 被害 結果 過失相殺 割合

69 北海道道穴ぼこ自転車転倒事件 道道 0,8 1名負傷 0 無責 0

62 大阪市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 0.9 1名負傷 1 有責 5割 50

30 下関国道191号穴ぼこ事件 直轄国道 l･0 1名負傷 0 無責 0

36 静岡県道路面不全事件 県道 4 5 1名死亡 1 有責 9割 10

3 愛知県道穴ぼこ事件 県道 4.8 1名死亡 0 無責 0

46 徳島県道穴ぼこ事件 県道 5.2 1名負傷 1 有責 2割 80

25 福岡県道原付転倒事件 県道 7･7 1名負傷 0 無責 0

45 京都府道穴ぼこ事件 府道 9.O 1名死亡 0 無責 0

16 岐阜国道21号穴ぼこ事件 直轄国道 12,0 1名負傷 1 有責 6割 40

26 熊本市道原付転落事件 市道 l6.0 1名負傷 1 有責 6割 40

43 北海道275号道路陥没事件 直轄国道 18.0 1名負傷 0 無責 0

55 岡山市道溝自転車転倒事件 市道 18.9 1名死亡 0 無責 0

10 大阪国道25号穴ぼこ事件 直轄国道 19.6 1名負傷 1 有責 5割 50

L1 川崎市道穴ぼこ事件 市道 24.5 1名負傷 1 右貴 なし loo

67 名古屋市道穴ぼこ原イ寸落輪事件 市道 25.O 1名負傷 1 右貴 1割 90

23 石川県道穴ぼこ事件 県道 3L 2 1名死亡 1 有責 5割 50

57 阿南市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 47.4 1名死亡 1 有責 7.5割 25

5 福岡国道3号穴ぼこ事件 直轄国道 49.O 1名死亡 1 有責 2割 80

41 富山県道穴ぼこ事件 県道 50,O 1名負傷 1 有責 5割 50

58 福山市道穴ぼこ事件 市道 50,O 1名死亡 0 無責 0

51 首都高速5号線穴ぼこ事件 首都高速 67.5 1名負傷 l 有貴 l.5割 85

37 徳島国道32号道路亀裂事件 直轄国道 72.O 1名負傷 1 有責 4割 60

20 宇治市道穴ぼこ事件 市道 75.O 1名死亡 1 有責 3割 70

13 横浜市道穴ぼこ事件 市道 90.O 1名死亡 1 有責 5割 50

66 吉井町道穴ぼこ原付転倒事件 町道 90.7 1名負傷 1 有責 5割 50

60 横浜市道穴ぼこ水路転落事件 市道 98.O 1名死亡 0 無責 0

24 大阪府道消火栓穴ぼこ事件 府道 1053 1名死亡 1 右貴 5割 50

61 東京国道20号穴ぼこ単車転倒事件 直轄国道 110･0 1名死亡 0 無責 0

19 岐阜国道21号穴ぼこ事件 直轄国道 120,O 2名死亡 0 無責 0

28 岡山山陽町道穴ぼこ事件 町道 121.5 1名負傷 l 有責 4割 60

6 福岡国道201号穴ぼこ事件 補助国道 128.O 1名負傷 1 有責 5割 50

2 仙台市道穴ぼこ事件 市道 l50.O 1名死亡 1 有責 8割 20

32 岡山県道穴ぼこ事件 県道 150.O 1名負傷 1 有責 9割 10

29 埼玉県道穴ぼこ事件 県道 169.0 1名死亡 l 有責 4割 60

47 矢板市道原付穴ぼこ事件 市道 231.O 1名負傷 1 有貴 5割 50

34 徳島192号道路陥没事件 補助国道 2392 1名死亡 1 有責 3割 70

50 北九州市道自転車転倒事件 市道 245,O 1名死亡 0 無責 0

35 川ロ市道穴ぼこ事件 市道 25○O 1名死亡 1 有責 7割 30

7 徳山市道穴ぼこ事件 市道 300.O 1名負傷 1 有責 3.5割 65

15 兵庫県道穴ぼこ事件 県道 300.O 1名死亡 1 有責 6割 40

59 箕面市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 300.O 物損 0 無責 0

1 飯塚市道穴ぼこ事件 市道 315.O 1名死亡 1 有責 3割 70

21 昭島市道穴ぼこ事件 市道 412.5 1名死亡 1 有責 7割 30

9 大阪市道穴ぼこ事件 市道 675.O 1名負傷 1 有責 5割 50

48 小郡市道工事中自転車転落事件 市道 676.O 1名負傷 1 有責 6割 40

38 新潟市道下水道穴ぼこ事件 市道 702.O l名負傷 1 有責 なし loo

52 山ロ県道工事埋戻不全原付転倒事件 県道 900.O 1名負傷 1 有責 6割 40

14 福井県道穴ぼこ事件 県道 1,152.O 1名死亡 1 有責 3割 70

4 愛知国道247号穴ぼこ事件 補助国道 1,20Q O 1名負傷 1 有責 8割 20

65 高槻市道占用工事不全原付転倒事件 市道 1,65○O 1名負傷 1 有貴 なし 100

12 福岡国道200号穴ぼこ事件 補助国道 2,000.O 1名死亡 1 有責 4割 60

ま
す

次
に
穴
ぼ
こ
の
深
さ
と
大
き
さ
を
掛
け
合
わ
せ
て
穴
の

以
上
の
よ
う
な
結
果
か
ら
み
て
み
ま
す
と
、単
に
深
さ
･

容
積
で
順
序
を
並
べ
替
え
て
み
る
と
表
3
の
よ
う
に
な
り

段
差
の
数
値
だ
け
で
有
責
･
鉦
堂
貝
の
判
別
が
行
え
な
い
で

ま
す
。

あ
ろ
う
こ
と
は
あ
る
程
度
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は

こ
れ
で
見
て
み
て
も
容
積
が
大
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
有

り
そ
の
予
想
通
り
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
余
談
で
す
が
、

責
の
傾
向
及
び
道
路
管
理
者
の
責
任
認
定
の
割
合
の
増
加

ち
ょ
う
ど
一
〇
皿
の
案
件
の
有
責
･
無
責
が
ほ
ぼ
半
分
の

の
傾
向
は
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
表
2
よ
り
若
干

割
合
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
と
思′

の
傾
向
は
示
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

い
ま
す
。

次
に
被
害
者
の
被
害
状
況
の
差
異
に
よ
る
判
断
の
違
い

次
に
穴
ぼ
こ
の
深
さ
と
大
き
さ
を
掛
け
合
わ
せ
て
穴
の

容
積
で
順
序
を
並
べ
替
え
て
み
る
と
表
3
の
よ
う
に
な
り

表
4
は
被
害
状
況
を
点
数
化
し
て
あ
り
ま
す
。
少
々
不

謹
慎
で
す
が
、
一
人
負
傷
の
場
合
は
一
点
一
人
死
亡
の
場

合
は
二
点
、
一
人
死
亡
2
人
負
傷
の
場
合
は
四
点
と
い
う

よ
う
に
計
算
し
て
、
穴
の
深
さ

(段
差
)
の
順
に
ソ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ソ
ー
ト
の
第
二
順
位
を
被
害
重

が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ

合 謳 う が
は 慎 表 o あ
二 てゞ 4 る
点 す ほ か
、 が ど

港を
し い

　　

隧
て
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表 4

番号 事 件 名 道路陸別 ミ架さ 被害 重度 結果 過失相殺 割合
44 大分県道段差原付転倒事件 県道 2 1名負傷 1 無責 0
68 大分県道段差原付転倒事件 県道 2 1名負傷 1 有責 4割 60
30 下開国道191号穴ぼこ事件 直轄国道 2 1名負傷 1 無責 {)
62 大阪市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 3 1名負傷 1 有ゞ [ 5割 50
25 福岡県道原付転倒事件 県道 3 ]名負傷 1 無責 0
51 首都高速5号線穴ぼこ事件 首都高速 3 1名負傷 1 有賀 1‐5割 85
23 石川県道穴ぼこ事件 県道 4 1名死亡 2 有責 5割 50
13 横浜市道穴ぼこ事件 市道 5 1名死亡 2 有責 5割 50
35 川口市道穴ぼこ事件 市道 5 1名タヒ亡 2 有貴 7割 30
36 静岡県道路面不全事件 県道 5 ]名死亡 2 有賢 9割 10
40 宮城県道段差積荷ゞ #糟事件 県り萓 5 1名死亡 2 無責 0
41 富山県道穴ぼこ事件 県道 5 ]名負傷 1 有責 5割 50
22 埼玉国道16号段差転倒事件 直轄国道 6 1名死亡 2 有責 7割 30
57 阿南市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 7 1名死亡 2 有貴 75割 25
n 川崎市道穴ぼこ事件 市道 7 1名負傷 1 有責 なし 100
47 矢板市道原付穴ぼこ事件 市道 7 1名負傷 1 有責 5割 50
64 大分国道210号段差事件 直轄国道 7 1名負傷 1 無責 0
66 吉井町道穴ぼこ原付転倒事件 田月萓 7 1名負傷 1 有責 5割 50
3 愛知県道穴ぼこ事件 県道 8 1名死亡 2 無責 0
34 徳島192号道路陥没事件 補助国道 8 1名タヒ亡 2 有實 3割 70
37 徳島国道32号道路亀裂事件 直轄同道 8 1名負傷 1 有責 4割 60
69 北海道道穴ぼこ白転市転倒事件 道道 8 1省負傷 1 無責 0
24 大阪府道消火栓穴ぼこ事件 府道 9 1名死亡 2 有責 5割 50
55 岡山市道液自転車転倒事件 市〉遺 9 1名死亡 2 無責 0
5 福岡国道3号穴ぼこ事件 直轄同道 10 1名死亡 2 有貴 2割 80
]2 福岡国道200号穴ぼこ事件 補助国道 10 1名死亡 2 有貴 4割 60
15 兵庫県道穴ぼこ事件 県道 10 1名死亡 2 有責 6割 40
20 宇治市道穴ぼこ事件 市〕道 10 1名死亡 2 有責 3割 70
29 埼市県道穴ぼこ事件 県道 10 1名死亡 2 有貴 4割 60
31 滋賀国道161号段差積荷落下事件 直轄国道 10 1名死亡 2 無至･t 0
45 京都府道穴ぼこ事件 府道 10 1名死亡 2 無責 0
53 大阪府道段差自転車転倒事件 府道 lo 1名死亡 2 無責 0
56 沖縄同道329号段差事件 直轄国道 10 1名タヒ亡 2 無責 0
58 福山市道穴ぼこ事件 市道 10 1名死亡 2 無責 0
61 東京国道20号穴ぼこ単車転倒事件 直轄国道 10 1名死亡 2 無責 0
26 熊本市道原付転落事件 市道 10 1名負傷 1 有賀 6割 40
16 岐阜国道21号穴ぼこ事件 直轄国道 10 1省負傷 1 右責 6割 40
67 名古屋市道穴ぼこ原付落輪事件 市道 10 1名負傷 1 有責 1割 90
46 徳島県道穴ぼこ事件 県道 13 1名負傷 1 有責 2害lj 80
10 大阪国道25号穴ぼこ事件 直轄国道 14 1名負傷 1 有責 5割 50
2 仙台市道穴ぼこ事件 市道 15 1名死亡 2 有賀 8割 20
4 愛知国道247号穴ぼこ事件 補助国道 15 1名負傷 1 有責 8割 20
28 岡山山陽町道穴ぼこ事件 町道 15 1名負傷 1 有責 4割 60
32 岡山県道穴ぼこ事件 県道 15 1名負傷 1 有責 9割 10
38 新潟市道下水道穴ぼこ事件 市道 15 1名負傷 1 有責 なし 100
49 京都府道マンホール蓋突出事件 府道 15 車両損害 0 有責 6割 40
17 第二京浜国道段差事件 直轄国道 18 1名死亡 2 無賃 0
60 横浜市道穴ぼこ水路転落事件 市道 20 1名死亡 2 無責 0
6 福岡同道201号穴ぼこ事件 補助国道 20 1名負傷 1 有責 5割 50
27 徳島国道192号未舗装段差事件 直轄国道 20 1名負傷 1 有賞 6割 40
43 北海道275号道路陥没事件 直轄国道 20 1名負傷 1 無責 0
65 高槻市道占用工事不全原付転倒事件 市道 25 1名負傷 1 有費 なし 100
59 箕面市道穴ぼこ単車転倒事件 市)道 20 物損 0 無責 0
42 篇中-□"肖瀉姜訳を ,÷“÷;≠伜 県道 30 1名死亡 2 有責 7割 30
21 昭島市道穴ぼこ事件 市道 30 1名死亡 2 右貴 7割 30
7 徳山市道穴ぼこ事件 市道 30 1名負傷 l 有貰 3.5割 65
9 大阪市道穴ぼこ事件 市道 30 1名負傷 L 有貴 5割 50
33 水戸市道段差事件 市J道 30 1名負傷 l 有責 3割 70
52 山口県道工事理戻不全原付転倒事件 県道 30 1名負傷 1 有費 6割 40
19 岐阜国道21号穴ぼこ事件 直轄国道 40 2名死亡 4 無責 0
1 飯塚市道穴ぼこ事件 市道 45 1名死亡 2 有責 3割 70
50 北九州市道自転車転倒事件 市道 50 1名死亡 2 無玉箋t 0
L4 福井県道穴ぼこ事件 県道 120 1名死亡 2 有責 3割 70
48 小郡市道工事中自転車転落事件 市道 160 1名負傷 1 有責 6割 40

次
に
表
5
は
同
じ
よ
う
に
穴
に
容
積
で
順
序
を
並
べ
替

え
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
見
る
と
、
確
定
的
と
ま
で
は
い
え

ま
せ
ん
が
、
客
観
的
な
瑕
疵

(穴
の
深
さ
等
)
が
同
じ
程

度
で
も
被
害
状
況
が
重
大
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
有
責
と
さ

れ
る
傾
向
が
わ
ず
か
な
が
ら
感
じ
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
理
由
は
、
何
度
も
言

っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
裁

判
所
は
あ
く
ま
で
紛
争
の
処
理
機
関
で
あ
り
、
道
路
管
理

瑕
疵
の
客
観
的
な
基
準
を
示
す
義
務
は
負
っ
て
い
な
い
た

め
、
よ
く
使
わ
れ
る
言
い
回
し
で
あ
る

｢そ
の
他
一
切
の

事
情
を
総
合
考
慮
す
る
と
｣
の
中
の
判
断
基
準
の
一
つ
と

し
て
被
害
状
況
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
た
め

で
あ
り
、

一
つ
一
つ
の
事
件
を
処
理
す
る
立
場
の
裁
判
所

と
し
て
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
こ
の
こ
と
は
行
政
側
で
あ
る
道
路
管
理
者
に
お

い
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
?

50 北九州市道自転車転倒事件 市道 50 1名死亡 2 無責 0
14 福井県道穴ぼこ事件 県道 120 1名死亡 2 有責 3割 70
48 小郡市道工事中自転車転落事件 市道 160 1名負傷 1 有責 6割 40

道
路
管
理
者
と
し
て
、
被
害
状
況
を
全
く
払
拭
し
て
穴

の
深
さ
や
容
積
に
よ
っ
て
の
み
有
責
無
責
の
判
断
の
分
岐

点
を
作
成
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
考
え
て
い
る
結
論
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
裁
判
所

が
穴
ぼ
こ
や
段
差
の
大
き
さ
の
客
観
的
な
状
況
と
被
害
者

の
過
失
の
状
況
を
総
合
判
断
し
て
判
断
し
て
い
る
以
上
｢道

路
管
理
者
自
身
で
同
伽
以
上
な
ら
瑕
疵
に
な
る
｣
と
い
う

よ
う
な
基
準
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
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表 5

番号 事 件 名 道路種別 容積(の 被害 重度 結果 過失相殺 割合

69 北海道道穴ぼこ自転車転倒事件 道道 0.8 l名負傷 1 無責 0

62 大阪市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 0.9 1名負傷 1 有責 5割 50

30 下関国道191号穴ぼこ事件 直轄国道 1･0 l名負傷 1 無責 0

36 静岡県道路面不全事件 県道 4.5 1名死亡 2 右貴 9割 10

3 愛知県道穴ぼこ事件 県道 4.8 1名死亡 2 無責 0

46 徳島県道穴ぼこ事件 県道 5.2 1名負傷 1 有貴 2割 80

25 福岡県道原付転倒事件 県道 7･7 1名負傷 l 無責 0

45 京都府道穴ぼこ事件 府道 9.O 1名死亡 2 無責 0

16 岐阜国道21号穴ぼこ事件 直轄国道 12.O 1名負傷 1 有責 6割 40

26 熊本市道原付転落事件 市道 16.O 1名負傷 1 有責 6割 40

43 北海道275号道路陥没事件 直轄国道 18.O 1名負傷 l 無責 0

55 岡山市道渚自転車転倒事件 市道 18.9 1名死亡 2 無責 0

10 大阪国道25号穴ぼこ事件 直轄国道 19.6 1名負傷 1 有責 5割 50

11 川崎市道穴ぼこ事件 市道 24.5 1名負傷 l 右貴 なし 100

67 名古屋市道穴ぼこ原付落輪事件 市道 25.O 1名負傷 1 有貴 1割 90

23 石川県道穴ぼこ事件 県道 31.2 1名死亡 2 有責 5割 50

57 阿南市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 47.4 1名死亡 2 有責 7‐5割 25

5 福岡国道3号穴ぼこ事件 直轄国道 49.O 1名死亡 2 有責 2割 80

41 富山県道穴ぼこ事件 県道 50,O 1名負傷 1 有責 5割 50

58 福山市道穴ぼこ事件 市道 50,O 1名死亡 2 無責 0

51 首都高速5号線穴ぼこ事件 首都高速 675 1名負傷 1 有責 1.5割 85

37 徳島国道32号道路亀裂事件 直轄国道 72.O 1名負傷 1 有責 4割 60

20 宇治市道穴ぼこ事件 市道 75.0 1名死亡 2 有貴 3割 70

13 横浜市道穴ぼこ事件 市道 90.0 1名死亡 2 有責 5割 50

66 吉井町道穴ぼこ原付転倒事件 町道 90.7 1名負傷 1 有責 5割 50

60 横浜市道穴ぼこ水路転落事件 市道 98.0 1名死亡 2 無責 0

24 大阪府道消火栓穴ぼこ事件 府道 105.3 1名死亡 2 有責 5割 50

61 東京国道20号穴ぼこ単車転倒事件 直轄国道 110･0 1名死亡 2 無責 0

19 岐阜国道21号穴ぼこ事件 直轄国道 120,O 2名死亡 4 無責 0

28 岡山lllp易町道穴ぼこ事件 町道 121.5 1名負傷 1 有責 4割 60

6 福岡国道201号穴ぼこ事件 補助国道 128.O 1名負傷 l 有貴 5割 50

2 仙台市道穴ぼこ事件 市道 150,O 1名死亡 2 有責 8割 20

32 岡山県道穴ぼこ事件 県道 150,O 1名負傷 1 有責 9割 10

29 埼玉県道穴ぼこ事件 県道 169.O 1名死亡 2 右貴 4割 60

47 矢板市道原付穴ぼこ事件 市道 23L O 1名負傷 l 右貴 5割 50

34 徳島L92号道路陥没事件 補助国道 239.2 1名死亡 2 有責 3割 70

50 北九州市道自転車転倒事件 市道 245.O 1名死亡 2 無責 0

35 !lln市道穴ぼこ事件 市道 250.O 1名死亡 2 有貴 7割 30

7 徳山市道穴ぼこ事件 市道 300.O 1名負傷 1 有責 3.5割 65

15 兵庫県道穴ぼこ事件 県道 300.O 1名死亡 2 有責 6割 40

59 箕而市道穴ぼこ単車転倒事件 市道 30Q O 物損 0 無責 0

1 飯塚市道穴ぼこ事件 市道 315.O 1名死亡 2 有責 3割 70

21 昭島市道穴ぼこ事件 市道 412.5 1名死亡 2 有責 7割 30

9 大阪市道穴ぼこ事件 市道 675.O 1名負傷 1 右貴 5割 50

48 小郡市道工事中自転車転落事件 市道 676.O 1名負傷 1 有貴 6割 40

38 新潟市道下水道穴ぼこ事件 市道 702,O 1名負傷 1 有責 なし 100

52 -Iln県道工事埋戻不全原イ.r転倒事件 県道 9OQ O 1名負傷 1 有貴 6割j 40

14 福井県道穴ぼこ事件 県道 L l52.O 1名死亡 2 有責 3割 70

4 愛知国道247号穴ぼこ事件 補助国道 1,200,O 1名負傷 1 有責 8割 20

65 高槻市道占用工事不全)刺す転倒事件 市道 1,650.O 1名負傷 1 有責 なし 100

12 福岡国道200号穴ぼこ事件 補助国道 2,000.O 1名死亡 2 有責 4割 60

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
被
害
状
況
が
あ
ま
り
に
も
甚
大
で

あ
る
場
合
や
本
人
の
過
失
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
場
合

に
お
い
て
行
政
側
に
よ
る
瑕
疵
認
定
を
客
観
的
な
も
の
だ

け
に
限
定
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
｢被
害
者
の
早
期
救
済
｣と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
裁
判
所
だ
け
で
な
く
道
路
管
理
者
も
考
え
る
べ
き

問
題
で
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
判
例
が
積
み
上
げ
ら

が
ら
、
一
番
に
被
害
者
の
過
失
割
合
、
そ
の
次
に
穴
の
大

き
さ
、
穴
の
存
し
た
時
間
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
状
況
、
被
害

者
の
被
害
状
況
な
ど
を
裁
判
官
が
全
体
を
天
秤
に
か
け
て

判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
｣
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、｢裁
判
所
の
判
断
に
影
響
さ

れ
ず
に
道
路
管
理
者
側
の
基
準
を
設
け
て
、
そ
れ
に
触
れ

れ
ば
賠
償
を
行
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
｣
、
と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、
私
は
賛
同
し
え

ま
っ
た
く
当
た
り
前
の
話
で
拍
子
抜
け
し
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
や
は
り
道
路
管
理
瑕
疵
の
責
任
を
考
え
る
に

当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
事
件
も
こ
の
原
則
に
し
た
が
っ
て

判
断
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

よ
く
、
研
修
会
な
ど
で
質
問
を
受
け
る
の
が
｢穴
ぼ
こ
･

段
差
が
何
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
れ
ば
瑕
疵
に
な
る
の
で

す
か
?
｣

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
問
い
に
対
し

て
は
私
は
い
つ
も

｢穴
の
大
き
さ

･
深
さ
も
さ
る
こ
と
な
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表 6

番号 事 件 名 ;架さ 容積(@) 被害重度 過失割合 指数 結果
44 大分県道段差原付転倒事件 2 0･0 1 0･00 200 無責
68 大分県道段差原付転倒事件 2 0･0 1 0.40 240 有責
30 下関国道191号穴ぼこ事件 2 1･0 1 0･00 336 無責
62 大阪市道穴ぼこ単車転倒事件 3 0,9 1 0.50 388 有責
40 宮城県道段差積荷落下事件 5 0･0 2 0･00 500 無責
64 大分国道210号段差事件 7 0･0 1 0･00 700 無責
22 埼玉国道16号段差転倒事件 6 0･0 2 0･70 740 右貴
69 北海道道穴ぼこ自転車転倒事件 8 0.8 1 0･00 880 無責
31 滋賀国道161号段差積荷落下事件 10 0･0 2 0･00 1000 無責
53 大阪府道段差自転車転倒事件 10 0･0 2 0･00 1000 無責
56 沖縄国道329号段差事件 10 0･0 2 0･00 1000 無食
25 福岡県道原付転倒事件 3 7･7 1 0･00 1065 無責
36 静岡県道路面不全事件 5 4.5 2 0.90 1130 有渋
3 愛知県道穴ぼこ事件 8 4.8 2 0･00 1280 無責
49 京都府道マンホール蓋突出事件 15 0･0 0 0.60 1500 有賀
17 第二京浜国道段差事件 18 0･0 2 0･00 1800 無責
46 徳島県道穴ぼこ事件 13 5,2 1 0.20 1840 有責
45 京都府道穴ぼこ事件 10 9.O 2 0･00 1900 無寶
27 徳島国道192号未舗装段差事件 20 0･0 1 0.60 2060 有責
16 岐阜国道21号穴ぼこ事件 10 12,O ] 0.60 2260 有貴
26 熊本市道原付転落事件 10 16.O 1 0,60 2660 右賞
55 岡山市道簿自転車転倒事件 9 18,9 2 0･00 2790 無責
33 水戸市道段差事件 30 0･0 1 0,30 3030 右賞

42 静岡県道段差路肩転倒事件 30 0･0 2 0･70 3140 有責
11 川崎市道穴ぼこ事件 7 24.5 l 1･00 3250 有費
lo 大阪国道25号穴ぼこ事件 14 19,6 1 0,50 3410 有貴
67 名古屋市道穴ぼこ隙付洛輪事件 10 25.O l 0･10 3510 有責
23 石川県道穴ぼこ事件 4 31.2 2 0,50 3620 右貴
43 北海道275号道路陥没事件 20 18.O 1 0･00 3800 無責
57 阿南市道穴ぼこ単車転倒事件 7 47.4 2 0,75 5539 有責
41 富山県道穴ぼこ事件 5 50.O 1 0.50 5550 有責
5 福間国道3号穴ぼこ事件 10 49.O 2 0,20 5940 右貴
58 福山市道穴ぼこ事件 10 50,O 2 0･00 6000 無責
51 首都高速5号線穴ぼこ事件 3 67,5 1 0.15 7065 有責
37 徳島国道32号道路亀裂事件 8 72.O 1 0,40 8040 右貴
20 宇治市道穴ぼこ事件 10 76,O 2 0.30 8560 有責
13 横浜市道穴ぼこ事件 5 90.O 2 0.50 9600 有責
66 吉井町道穴ぼこ原付転倒事件 7 90.7 1 0.50 9815 有責
24 大阪府道消火栓穴ぼこ事件 9 105,3 2 0.50 11530 右貴
60 横浜市道穴ぼこ水路転落事件 20 98.O 2 0･00 11800 無責
6l 東京国道20号穴ぼこ単車転倒事件 10 110･0 2 0･00 12000 無責
28 岡山山陽田｢道穴ぼこ事件 15 121.5 1 0.40 13690 有賀
6 福岡国道201号穴ぼこ事件 20 128.O 1 0.50 14850 有貴
19 岐阜国道21号穴ぼこ事件 40 120,O 2 0･00 16000 無責
32 隅賞牌県道穴ぼこ事件 15 150.O 1 0.90 16590 有責

2 仙台市道穴ぼこ事件 15 150.O 2 0.80 16660 有責
29 埼玉県道穴ぼこ事件 10 169.O 2 0.40 17980 有費
47 矢板市道原付穴ぼこ事件 7 231.O 1 0.50 23850 有責
34 徳島192号道路陥没事件 8 239.2 2 0.30 24780 有貴
35 川口市道穴ぼこ事件 5 250.O 2 0･70 25640 右責
50 北九州市道自転車転倒事件 50 245.O 2 0･00 29500 無責
15 兵庫県道穴ぼこ事件 10 300,O 2 0.60 31120 有賀

59 箕面市道穴ぼこ単車転倒事件 20 300,O 0 0･00 32000 無責
7 徳山市道穴ぼこ事件 30 300,0 1 0.35 33035 有責
1 飯塚市道穴ぼこ事件 45 315.O 2 0,30 36060 右貴

21 昭島市道穴ぼこ事件 30 412.5 2 0･70 44390 有貴
9 大阪市道穴ぼこ事件 30 675.O 1 0,50 70550 右貴
38 新潟市道下水道穴ぼこ事件 15 702.O 1 1･00 71800 有貴
48 小郡市道工事中自転車転落事件 160 676.O 1 0.60 83660 有責
52 山口県道工事埋戻不全原付転倒事件 30 9OQ O ] 0.60 93060 有責
4 愛知国道247号穴ぼこ事件 l5 1,200.O 1 0.80 121580 右責
14 福井県道穴ぼこ事件 120 1,152,O 2 0.30 127260 有貴
65 高槻市道占用工事不全原付転倒事件 25 1,650.O 1 1･00 167600 右責
12 福岡国道200号穴ぼこ事件 lo 2-000.O 2 0,40 201080 有責

れ
て
き
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
瑕
疵
の
判
断
の
解
決
を

訴
訟
の
場
に
委
ね
る
ば
か
り
、
と
い
う
こ
と
は
行
政
と
し

て
望
ま
し
い
姿
と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

穴
ぼ
こ
の
事
件
の
話
か
ら
は
離
れ
ま
す
が
、
こ
の
連
載

で
検
討
し
て
い
る
判
例
の
、
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
年
月

日
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
実
は
、
裁
判

例
は
か
な
り
以
前
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、
道
路
管
理
水
準
が
上

が
っ
て
き
た
こ
と
と
示
談
処
理
件
数
が
増
え
て
き
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
後
者
の
示
談
件
数

が
増
え
て
い
る
こ
と
は
何
も
悪
い
こ
と
で
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
。
示
談
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
言

い
替
え
れ
ば
示
談
を
す
る

｢も
の
さ
し
｣
で
あ
る
判
例
が

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
解
決
が
容
易
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

話
が
少
し
横
道
に
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
結
論
と

し
て
言
い
た
い
こ
と
は
、
｢行
政
と
し
て
道
路
管
理
瑕
疵
の

判
断
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、
物
理
的
･
客
観
的

な
基
準
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
裁
判
所
が
行
っ
て
い
る
判

断
と
同
じ
よ
う
に
総
合
的
に
勘
案
し
た
瑕
疵
の
認
定
を
行

う
べ
き
で
あ
る
｣
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
次
の
統
計
的
処
理
の
試
み
と
し
て
、
か
な
り

無
理
の
あ
る
設
定
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
総
合
的

に
数
値
化
し
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
素
と
し
て
は
、
穴
の
深
さ
･穴
の
容
積
･被
害
状
況
･

過
失
相
殺
割
合

(無
責
の
場
合
は
一
〇
0
)
に
つ
い
て
、

深
さ
、
容
積
、
被
害
状
況
の
い
ず
れ
も
○
で
な
い
も
の
に
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つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

一
○
○
を
乗
じ
て

(被
害
状
況
に
つ
い

以
上
が
統
計
的
処
理
を
試
み
た
結
果
で
す
が
、
先
ほ
ど

て
は
過
失
相
殺
割
合
を
乗
じ
た
上
で
)
総
和
し
て
見
て
み

結
論
と
し
て
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
一
番
統
計
的
な
処
理

ま
す
と
表
6
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
穴
ぼ
こ
･
段
差
の
事

こ
の
結
果
を
見
て
み
ま
す
と
、当
然
な
が
ら
数
値
の
高
い

件
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、

件
が
有
責
と
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。時
々
無

道
路
管
理
者
と
し
て
示
談
を
行
う
際
に
は
、
穴
の
深
さ
や

責
と
さ
れ
て
い
る
事
件
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
被
害
者

大
き
さ
だ
け
で
は
な
く
、
被
害
者
の
過
失
そ
の
他
の
要
因

の
過
失
割
合
が
相
当
に
高
い
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

を
総
合
的
に
判
断
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
過
失
相
殺
割
合
に
つ
い
て
は
、
有
責
と
な
っ
た

次
の
草
で
は
、
個
別
の
事
件
の
紹
介
を
行
い
ま
す
が
、
量

場
合
の
み
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
無
責
に
つ
い
て
の
事

が
多
い
の
で
、
過
失
相
殺
の
な
い
事
案
に
つ
い
て
重
点
的

牛
“
ど
れ
く
ら
い
過
失
割
合
が
あ
る
の
か
定
か
で
は
あ
り

に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
結
果
を
見
て
み
ま
す
と
、当
然
な
が
ら
数
値
の
高
い

事
件
が
有
責
と
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。時
々
無

責
と
さ
れ
て
い
る
事
件
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
被
害
者

の
過
失
割
合
が
相
当
に
高
い
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
過
失
相
殺
割
合
に
つ
い
て
は
、
有
責
と
な
っ
た

場
合
の
み
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
無
責
に
つ
い
て
の
事

件
で
ど
れ
く
ら
い
過
失
割
合
が
あ
る
の
か
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

三

個
別
事
件
の
紹
介

そ
れ
で
は
、
個
別
の
事
件
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
穴
ぼ
こ
･
段
差
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ

の
事
故
の
態
様
に
あ
ま
り
差
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ

る
程
度
ま
と
め
て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

分
類
の
方
法
と
し
て
は

①
穴
ぼ
こ
と
段
差

②
被
害
者
の
道
路
利
用
方
法

(自
動
車
、
自
動
二
輪
車
、

原
付
、
自
転
車
、
歩
行
者
)

③
単
独
の
転
倒
か
他
車
と
の
衝
突
か
に
よ
っ
て
分
け
る

萬
割
割
割

し
割
割

割
割
割
割
割
割
し
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割

割
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に
翻
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朝
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穫
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教
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料
涓
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幻
増
渕
硴
記
国
斗
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樋
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頸
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吹
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鬘
齪
澁
き
鞠
ご
知
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知
コ
コ
コ
コ
ぼ
コ
轤
嚇

ば
ぼ
ぼ
尉
耕
ぽ
ほ
ぼ
影
隨
ば
ぽ
愕
鴎
ば
畑
ぽ
繃
為
ぽ
徽
ぽ
号
ぽ
号
ぽ
ぽ
動
ぽ
穴
ぽ
付
付

知
内
内
餐
我
内
内
内
冴
潴
内
内
幻
幼
穴
消
穴
靴
下
穴
5
穴
即
穴
3
穴
穴
目
穴
線
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原
原
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道
道
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道
道
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京
阪
園
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利
野
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京
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岡
本
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大
岐
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福
岐
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福
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福
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首
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福
崎
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長
仙
束
昭
福
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独
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穴
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穴
穴
穴
穴
穴
{

醜

道
道
道
道
道
道
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道
助
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3
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車
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叢
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者
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難

云
転
転
転
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浜
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(単
独
、
複
合
)

で
分
類
し
て
ま
と
め
て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

分
類
し
た
結
果
は
表
7
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

表
を
一
目
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
自
動
二
輪
と

原
付
の
事
件
が
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

穴
ぼ
こ
や
段
差
の
影
響
を
も
っ
と
も
受
け
や
す
い
対
象
で

あ
る
が
た
め
と
自
転
車
や
歩
行
者
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

被
害
が
こ
の
両
者
で
は
重
大
に
な
る
た
め
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
の
分
類
ご
と
に
裁
判
所
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
か
、
判
決
要
旨
の
抜
粋
だ
け

を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

①
穴
ぼ
こ
･
自
動
車
･
単
独
事
故
の
場
合

大
阪
市
道
穴
ぼ
こ
事
件

道
路
工
事
施
行
者
は
、
道
路
面
を
掘
削
し
た
な
ら

ば
速
や
か
に
完
全
な
復
旧
を
し
、
仮
に
も
道
路
交
通

上
の
危
険
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
べ

き
注
意
義
務
が
あ
る
が
、
か
か
る
復
旧
工
事
が
完
全

に
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
本
復
旧
す
る
ま
で
の

間
同
所
を
通
行
す
る
車
、
人
に
対
し
、
道
路
の
危
険

を
標
示
し
、
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
防
柵
又
は
注

意
標
識
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
。

岐
阜
国
道
二
一
号
穴
ぼ
こ
事
件

本
件
凹
み
程
度
の
欠
陥
で
あ
っ
て
も
、
道
路
中
央

部
分
に
存
し
、
一
般
国
道
で
極
め
て
交
通
量
の
多
い

完
全
舗
装
道
路
に
あ
っ
て
は
、
既
に
危
険
を
生
ぜ
し

め
る
状
態
に
達
し
て
い
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

宮
城
県
道
段
差
積
荷
落
下
事
件

事
故
車
の
車
高
か
ら
み
て
そ
の
車
体
が
軌
条
に
衝

突
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
事
故
当
時
の
路

面
の
状
態
並
び
に
急
停
止
す
る
ま
で
の
被
害
車
の
走

行
状
況
、
急
停
止
し
た
地
点
及
び
そ
の
態
様
な
ど
を

併
せ
考
え
る
と
、
事
故
は
走
行
中
の
振
動
で
車
両
の

走
行
機
能
が
失
わ
れ
た
た
め
発
生
し
た
と
推
認
す
る

余
地
も
な
い
で
は
な
く
、
ほ
か
に
本
件
事
故
の
原
因

を
明
ら
か
に
す
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
か
ら
被
告

ら
に
損
害
賠
償
の
責
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
穴
ぼ
こ
･
自
動
車
･
複
合
事
故
の
場
合

福
井
県
道
穴
ぼ
こ
事
件

被
告
県
の
土
木
出
張
所
は
、
本
件
工
事
が
二
日
に

わ
た
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
一
度
も
工
事
現
場
に

出
向
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
道
路
管
理
者
と
し
て
為
す

べ
き
指
示
監
督
を
全
く
し
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
本
件
穴
の
欠
損
箇
所
に
赤
色
ラ
ン
プ
等
の
有
効

な
危
険
防
止
施
設
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
本

件
事
故
が
発
生
し
た
と
認
め
ら
れ
る
以
上
、
被
告
県

の
管
理
上
の
瑕
疵
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
%

岐
阜
国
道
三
一
号
穴
ぼ
こ
車
両
衝
突
事
件

凹
地
部
分
を
残
し
た
ま
ま
供
用
が
開
始
さ
れ
た
と

し
て
も
、
な
お
一
車
線
分
の
余
裕
が
あ
り
、
交
通
量

そ

が
少
な
く
地
元
住
民
が
利
用
す
る
に
過
ぎ
な
い
程
度

露

の
も
の
で
あ
る
か
ら
交
通
の
誘
導
及
び
危
険
防
止
の

9セ

方
法
さ
え
適
切
で
あ
れ
ば
、
道
路
と
し
て
通
常
備
う

行

べ
き
安
全
性
は
確
保
さ
れ
得
た
も
の
で
、
供
用
開
始

道

に
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

北
海
道
国
道
二
七
五
号
道
路
陥
没
衝
突
事
件

本
件
陥
没
部
分
は
極
め
て
短
時
間
の
う
ち
に
な
ん

ら
か
の
外
力
に
よ
り
路
面
の
圧
雪
が
は
く
離
し
て
道

路
面
上
部
が
ほ
と
ん
ど
露
呈
す
る
に
近
い
状
態
に
至

っ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
、
陥
没
の
発
生
か
ら
事
故
発

生
に
至
る
時
間
的
間
隔
が
極
め
て
わ
ず
か
し
か
な
か

っ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
陥
没
部
分
の
放
置
を
以
っ
て

管
理
に
瑕
疵
が
存
し
た
も
の
と
は
な
し
得
な
い
。

③
穴
ぼ
こ
･
自
動
二
輪
車
･
単
独
事
故
の
場
合

兵
庫
県
道
穴
ぼ
こ
事
件

1

国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
の
趣
旨
は
、
無
過
失

責
任
主
義
を
と
り
不
可
抗
力
の
場
合
に
の
み
免
責
事

由
を
認
め
る
と
解
さ
れ
、
穴
ぼ
こ
の
補
修
等
の
安
全

措
置
を
な
す
人
的
、
或
い
は
時
間
的
余
裕
が
全
く
な

か
っ
た
と
は
解
さ
れ
な
い
。

2

道
路
の
安
全
限
度
を
著
し
く
超
過
し
た
過
重
交
通

の
結
果
生
じ
た
穴
ぼ
こ
で
あ
っ
て
も
、
車
両
の
交
通

制
限
が
な
さ
れ
て
い
た
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上



免
責
さ
れ
な
い
。

徳
島
国
道
三
二
号
道
路
亀
裂
二
輪
車
転
倒
事
件

自
動
二
輪
車
の
よ
う
に
軽
量
か
つ
安
定
度
の
低
い

車
両
が
こ
の
よ
う
な
亀
裂
に
車
輪
を
落
と
し
た
場
合

に
は
そ
の
走
行
速
度
に
よ
っ
て
は
大
き
な
衝
撃
を
受

け
、
転
倒
す
る
危
険
が
多
分
に
あ
る
。
道
路
管
理
者

は
速
や
か
に
亀
裂
を
修
復
す
る
か
、
又
は
危
険
の
発

生
を
知
ら
せ
る
標
識
を
設
置
し
、
危
険
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
お
く
べ
き
で
あ
っ

た
。

新
潟
市
道
下
水
道
工
事
陥
没
穴
バ
イ
ク
転
倒
事
件

本
件
陥
没
箇
所
に
は
自
動
二
輪
車
の
運
転
者
ら
が

容
易
に
認
め
ら
れ
る
赤
色
灯
や
防
護
柵
等
こ
れ
の
危

険
を
知
ら
し
め
る
設
備
等
は
一
切
さ
れ
て
お
ら
ず
、

他
に
も
同
種
類
型
の
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
考
慮

す
る
と
通
常
の
注
意
を
以
っ
て
運
転
す
る
限
り
事
故

が
発
生
し
な
い
状
態
で
あ
る
と
は
到
底
云
え
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
件
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
た
。

首
都
高
速
道
路
穴
ぼ
こ
単
車
転
倒
事
件

1

運
転
技
術
の
ま
ち
ま
ち
な
運
転
者
の
運
転
す
る
自

動
二
輪
車
が
相
当
の
高
速
で
ひ
ん
ぱ
ん
に
走
行
す
る

こ
と
は
通
常
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
右
道
路
は
一
般
道

路
に
比
べ
一
層
高
度
の
安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
。

2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
及
び
二
個
の
凹
凸
面
は
、
本
件

道
路
に
お
け
る
自
動
二
輪
車
の
走
行
に
と
っ
て
危
険

な
道
路
の
損
傷
を
形
成
し
て
い
た
。
事
故
当
時
は
自

動
車
専
用
道
路
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
た
。

④
穴
ぼ
こ
･
自
動
二
輪
車
･
複
合
事
故
の
場
合

福
岡
国
道
三
号
穴
ぼ
こ
事
件

1

直
径
七
○
加
、
深
さ
一
○
伽
程
度
の
陥
没
で
も
、

国
道
三
号
線
と
い
う
幹
線
道
路
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
日
没
後
照
明
の
行

き
届
か
な
い
場
所
で
あ
れ
ば
、
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と

は
当
然
予
想
さ
れ
る
。
本
来
平
坦
で
あ
る
べ
き
道
路

に
こ
の
よ
う
な
交
通
上
危
険
な
窪
み
が
あ
る
と
き
は
、

道
路
が
通
常
備
う
べ
き
安
全
性
を
欠
く
も
の
と
い
え

ろ
･0

2

こ
の
よ
う
な
場
合
、
道
路
管
理
者
は
、
速
や
か
に

破
損
箇
所
を
修
繕
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
夜
間
は

破
損
箇
所
に
赤
色
ラ
ン
プ
等
の
標
識
を
掲
げ
て
通
行

車
両
に
注
意
を
促
す
等
の
処
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

埼
玉
県
穴
ぼ
こ
自
動
二
輪
車
転
倒
事
件

大
型
自
動
二
輪
車
を
運
転
す
る
場
合
、
わ
ず
か
の

原
因
で
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤
る
こ
と
を
予
想
し
前
方

の
道
路
状
況
に
十
分
注
意
し
て
進
行
す
べ
き
で
あ
っ

た
の
に
、
こ
れ
を
怠
っ
た
点
に
当
該
単
車
の
運
転
者

に
過
失
が
あ
り
、
原
告
ら
の
損
害
の
四
割
を
減
ず
る

の
が
相
当
で
あ
る
。

⑤
穴
ぼ
こ
･
原
付
･
単
独
事
故
の
場
合

足
利
市
道
穴
ぼ
こ
二
輪
車
転
倒
事
件

･

事
故
現
場
付
近
の
カ
ー
ブ
は
時
速
六
○
如
で
進
行

す
る
に
は
狭
す
ぎ
、
理
想
的
な
交
通
安
全
を
期
す
る

た
め
に
は
、
拡
幅
し
、
曲
線
半
径
を
緩
和
す
る
等
の

努
力
を
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
地
方
自
治
体
の
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
右
の
よ
う
な
要
求
を
満
足
さ
せ
る

こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
て
道
路
管
理
者
が
右
の

努
力
を
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
即
道
路
管
理
上
の
瑕

疵
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

仙
台
市
道
穴
ぼ
こ
原
付
転
倒
事
件

･

道
路
管
理
者
は
、
事
故
の
発
生
を
避
け
る
た
め
道

路
の
決
壊
部
分
を
速
や
か
に
補
修
す
る
か
、
も
し
こ

れ
が
で
き
な
い
事
情
に
あ
る
と
き
に
は
通
行
を
禁
止

又
は
制
限
し
、
そ
の
旨
を
道
路
標
識
を
設
け
る
な
ど

し
て
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
を
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
て
放
置
し
た
こ
と
は
道

路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
。

･

地
方
公
共
団
体
が
予
算
の
範
囲
内
で
道
路
の
管
理

を
す
れ
ば
道
路
に
瑕
疵
が
あ
っ
て
も
国
賠
法
二
条
に

い
う
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
と

す
る
道
路
管
理
者
の
所
論
は
採
用
で
き
な
い
。

都
道
東
京
浦
安
線
穴
ぼ
こ
原
付
転
倒
事
件

･

路
面
は
本
来
平
坦
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
交

通
上
危
険
な
く
ぼ
み
が
存
す
る
こ
と
は
道
路
に
破
損

を
生
じ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
道
路
管
理
者
と
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し
て
は
、
速
や
か
に
破
損
箇
所
を
修
繕
す
る
か
あ
る

い
は
破
損
箇
所
の
付
近
等
に
標
識
を
掲
げ
て
通
行
車

両
の
徐
行
を
促
す
等
し
て
危
険
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の

義
務
は
車
両
の
通
行
量
の
多
少
に
よ
っ
て
な
ん
ら
左

右
さ
れ
な
い
。

･

道
路
の
整
備
の
程
度
は
、
当
該
道
路
の
位
置
、
環

境
、
交
通
状
況
等
に
応
じ
一
般
の
通
行
に
支
障
を
及

ぼ
さ
な
い
程
度
で
足
り
、
必
ず
し
も
こ
れ
を
常
に
完

全
無
欠
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は

な
い
い
。

道
路
の
整
備
も
予
算
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
道
路

管
理
者
は
交
通
の
事
情
等
を
考
慮
し
そ
の
必
要
度
に

応
じ
て
順
次
整
備
を
な
せ
ば
足
り
る
。

熊
本
市
道
原
付
自
転
車
穴
ぼ
こ
転
落
事
件

道
路
法
第
二
九
条
で
道
路
の
構
造
は
地
形
、
交
通

状
況
等
を
考
慮
し
、
通
常
の
衝
撃
に
対
し
て
安
全
で

あ
り
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
さ
ら
に
同
法
四
二
条

に
お
い
て
道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状

況
に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
も
っ
て
一
般
交
通
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
市
道
に
前
記
の
よ
う
な
破
損

部
分
が
存
す
る
以
上
、
速
や
か
に
破
損
箇
所
を
修
繕

す
る
か
、
あ
る
い
は
破
損
箇
所
の
周
辺
に
標
識
を
掲

げ
て
徐
行
を
促
す
等
し
て
危
険
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
欠
如
さ
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
妨
げ
な
い
。

を
怠
っ
た
点
に
国
賠
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の

設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
え
る
o

岡
山
県
山
陽
町
道
穴
ぼ
こ
事
件

被
告
町
は
、
当
該
穴
に
つ
い
て
こ
れ
を
事
前
に
発

見
し
、
補
修
し
、
又
は
当
該
穴
ぼ
こ
の
存
在
を
明
ら

か
に
す
る
警
戒
標
識
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
と
こ

ろ
、
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
点
に
管
理
の
瑕
疵
が
あ

り
、
町
道
管
理
規
則
、
修
繕
実
施
要
領
に
則
っ
て
本

件
町
道
の
巡
回
を
行
い
、
そ
の
損
傷
箇
所
の
補
修
を

実
施
し
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
客
観
的
に
み
て
本
件

町
道
が
道
路
と
し
て
有
す
べ
き
交
通
の
安
全
性
に
欠

け
て
い
た
以
上
、
そ
の
管
理
に
瑕
疵
の
あ

っ
た
こ
と

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

静
岡
県
道
路
面
不
全
単
車
転
倒
事
件

1

本
件
道
路
の
交
通
量
は
非
市
街
地
で
は
あ
る
が
昼

間
三
一時
間
で
九
〇
〇
台
で
ダ
ン
プ
カ
ー
も
多
か
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
伴
う
穴
ぼ
こ
等
の
発
生

と
そ
の
進
捗
状
況
に
対
応
す
る
被
告
の
パ
ト
ロ
ー
ル

(月
二
回
)
や
補
修
状
況
が
や
や
不
十
分
で
あ
っ
た
。

2

本
件
穴
ぼ
こ
程
度
が
一
ヶ
所
で
あ
れ
ば
本
件
バ
イ

ク
は
安
定
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
く
つ
も
続
い
て

あ
っ
て
そ
の
間
に
波
状
形
路
面
が
あ
る
と
共
振
を
起

し
時
に
制
御
不
能
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
波
状
部
分

の
存
在
は
本
来
道
路
を
通
行
す
る
原
付
自
転
車
の
走

行
を
危
険
な
状
態
に
さ
せ
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

山
ロ
県
道
工
事
埋
戻
不
全
原
付
転
倒
事
件

占
用
工
事
を
請
け
負
わ
せ
た
町
は
、
請
負
会
社
か

ら
工
事
完
了
に
よ
る
引
き
渡
し
を
受
け
て
い
な
く
と

も
当
該
工
事
が
行
わ
れ
た
道
路
の
占
有
者
で
あ
る
。

高
槻
市
道
占
用
工
事
不
全
原
付
転
倒
事
件

1

道
路
に
溝
を
掘
削
す
る
場
合
は
、
通
行
車
両
の
落

ち
込
み
な
ど
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
件
溝
の
保
全
措
置
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
同
工
事

の
現
場
責
任
者
の
使
用
者
で
あ
る
会
社
は
本
件
事
故

に
よ
る
原
告
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
。

2

市
は
、
本
件
道
路
の
管
理
者
と
し
て
保
安
措
置
の

不
十
分
さ
を
是
正
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
す

る
特
段
の
事
情
を
何
ら
主
張
立
証
し
て
い
な
い
か
ら
、

保
安
措
置
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
本

件
事
故
に
つ
き
、
道
路
管
理
者
と
し
て
の
責
任
を
免

れ
な
い
。
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⑥
穴
ぼ
こ
･
原
付
･
複
合
事
故
の
場
合

旧
二
級
国
道
一
九
二
号
道
路
陥
没
原
因
路
上
轢
死
事
件

道
路
管
理
者
が
た
び
た
び
穴
埋
め
補
修
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
見
る
と
何
ら
か
の
理
由
で
現
場
は
か
ね

て
か
ら
特
に
穴
が
で
き
や
す
い
箇
所
で
特
別
の
管
理

が
必
要
な
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
被
害
者
は
過
去
に
も

同
所
の
道
路
に
穴
を
認
め
て
さ
け
て
通
過
し
た
事
実



が
あ
る
こ
と
か
ら
被
告

(国
及
び
徳
島
県
)
の
主
張

の
よ
う
に
穴
を
発
見
し
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
暇

が
な
い
ほ
ど
急
激
に
発
生
し
た
穴
と
は
認
め
難
い
。

更
に
、
現
場
は
交
通
量
が
一
日
平
均
二
0
○
○
台
も

あ
る
の
に
一
定
時
間
以
上
穴
の
あ
い
た
ま
ま
の
状
態

で
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
点

か
ら
本
件
事
故
は
国
道
の
管
理
上
の
瑕
疵
か
ら
生
じ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

吉
井
町
道
穴
ぼ
こ
原
付
転
倒
事
件

被
告
は
、
そ
の
管
理
す
る
道
路
に
つ
い
て
、

一
カ

月
に
一
回
く
ら
い
の
割
合
で
見
て
回
っ
て
い
る
と
主

張
す
る
が
、
本
件
道
路
は
堤
防
上
に
あ
り
、
陥
没
が

で
き
や
す
い
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
頻
繁
に
巡
視
を
行
い
、
あ
る
い
は
早
期
に
補
修
を

行
う
な
ど
し
て
道
路
状
況
の
監
視
管
理
を
強
化
す
べ

き
で
あ
っ
た
。

⑦
穴
ぼ
こ
･
自
転
車
･
単
独
事
故
の
場
合

愛
知
県
道
穴
ぼ
こ
二
輪
車
転
倒
事
件

本
件
道
路
は
、
田
園
地
帯
に
あ
っ
て
、
バ
ス
が
一

日
一
〇
往
復
す
る
程
度
で
あ
り
、
事
故
現
場
の
付
近

か
ら
は
砂
利
道
ま
た
は
未
舗
装
道
路
と
な
っ
て
お
り
、

本
件
程
度
の
凸
凹
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
通

常
の
田
園
地
帯
に
お
い
て
予
定
さ
れ
た
程
度
の
も
の

に
す
ぎ
な
い
。

大
阪
国
道
二
五
号
穴
ぼ
こ
自
転
車
転
倒
事
件

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
諸
般
の
状
況
か
ら
本
件

穴
を
当
然
発
見
し
得
た
は
ず
で
あ
る
。
安
全
修
理
が

不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
事
故
を
防
止
し
得
る
何

ら
か
の
措
置
ほ
と
り
得
た
は
ず
で
あ
り
、
道
路
管
理

者
と
し
て
は
当
然
そ
れ
を
な
す
べ
き
責
務
が
あ
る
。

岡
山
市
道
溝
自
転
車
転
倒
事
件

本
件
道
路
の
本
件
溝
の
あ
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は

市
道
で
あ
る
と
の
表
示
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
通

学
路
の
指
定
が
さ
れ
て
い
た
た
め
市
が
簡
易
舗
装
し

市
の
関
与
の
も
と
通
学
路
と
し
て
車
両
の
通
行
規
制

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
電
力
会
社
の
道
路
占
用
許

可
を
市
が
認
め
て
き
た
こ
と
、
事
故
後
、
市
に
お
い

て
本
件
溝
を
埋
め
戻
し
舗
装
し
た
こ
と
等
本
件
道
路

の
形
態
、
機
能
、
市
の
関
与
の
方
法
、
程
度
等
を
考

慮
す
る
と
そ
の
所
有
権
の
帰
属
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

被
告
市
に
お
い
て
管
理
専
有
し
て
い
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。
本
件
道
路
舗
装
部
分
が
一
部
掘
り
起
こ
さ

れ
た
後
舗
装
復
旧
さ
れ
な
い
ま
ま
数
カ
月
が
経
過
し
、

本
件
事
故
当
時
深
さ
九
伽
の
溝
が
生
じ
て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
そ
の
保
存
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
か

で
あ
り
、
被
告
市
は
工
作
物
の
占
有
者
と
し
て
責
任

を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

鹿
児
島
市
道
穴
ぼ
こ
自
転
車
転
倒
事
件

本
件
事
故
に
つ
い
て
は
、
原
告
は
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
ず
に
、
定
常
性
の
あ
る
旋
回
速
度
を
超
え
て
次
の

カ
ー
ブ
を
曲
が
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
惹
起
さ

れ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

⑧
穴
ぼ
こ
･
自
転
車
･
複
合
事
故
の
場
合

名
古
屋
市
･
国
道
二
四
七
号
穴
ぼ
こ
事
件

道
路
の
交
通
量
が
多
い
こ
と
、
車
道
は
二
車
線
分

だ
け
舗
装
さ
れ
て
い
て
、
道
路
の
未
舗
装
部
分
の
方

が
広
か
っ
た
こ
と
、
未
舗
装
部
分
に
は
深
さ
約
一
五

伽
に
も
達
す
る
穴
が
散
在
す
る
こ
と
等
の
事
実
を
考

え
る
と
、
本
件
道
路
は
そ
の
交
通
状
況
に
比
し
て
望

ま
れ
る
正
常
な
性
能
を
備
え
て
お
ら
ず
、
瑕
疵
が
あ

っ
た
。

舗
装
部
分
と
非
舗
装
部
分
が
併
存
す
る
車
道
に
お

い
て
は
、
非
舗
装
の
車
道
に
求
め
ら
れ
る
よ
り
は
、

良
好
な
状
況
に
道
路
が
保
た
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
以
上
、
舗
装
部
分
と
非
舗
装
部
分
の
境
に
で
き

た
穴
の
角
度
が
急
激
な
こ
と
を
も
考
え
る
と
瑕
疵
が

あ
る
と
い
え
る
。

京
都
府
道
穴
ぼ
こ
自
転
車
転
倒
事
件

道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
道
路
が

通
常
備
え
て
い
る
安
全
性
が
欠
如
し
て
い
る
場
合
で

あ
る
が
、
穴
ぼ
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
一
律
に
そ
の

深
さ
に
よ
っ
て
瑕
疵
が
あ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
べ

餅

き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
道
路
の
地
理
的
条
件
、
構

飛

造
及
び
道
路
の
利
用
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
総
合
的
、
道

相
対
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

“



⑨
穴
ぼ
こ
･
歩
行
者
･
単
独
事
故
の
場
合

山
口
国
道
一
九
一
号
歩
道
穴
ぼ
こ
歩
行
者
転
倒
事
件

1

本
件
の
よ
う
な
く
ぼ
み
が
な
い
と
蓋
が
と
れ
や
す

く
か
え
っ
て
交
通
上
危
険
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
事

故
現
場
付
近
に
は
照
明
施
設
は
な
か
っ
た
が
、
事
故

現
場
か
ら
東
方
約
三
〇
0
m
の
地
点
に
あ
る
強
力
な

照
明
灯
の
照
明
の
影
響
で
月
の
な
い
夜
で
も
く
ぼ
み

を
発
見
で
き
る
程
に
薄
明
る
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

く
ぼ
み
や
無
蓋
側
溝
の
存
在
は
歩
道
上
の
通
行
に
危

険
を
感
じ
さ
せ
る
状
況
に
は
な
く
、
本
件
の
よ
う
な

事
故
が
発
生
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

2

わ
が
国
現
下
の
道
路
事
情
の
も
と
で
は
、
都
市
部

の
舗
装
道
路
に
お
い
て
も
本
件
程
度
の
く
ぼ
み
等
は

珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
本
件
の
よ
う
な
事
故
の
発

生
は
通
常
予
測
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
た

と
え
道
路
管
理
者
に
お
い
て
万
全
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
道
路
の
設
置
管
理
に

瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
あ
た
ら
な
い
も
の
と
解
す
る
の

を
相
当
と
す
る
。

札
幌
市
道
歩
道
陥
没
歩
行
者
転
落
事
件

空
洞
の
発
生
は
深
夜
で
あ
り
、
そ
の
後
早
朝
に
発

生
し
た
本
件
事
故
ま
で
数
時
間
し
か
な
か
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
被
告
市
が
空
洞
の
発
生
を
知
り
、
又
は
知

る
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
く
、
本
件
事

故
と
の
関
係
で
は
、
そ
の
発
生
を
阻
止
し
得
る
余
地

は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
被
告
市
が
、

道
路
管
理
を
怠
っ
た
と
い
う
瑕
疵
に
よ
り
本
件
事
故

が
発
生
し
た
と
は
い
え
な
い
。

⑩
段
差
･
自
動
車
･
単
独
事
故
の
場
合

徳
島
国
道
一
九
二
号
未
舗
装
段
差
事
件

本
件
事
故
当
時
現
場
附
近
の
国
道
一
九
二
号
線
に

は
舗
装
部
と
未
舗
装
部
に
つ
い
て
最
大
約
二
○
㈲
に

も
な
る
段
差
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
擢
り
つ
け
部
分

に
は
縦
横
二
○
な
い
し
三
○
釦
、
深
さ
五
な
い
し
一

〇
皿
位
の
く
ぼ
み
が
随
所
に
存
在
し
、
車
両
の
通
行

に
危
険
を
生
ぜ
し
む
る
虞
が
あ
る
状
態
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
危
険
に
つ
き
車
両
運
転
者
に

注
意
を
喚
起
す
る
に
足
る
標
識
等
の
設
備
を
何
等
設

け
て
い
な
か
っ
た
点
、
当
該
道
路
の
管
理
に
つ
い
て

瑕
疵
が
あ

っ
た
と
い
え
る
o

水
戸
市
道
段
差
事
件

道
路
管
理
者
に
は
危
険
防
止
の
た
め
の

｢徐
行
｣

又
は

｢段
差
の
存
在
｣
を
標
示
す
る
等
の
義
務
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
標
識
の
設
置
が
完
全
で
な
か

っ
た
。

静
岡
県
道
ト
ラ
ク
タ
シ
ョ
ベ
ル
段
差
路
肩
転
倒
事
件

近
隣
の
者
か
ら
再
三
に
わ
た
り
危
険
除
去
等
の
た

め
修
補
を
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応

急
的
措
置
と
も
い
う
べ
き
簡
易
な
方
法
に
よ
る
舗
装
、

修
理
を
し
た
だ
け
で
長
期
間
道
路
を
平
坦
に
維
持
す

る
こ
と
の
で
き
る
抜
本
的
修
補
を
加
え
な
か
っ
た
た

め
発
生
し
た
事
故
で
あ
り
、
道
路
の
設
置
及
び
管
理

の
瑕
疵
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

京
都
府
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
突
出
事
件

本
件
マ
ン
ホ
ー
ル
は
交
通
の
比
較
的
頻
繁
な
車
道

の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
く

ぼ
み
の
存
在
を
知
ら
せ
る
表
示
や
安
全
柵
等
は
な
く
、

本
件
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
。

大
分
国
道
二
一
〇
号
段
差
車
両
転
倒
事
件

道
路
管
理
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
確

保
さ
れ
て
い
た
安
全
性
を
何
ら
の
合
理
的
理
由
な
し

に
自
ら
の
先
行
行
為
に
よ
り
喪
失
さ
せ
た
被
告
は
、

条
理
上
当
然
に
こ
れ
を
自
ら
修
復
し
、
少
な
く
と
も

本
来
の
利
用
方
法
に
沿
う
程
度
の
安
全
性
を
回
復
す

る
義
務
が
あ
り
、
本
件
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
欠
い
て
い
た
。
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⑪
段
差
･
自
動
車
･
複
合
事
故
の
場
合

沖
縄
国
道
三
二
九
号
段
差
車
両
衝
突
事
件

な
お
、
仮
に
原
告
ら
の
主
張
の
よ
う
な
段
差
の
形

状
な
い
し
は
こ
れ
に
類
似
す
る
急
勾
配
の
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
本
件
事
故
当
日
、
舗
装
完
成
部
分

と
未
完
成
部
分
の
接
合
部
か
ら
南
側
五
〇
0
m
に
わ

た
っ
て
改
修
工
事
中
で
あ
り
、
工
事
箇
所
の
南
端
(加

害
者
が
進
行
し
て
き
た
方
向
)
に
お
い
て
も
段
差
が

存
在
し
、
工
事
箇
所
の
前
後
や
途
中
に
工
事
中
で
あ

る
こ
と
を
示
す
表
示
板
等
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と



か
ら
、
本
件
接
合
部
に
加
害
車
両
と
同
じ
方
向
か
ら

進
行
し
て
来
る
車
両
は
早
く
か
ら
工
事
区
間
の
終
了

箇
所
に
段
差
が
存
在
す
る
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が

で
き
、
｢段
差
あ
り
｣
｢徐
行
｣
と
い
っ
た
表
示
の
さ

れ
た
標
識
板
の
存
在
と
も
あ
い
ま
っ
て
本
件
接
合
部

の
段
差
に
早
い
時
期
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
も
、
制
限
速
度
よ
り
若
干
減
速
す
る
だ
け
で
危
険

を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
本
件
接
合
部
を
通
過
で
き
る

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
本
件
接
合
部
に
段
差
が
あ
る

こ
と
の
み
で
本
件
道
路
の
改
修
箇
所
の
保
存
･
修
理

に
瑕
疵
が
あ

っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑫
段
差
･
自
動
二
輪
車
･
単
独
及
び
複
合
事
故
の
場
合

福
岡
国
道
二
〇
一
号
埋
戻
跡
自
動
二
輪
車
衝
突
事
件

原
告
が
事
故
現
場
付
近
の
車
線
の
中
央
線
寄
り
の

埋
め
戻
し
跡
が
並
ん
だ
箇
所
を
進
行
し
た
際
、
あ
る

程
度
走
行
の
安
定
を
失
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
程
度
が
直
ち
に
道
路
中
央
線
を
は
み
だ
し
た
原

因
と
な
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
原
告
が
す
ぐ
に
自

車
進
行
方
向
の
車
線
に
戻
る
か
、
対
向
車
線
の
中
央

線
寄
り
を
進
行
す
る
の
が
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
こ

と
ま
で
は
認
め
ら
れ
ず
、
原
告
側
に
お
い
て
危
険
の

回
避
は
可
能
で
あ
り
、
本
件
道
路
の
設
置
又
は
管
理

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

⑲
段
差
･
原
付
･
単
独
事
故
の
場
合

埼
玉
国
道
一
六
号
段
差
原
付
転
倒
事
件

道
路
の
設
置
又
は
管
理
保
存
に
瑕
疵
が
あ
る
か
否

か
は
、
通
行
が
予
定
さ
れ
る
車
両
等
に
と
っ
て
の
安

全
性
の
有
無
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本

件
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
危
険
な
段
差
の
存
在
す
る

場
所
を
具
体
的
に
認
識
･
察
知
で
き
る
措
置
を
講
じ
、

事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、

本
件
の
保
安
設
備
の
設
置
状
況
で
は
こ
れ
が
満
た
さ

れ
て
お
ら
ず
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

大
分
県
道
段
差
原
動
機
付
自
転
車
転
倒
事
件

埋
め
も
ど
し
部
分
が
沈
下
し
て
い
る
と
は
い
え
そ

の
沈
下
部
分
も
平
坦
で
通
行
に
支
障
は
な
く
、
一
般

の
通
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
ま
で
に
至
っ
て
い
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
本
件
道
路
が
道
路
と
し
て
要

求
さ
れ
る
構
造
を
欠
い
て
い
た
と
は
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

大
分
県
道
段
差
原
付
転
倒
事
件

掘
削
部
分
を
砕
石
で
埋
め
戻
し
て
転
圧
し
た
だ
け

で
は
段
差
が
生
じ
、
同
所
に
進
入
し
て
く
る
二
輪
車

の
走
行
に
は
危
険
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
見
し
て
、

工
事
部
分
を
速
や
か
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
し
、

あ
る
い
は
工
事
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
看
板

等
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
通
行
車
両
に
危
険
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
工
事
請
負

業
者
に
は
こ
の
よ
う
な
措
置
を
せ
ず
、
注
意
義
務
の

違
反
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
告
県
に
つ
い
て
も
本
件

道
路
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
。

⑭
段
差
･
自
転
車
･
複
合
事
故
の
場
合

大
阪
府
道
段
差
自
転
車
転
倒
事
件

本
件
事
故
現
場
付
近
の
路
面
と
側
溝
部
分
と
の
間

の
段
差
は
六
･
五
-
-
○
加
で
あ
る
が
、
本
件
道
路

に
歩
車
道
及
び
自
動
車
道
･
自
転
車
道
の
区
分
が
な

く
、
事
故
現
場
に
至
る
前
の
道
路
部
分
が
カ
ー
ブ
に

な
っ
て
い
る
等
の
事
情
を
考
慮
し
て
も
こ
れ
を
も
っ

て
具
体
的
危
険
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

⑲
段
差
･
歩
行
者
･
単
独
事
故
の
場
合

兵
庫
国
道
三
七
二
号
歩
行
者
段
差
転
倒
事
件

歩
道
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き

る
状
態
に
設
置
管
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
必
ず

し
も
凹
凸
が
皆
無
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ

る
訳
で
は
な
く
、
こ
の
程
度
の
角
の
突
起
は
そ
の
存

在
場
所
か
ら
し
て
許
さ
れ
た
凹
凸
に
あ
た
り
、
本
件

歩
道
に
歩
道
と
し
て
の
安
全
性
を
欠
く
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四

過
失
相
殺
に
つ
い
て

穴
ぼ
こ
･
段
差
の
事
件
の
特
徴
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
事

件
で
過
失
相
殺
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
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中
に
は
過
失
相
殺
九
割
と
い
う
よ
う
な
一
見
す
る
と
信
じ

こ
の
事
件
は
自
動
二
輪
車
で
下
水
道
工
事
後
の
仮
復
旧

ら
れ
な
い
よ
う
な
率
の
過
失
相
殺
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
現
場
を
走
行
し
た
と
こ
ろ
上
記
の
陥
没
が
生
じ
て
お
り
、

過
失
相
殺
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合

被
害
者
が
よ
り
多
く
の
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
穴
や
段
差

の
存
在
に
気
付
く
は
ず
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
全
事
件
の
う
ち
過
失
相
殺
が
行
わ
れ
て
い
な

い

(被
害
認
定
一
〇
0
%
)
の
事
件
は
三
件
だ
け
で
す
の

で
そ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

横
浜
地
裁
川
崎
支
部

昭
和
四
六
年
四
月
二
二
日

増

五
0
頃
幅
七
0
頒
深
“
髭

“
陥
言

負
傷

番
号
u

ー
川
崎
市
道
穴
ぼ
こ
事
件

-市
道

①

そ
れ
に
よ
り
転
倒
し
た
事
件
で
す
。

こ
の
判
決
で
は
赤
色
灯
や
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
他
に
同
種
の
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
で
瑕
疵
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、
｢制
限
速
度
内
で
あ
る
時
速
四

五
如
前
後
で
公
道
上
を
走
る
自
動
二
輪
車
の
運
転
者
に
、

目
車
の
前
照
灯
が
前
方
を
照
ら
し
て
い
る
と
は
い
え
、
危

険
を
示
す
な
ん
ら
の
設
備
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
本
件
市

道
上
に
あ
る
本
件
陥
没
箇
所
を
発
見
し
え
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
て
運
転
者
に
前
方
注
視
を
怠
っ
た
不
注
意
が
あ
っ

た
と
は
認
め
が
た
い
｣
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

五

お
わ
り
に

7　　

以
上
で
穴
ぼ
こ
･
段
差
の
事
件
の
検
討
を
終
わ
り
ま
す
。

12

今
回
で
一
応
、
判
例
の
検
討
の
連
載
を
終
わ
り
た
い
と

9

思
い
ま
す
。

虎

ま
だ
取
り
扱
っ
て
い
な
い
分
類
の
事
件
も
あ
り
ま
す
が
、
道

ま
た
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
取
り
ま
と
め
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
何
か
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
編
集
部
経
由
で
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

(前
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係
長
)

こ
の
事
件
は
大
型
貨
物
自
動
車
が
時
速
三
○
蹴
で
走
行

中
右
記
の
陥
没
に
は
ま
り
、
右
前
方
に
暴
走
し
て
対
向
し

て
き
た
原
付
に
衝
突
し
、
原
付
の
運
転
手
を
負
傷
さ
せ
た

事
件
で
す
。

こ
の
事
件
の
原
告
は
原
付
を
運
転
し
て
い
た
被
害
者
で

す
の
で
当
然
過
失
相
殺
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

大
阪
地
裁

平
成
三
年
一
〇
月
一
七
日

番

き

o
“
1
1
‘
“
“
"

』

-名
負
傷

卸
の
陥
没

番
号
範

-鰤
鰤
備
‘
1
‘““‘
●1
“
-市
道

③

新
潟
地
裁

昭
和
五
三
年
六
月
一
五
H

曇
元
o
鐙

三
0
“
“
蝨

÷
名
負傷

知
の
陥
没

番
号
踞

-新
潟
市
道
下
水
道
穴
ぼ
こ
事
件

-市
道

②

こ
の
事
件
は
、
朝
、
原
付
で
走
行
中
に
歩
道
整
備
工
事

中
の
溝
が
原
因
で
転
倒
し
た
事
件
で
す
。
判
決
理
由
に
は

過
失
相
殺
に
つ
い
て
あ
ま
り
言
及
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

残
念
で
す
。
(あ
る
い
は
過
失
相
殺
を
行
っ
た
後
で
一
括
し

て
裁
判
所
が
被
害
認
定
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。)



省
圏
圏
鰯
囮
囮
隠
避彊
≦藁
自国
曲夢

三
重
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

三
重
県
土
木
部
道
路
建
設
課

お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

一
一

｢三
重
の
<
に
づ
く
り
官
=言
｣

に
つ
い
て

平
成
九
年
一
一
月
に
三
重
県
の
新
し
い
総
合
計
画

｢三
重
の
く
に
づ
く
り
宣
言
｣
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
三
重
に
住
む
私
た
ち
が
自
ら
考
え
行
動
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
三

重
、
美
し
く
魅
力
あ
る
三
重
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

を

｢三
重
の
く
に
づ
く
り
｣
と
い
う
言
葉
で
表
し
て

い
半
生
す
。

計
画
の
基
本
理
念
を

｢開
か
れ
た
三
重
を
共
に
つ

く
る
｣
と
し
、
｢人
が
元
気
な
開
か
れ
た
三
重
｣
｢地

域
が
輝
く
開
か
れ
た
三
重
｣
｢交
流
･連
携
の
活
発
な

開
か
れ
た
三
重
｣
を
多
様
な
主
体
が
共
に
力
を
合
わ

48 道行セ 97.12

一
は
じ
め
に

三
重
県
は
、
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

名
古
屋
、
大
阪
と
い
う
二
大
都
市
圏
の
中
間
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
面
積
は
五
、
七
七
四
姉
(国
土
の

÷

五
五
%
)
で
四
七
都
道
府
県
の
う
ち
二
五
番
目
で
す
。

ま
た
、
人
ロ
は
一
八
四
万
一
、
五
〇
七
人

(
一
九
九

五
年
一
〇
月
一
日
)
で
、
全
国
総
人
ロ
の
一
･
四
七

%
を
占
め
て
い
ま
す
。

県
土
は
、
海
と
山
に
は
さ
ま
れ
て
南
北
に
長
く
、

地
勢
や
気
候
で
大
き
く
三
つ
の
地
域
に
わ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
伊
勢
湾
岸
地
域
は
な
だ
ら
か
な
砂
浜

海
岸
が
続
き
、
そ
れ
に
沿
う
よ
う
に
し
て
豊
か
な
伊

勢
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
早
く
か

ら
開
け
、
人
ロ
密
度
が
高
い
地
域
で
す
。
伊
勢
平
野

の
西
は
盆
地
に
な
っ
て
お
り
伊
賀
地
域
と
呼
ば
れ
て
、

古
く
か
ら
大
阪
･
奈
良
な
ど
の
近
畿
圏
と
深
い
か
か

わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
太
平
洋
沿
岸
地
域
は
、

入
り
江
と
半
島
が
複
雑
に
入
り
組
み
、
山
や
大
地
が

海
ま
で
迫
る
リ
ア
ス
式
海
岸
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
波
が
穏
や
か
で
美
し
い
内
海
と
熊
野
灘
の

荒
波
が
打
ち
寄
せ
る
外
海
の
変
化
に
富
ん
だ
二
種
類

の
海
岸
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

美
し
い
自
然
景
観
と
変
化
に
富
ん
だ
風
土
気
候
に

恵
ま
れ
た
三
重
県
に
は
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
を
は

じ
め
二
箇
所
の
国
立
公
園
、
二
箇
所
の
国
定
公
園
、

五
箇
所
の
県
立
自
然
公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
多
彩
な
魅
力
あ
る
観
光
地
が
人
気
を
集
め
、

全
国
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

八
年
度
だ
け
で
も
四
、
六
六
九
万
人
も
の
観
光
客
を



せ
て
き
ず
い
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

計
画
で
は
真
に
豊
か
な
生
活
を
求
め
て
努
力
す
る
一

人
ひ
と
り
の
住
民
を

｢生
活
者
｣
と
し
て
と
ら
え
支

援
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
受
け
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
行
政
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

三

新
た
な
三
重
県
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て

新
た
な
三
重
県
道
路
計
画
の
策
定
に
向
け
て
は
、

三
回
に
わ
た
る

｢三
重
県
道
路
懇
談
会
｣
を
開
催
し
、

学
識
経
験
者
を
は
じ
め
県
内
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご

活
躍
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
意
見
･
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
度
目
の
懇
談
会
を
終
え
た
時

点
で
、
こ
れ
か
ら
の
三
重
の
道
づ
く
り
の
三
つ
の
基

本
目
標
と
一
七
の
基
本
方
針
が
で
き
あ
が
り
、
県
民

の
方
の
声
を
さ
ら
に
反
映
し
た
計
画
と
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
を

｢三
重
の
道
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
｣
と
題
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
基
本
目
標
、
基
本
方
針
と
も

に
お
お
む
ね
等
し
く
県
民
の
理
解
が
得
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
具
体
の
整
備
目
標
を
加
え
、
新
た
な

三
重
県
道
路
計
画
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

基
本
目
標

｢安
全
･
安
心
で
人
と
自
然
を
思
う
三

重
の
み
ち
｣
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
｢歴
史
国
道
｣

　

　

　

　

に
指
定
さ
れ
た
東
海
道
関
宿
に
お
け
る
道
の
駅

等

基
本
目
標

｢活
力
あ
る
社
会
を
つ
く
る
三
重
の
み

ち
｣
で
は
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
促
進

等

基
本
目
標

｢交
流
･
連
携
を
通
じ
地
域
を
育
て
る

三
重
の
み
ち
｣
で
は
高
速
I
C
ア
ク
セ
ス
三
〇
分
交

通
圏
の
確
立
に
向
け
第
二
名
神
高
速
道
路
を
は
じ
め

と
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

等

--一室遂醸嚢滋獺議簑淺滋遂に二言き""二言!幹向で
~、べき-璽蜜望璽麗磁極滋雫鱒二ここ二言こコ罐攝昌
一蝉霞競輪凌澱ぱにこにこミニここミコ繁考華
~趣轉菱涎灘誠二二言ミニ三ここ"!孫鳧ぬ
←#@翼謹選涎達観ミニここミごミコ癩鬘多
~煙讓畿繭塵趨競鱒二にこにこにご三三きき誕 道セ

路 ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　

　 　　

ミ艫讓蘂薄癩選麦種諄々逡ミミご章三ミニミこミミ選 め 交

芝⑩国際交流を進める道づくり

ミ
で

　
　

"
安　安全･安心で ご

人と自然を思う‐
＼

~

を
具
体
の
整
備
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

懇
談
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
意
見
･
提
言
の
中
に

は
、
一
七
の
基
本
方
針
で
は
ど
う
し
て
も
整
理
し
き

れ
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
私

た
ち
が
道
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
勢
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
道
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
さ
と
効
果
的
で

道行セ 97.12 49

⑫魅力的なまちづくりを支援する道づくり準残さ磁遺憾議さ諄謹選灘瀰逼i茎箸ばまきささ"さ

　　　　　　　　　　　　⑪歴史や文化を活かす道づくり

又翼滅ぶ滋藝繊麗鞭撻寝室蛾≧実態三三三《缺巖あ腐す箏⑮新しい国土構造を構築する道づくり

⑩全国･県内の交流を促進する道づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰地域間の連携を強化する道づくり

道路整備の基本方針 (案)

る
}

◆)

く
逆

る

つ
み

　
　
　

活

社

三



透
明
な
道
路
整
備
の
必
要
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、

｢道
づ
く
り
へ
の
住
民
参
加
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
｣

四

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と
こ
れ

一
七
の
基
本
方
針
の
ほ
か
に
次
の
三
っ
を

｢道
づ
く

｢効
率
的
な
道
路
整
備
の
推
進
｣

を
支
援
す
る
道
路
事
業

り
の
推
進
方
策
｣
と
し
て
新
た
な
三
重
県
道
路
計
画

｢道
路
利
用
者
と
の
協
力
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
｣

1

三
重
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ネ
ッ
ト
針
構
想

①
目
的

三
重
県
北
勢
地
域
は
、
県
下
で
最
も
工
業
集
積
が

進
ん
で
い
る
と
と
も
に
、
第
二
名
神
高
速
道
路
や
東

海
環
状
自
動
車
道
、
リ
ニ
ア
エ
キ
ス
プ
レ
ス
計
画
等
、

に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

勢
聽

海
環
状
自
動
車
道
、
リ
ニ
ア
エ
キ
ス
プ
レ
ス
計
画
等

が
0

甫靴

交
通
条
件
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
発

潴

が鞍

地

展
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で
戊

し
か
し
な
が
ら
、
長

引
く
不
況
等
に
よ
り
地
域
産
業
の
活
力
が
低
下
し
て

お
り
、
今
後
は
さ
ら
な
る
技
術
の
高
度
化
、
高
付
加

参
可

n
,き
業

師
,

ゞ

ゞ

‐

価
値
化
を
進
め
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

矩

夕
顔

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
当
地
域
で

密

は
、
環
境
保
護
技
術
･

バ
イ
オ
･

新
素
材
等
に
関
ず

太

る
研
究
開
発
機
能
と
と
も
に
交
流
、
研
修
等
の
研
究

鰡

･

騎

支
援
機
能
の
集
積
、
充
実
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

上

o

鱗

殺

≧
:
;

≦
≦

!
'
き
箋
′
、
れ
と
き
き
'
]
-

鞠

端

が劫

産
業
の
活
発
な
癸
履
を
伍
進
し
,

地
励
扼
與
を
啜

事

縦
･

$

.

港

栞

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

②
所
在
地
、
規
模

聯

③
重
点
整
備
地
区

、

セ

熊

行

鈴
鹿
山
麓
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
、
鈴
鹿
山
麓
ハ
イ
ブ

道

リ
ッ
ド
ス
ク
エ
ア
等

oて
〉

多

④
地
域
活
性
化
の
効
果



地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
研
究
開
発
機
能
の
強
化

と
と
も
に
、
こ
れ
を
支
援
す
る
都
市
、
住
宅
、
道
路
、

工
業
団
地
等
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
石

油
化
学
、
自
動
車
、
地
場
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域

産
業
の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

国
道
一
号

北
勢
バ
イ
パ
ス

(補
助
国
道
)

国
道
三
〇
六
号

四
日
市
菰
野
バ
イ
パ
ス

罪

国
道
三
六
五
号

員
弁
バ
イ
パ
ス

露

国
道
四
七
七
号

四
日
市
バ
イ
パ
ス

9

(地
方
道
)

黄

(主
)
湾
岸
桑
名
イ
ン
タ
ー
線

道

(街
路
)

環
状
一
号
線

野
町
国
府
線

国
道
二
三
号

中
勢
バ
イ
パ
ス

(中
勢
道
路
)

国
道
四
七
五
号

東
海
環
状
自
動
車
道

北勢バイパス

　

　

　

　

　

　

@
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鋤

,

越

町

野

ご
妻
辞
せ
"
匙
寒
"
轢

　
　　
　

　

　　　

国

語
黎
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一般国道475号東海環状自動車道(北勢~四日市)
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2

志
摩
･
南
勢
地
域
活
性
化
事
業

(地
方
道
)

①
概
要

H
南
勢
浜
島
線

当
地
域
は
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
内
に
位
置
し
、

　

　　　

リ
ア
ス
式
海
岸
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
自
然
と
温
暖

“
気
候
･

“
奪

煤

水
“
資
蓼

有
を

“
“
戒

颪

駅

國

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
が
求
め
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
と

　

　

　

　

　　
　

し
て
の
対
応
が
十
分
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
海
洋
性
を

基
調
と
し
た
多
様
な
滞
在
型
･
周
遊
型
の
リ
ゾ
ー
ト

施
設
を
整
備
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

‐

②
所
在
地
、
規
模

志
摩
郡
磯
部
町
他
五
町

二
八
、
九
五
0
如

③
主
要
施
設

志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
等

@

獅

④
地
域
活
性
化
の
効
果

明

一般国道260号浜鴬南勢鹸桿

本
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
ゾ
ー

ン
と
し
て
の
整
備
を
行
い
、
観
光
、
真
珠
加
工
等
を

中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

(補
助
国
道
)

国
道
一
六
七
号

鵜
方
磯
部
バ
イ
パ
ス

国
道
二
六
〇
号

志
摩
バ
イ
パ
ス

国
道
二
六
〇
号

浜
島
南
勢
拡
幅

国
道
二
六
〇
号

宿
浦
バ
イ
パ
ス

国
道
二
六
〇
号

下
津
浦
拡
幅

麻塵･薦勢翹鰄蒲燈化事業

醐

52 道行セ 97.12



3

東
紀
州
地
域
活
性
化
事
業

①
概
要

当
地
域
は
、
美
し
い
自
然
、
温
暖
な
気
候
、
豊
か

な
農
林
水
産
資
源
に
恵
ま
れ
、
海
岸
沿
い
に
は
、
国

際
リ
ゾ
ー
ト

｢三
重
サ
ン
ベ
ル
ト
ゾ
ー
ン
｣
構
想
に

よ
り
、
自
然
豊
か
な
リ
ゾ
ー
ト
ソ
ー
ン
の
形
成
が
進

め
ら
れ
て
い
る
地
域
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
通

条
件
や
地
形
上
の
制
約
な
ど
か
ら
、
産
業
の
停
滞
、

過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
水
産
業
や
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興

な
ど
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

②
所
在
地
、
規
模

尾
鷲
市
他
一
市
五
町
一
村

四
○
、
0
0
o
m

③
重
要
施
設

東
紀
州
交
流
拠
点
施
設
、
熊
野
灘
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
都
市
等

④
地
域
活
性
化
の
効
果

東紀州交流拠点施設イメージ(紀北地区交流拠点)

熊野灘レクリエーション都市(オートキャンプ場)

地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
と
り
ソ
ー

ト
産
業
を
融
合
さ
せ
た
複
合
的
産
業
の
活
性
化
に
よ

り
、
若
者
の
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

国
道
四
二
号

大
泊
改
良

(補
助
国
道
)

国
道
三
一
一
号

早
田
三
木
浦
バ
イ
パ
ス

国
道
三
一
一
号

曽
根
梶
賀
バ
イ
パ
ス

国
道
三
一
一
号

二
木
島
バ
イ
パ
ス

国
道
三
一
一
号

波
田
須
磯
崎
バ
イ
パ
ス

(地
方
道
)

H
矢
ロ
浦
上
屋
線

道行セ 97.12 53



10
･
四

“ 月
了
日

世

界

の

動

き

○
中
国
の
江
沢
民
国
家
主
席
と
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
の
会
談
後
、
共
同
声
明
を
発
表
。
｢建
設
的
で
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
｣
の
確
立
に
向
け
て
協
力
関
係
を
広
げ
る
こ

と
を
確
認
。
首
脳
や
閣
僚
の
定
期
相
互
訪
問
な
ど
で
合
意
し
た
。

○
ロ
シ
ア
訪
問
中
の
橋
本
龍
太
郎
首
相
が
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
と

会
談
し
、｢二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
平
和
条
約
を
締
結
す
る
よ
う
全
力

を
尽
く
す
｣
こ
と
で
合
意
。
大
統
領
は
橋
本
首
相
に
｢
(北
方
領
土

問
題
は
)
自
分
が
大
統
領
の
う
ち
に
解
決
し
た
い
｣
と
述
べ
た
。

○
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
か
ら
の
里
帰
り
第
一

陣
の
女
性
一
五
人
が
日
本
に
到
着
し
た
。
滞
在
期
間
は
一
週
間
。

○
中
国
訪
問
中
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
･
ロ
シ
ア
大
統
領
と
江
沢
民
国
家

主
席
が
、
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
会
談
後
、
共
同
声
明
に
調
印
し

た
。
内
容
は
東
部
国
境
画
定
の
事
実
上
の
締
結
や
両
国
間
の

｢戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
｣
の
拡
大
な
ど
。

0
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
訪
問
中
の
自
民
、
社

民
、
さ
き
が
け
の
与
党
代
表
団
が
、
平
壌
市
内
で
朝
鮮
労
働
党
の

金
容
淳
書
記
と
会
談
。
金
書
記
は
日
本
人
粒
致
疑
惑
問
題
で

｢
一

般
の
行
方
不
明
者
と
し
て
調
査
す
る
｣
と
述
べ
た
。

○

｢王
家
の
谷
｣
で
知
ら
れ
る
エ
ジ
プ
ト
南
部
の
遺
跡
観
光
拠
点
、

ル
ク
ソ
ー
ル
で
観
光
客
が
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
み
ら
れ
る
武
装
グ

ル
ー
プ
に
襲
撃
さ
れ
、
日
本
人
一
〇
人
が
死
亡
し
た
。

○
米
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
･
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
米
フ
ロ
リ
ダ
州
の

米
航
空
宇
宙
局

(N
A
S
A
)
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打

ち
上
げ
ら
れ
た
。
宇
宙
飛
行
士
の
土
井
隆
雄
さ
ん

(四
三
)
が
乗

船
し
た
。

事

項

m
･
21

=

鱒
月
･
日

国
内
の

動

き

○
政
府
は
理
論
経
済
学
の
宇
澤
弘
文
氏

(六
九
)
や
茶
道
の
千
宗

室
氏

(七
四
)
ら
五
人
に
文
化
勲
章
を
贈
る
と
発
表
。

○
警
視
庁
が
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
三
菱
自
動
車
工
業
の
前
総
務

部
長
で
常
務
補
佐
の
植
場
惇
容
疑
者

(五
六
)
ら
三
人
と
総
会
屋

二
人
を
逮
捕
。
株
主
総
会
に
対
す
る
協
力
費
と
し
て
謝
礼
を
渡
し

た
疑
い
。

○
東
京
地
検
は
日
興
証
券
の
前
副
社
長
、
幸
真
佐
男
全
ハ
ー
)、
元

副
社
長
、
平
石
弓
夫

(六
○
)
ら
三
容
疑
者
を
商
法
違
反
と
証
券

取
引
法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
。

○
証
券
準
大
手
の
三
洋
証
券

(本
社
東
京
･
池
内
孝
社
長
)
は
会

社
更
生
法
の
適
用
を
東
京
地
裁
に
申
請
。
証
券
会
社
が
会
社
更
生

法
の
適
用
で
倒
産
は
初
め
て
。

○
警
視
庁
が
三
菱
電
機
総
務
部
総
務
課
長
参
事
、
杉
浦
芳
樹

(四

七
)
と
東
芝
総
務
部
の
総
務
渉
外
担
当
部
長
、
渡
部
猛

(五
五
)

の
両
容
疑
者
を
商
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
。

○
東
京
地
検
が
大
和
証
券
の
前
副
社
長
、
十
亀
博
光
容
疑
者

(六

一
)
ら
三
人
を
証
券
取
引
法
違
反
と
商
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
。

○
サ
ッ
カ
ー
W
杯
フ
ラ
ン
ス
大
会
ア
ジ
ア
地
区
第
3
代
表
決
定
戦

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ
ー
キ
ン
競
技
場
で
あ
り
、
日
本
が
イ
ラ
ン

を
延
長
で
3
1
2
で
破
り
、
W
杯
初
出
場
を
決
め
た
。

○
都
市
銀
行
の
北
海
道
拓
殖
銀
行

(本
店
札
幌
市
･
河
谷
禎
昌
頭

取
)
が
事
実
上
経
営
破
た
ん
し
、
北
海
道
内
の
営
業
権
を
北
洋
銀

行

(同
、
武
井
正
道
頭
取
)
に
譲
渡
す
る
と
発
表
し
た
。

○
政
府
は
経
済
閣
僚
会
議
で
緊
急
経
済
対
策
を
決
定
。
内
容
は
電

気
通
信
の
料
金
を
認
可
制
か
ら
届
け
出
制
へ
の
変
更
や
大
都
市
商

業
地
域
の
容
積
率
の
緩
和
な
ど
。

事

項

m
･
"30

=
･
10博

月
･
日

道

路

行

政

の

動

き

○
道
央
自
動
車
道

虻
田
洞
爺
湖
I
C
-
長
万
部
I
C

(四
九
･

三
頗
)
が
開
通
し
た
。

○
山
形
自
動
車
道

庄
内
あ
さ
ひ
I
C
ー
酒
田
I
C

(三
一
･
三

虹
)
が
開
通
し
た
。

○
東
海
北
陸
自
動
車
道

郡
上
八
幡
I
C
-
白
鳥
I
C

(
一
六
･

六
m
)
が
開
通
し
た
。

○
秋
田
自
動
車
道

秋
田
南
I
C
I
昭
和
男
鹿
半
島
I
C

(二

五
･
七
如
)
が
開
通
し
、
東
北
自
動
車
道
と
接
続
す
る
北
上
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
昭
和
男
鹿
半
島
I
C
ま
で
の
全
線
(
一
三
三
師
)

開
通
と
な
っ
た
。

○
北
陸
自
動
車
道

新
潟
空
港
I
C
-
新
潟
亀
田
I
C

(六
･
○

如
)
が
開
通
し
、
新
潟
市
か
ら
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
を
通

過
し
、
滋
賀
県
の
米
原
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
名
神
高
速
道
路
と
連

結
す
る
全
長
四
八
七
期
が
全
通
し
た
。

事

項
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昔
道

行
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対
局

欝

　
　
　
　　

　
　
　
　　　

政

省
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　　　

ン夕 一

一
般
通
行
以
外
の
目
的
で
、
道
路
を
継
続
し
て
使

用
す
る
と
き
は
道
路
管
理
者
の
許
可
が
い
る
。
こ
れ

を
道
路
の
占
用
と
い
う
。
占
用
を
国
語
辞
典
で
引
い

て
み
る
と
、
①
占
有
し
て
使
用
す
る
こ
と
。
②
独
占

し
て
使
用
す
る
こ
と
と
あ
る
。
占
有
、
独
占
、
占
用

せ
ん

も
、
占
の
字
が
つ
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
こ

ひ
と

じ
め

で
同
じ
辞
書
で
占
を
見
る
と
、
②
独
り
占
に
し
て
持

つ
こ
と
。
②
兆
候
を
見
て
吉
凶
を
判
断
す
る
こ
と
と

あ
る
。
占
の
字
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
独
り
占
の
占
と
、
ウ
ラ
ナ
ヒ
の

せ
ん

く
>

占
と
を

一
緒
に
し
て
括
る
意
味
が
判
ら
な
い
。
が
、

こ
れ
以
上
の
説
明
は
岩
波
版
の
国
語
辞
典
に
は
な
い
。

そ
こ
で
中
国
版
の
現
代
渋
語
詞
典

(中
国
社
会
科

せ
ん

ぬとぎ

学
院
･
編
)
で
占
を
見
る
と
、
古
代
用
亀
、
轡
等
、

后
世
用
銅
銭
、
牙
牌
推
断
禰
福
と
あ
り
、
ウ
ラ
ナ
ヒ

の
こ
と
し
か
言
っ
て
い
な
い
。
と
す
る
と
独
り
占
に

す
る
意
を
持
つ
語
は
他
に
あ
り
そ
う
だ
、
と
詞
典
を

せ
ん

め
く
っ
て
い
た
ら
佑
の
字
が
あ
っ
た
。
用
強
力
取
得

或
保
持
･
地
域
場
所
と
説
明
し
て
い
る
。
人
扇
が
つ

い
て
い
る
よ
う
に
、
権
力
や
武
力
を
使
っ
て
居
掘
る

の
が
砧
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
日
本
語
の

辞
書
で
占
と
笛
を
ゴ
チ
ャ
マ
ゼ
に
し
て
し
ま
っ
た
の

か
。
私
は
音
が
同
じ
に
聞
こ
え
た
か
ら
だ
と
思
う
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
中
国
語
に
は
四
声
と
い
う
声
調

形
式
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
声
は
鱒

二
声
は
頭
、

三
声
は
頑
、
四
声
は
禰
の
よ
う
に
ア
ク
セ
ン
ト
に
違

い
が
あ
り
、
四
つ
の
漢
字
が
充
て
ら
れ
る
。
独
り
占

の
佑
は
N
が
智
で
、
ウ
ラ
ナ
ヒ
の
占
は
蛙
)智
で
あ
る
。

日
本
人
の
聴
覚
で
は
こ
の
微
妙
な
ア
ク
セ
ン
ト
の
変

化
は
き
き
と
れ
ず
、
伯
も
占
も
同
じ
セ
ン
に
な
っ
て

し
ま
う
。
現
在
の
中
国
で
は
日
本
と
同
様
に
、
漢
字

の
簡
素
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
代
洩
語
詞
典
で

も
伯
は
占
を
あ
て
･
も
よ
い
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
。

し
か
し
日
本
語
の
占
の
よ
う
な
ゴ
チ
ャ
マ
ゼ
の
印
象

が
な
い
の
は
、
声
調
に
よ
る
音
の
区
別
が
は
っ
き
り

と
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

せ
ん

次
に
漢
和
辞
典
で
占
の
字
を
追
っ
て
み
た
い
。
占

ぼ
く

くち

ば
くぜ
い

は
ト
と
ロ
と
の
合
字
で
、
ト
笙
を
見
て
吉
凶
を
問
い

こう
ら

や

知
る
こ
と
。ト
の
字
は
｢亀
の
甲
羅
を
灼
い
て
現
れ
た

かたど

縦
横
の
割
れ
目
｣を
象
る
。
と
解
説
し
て
い
る
。
一
九

〇
〇
年
と
い
う
か
ら
今
世
紀
の
始
め
、
河
南
省
安
陽

しょうと
ん

県
に
あ
る
小
屯
と
い
う
村
の
地
中
か
ら
大
量
の
亀
の

甲
羅
が
出
土
し
た
。
甲
羅
に
は
漢
字
の
起
源
で
あ
る

ほ

甲
骨
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
た
。
文
字
の
解
読
に
よ
り
、

い
ん

こ
の
地
が
三
千
年
前
の
殿
帝
国
の
宮
殿
跡
だ
っ
た
こ

と
が
判
っ
た
。
甲
羅
の
文
字
は
神
権
国
家
の
主
で
あ

る
帝
王
が
、
一
つ
の
行
為
･
行
動
を
起
こ
す
と
き
、

ぼ
く

そ
の
判
断
の
依
り
ど
こ
ろ
を
神
の
啓
示
に
求
め
た
卜

　辞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
河
で
獲
れ
た
亀
の
腹
の
甲
羅

を
乾
燥
し
、
そ
の
裏
側
の
一
定
の
場
所
に
四
を
つ
け
、

そ
こ
に
灼
熱
の
木
炭
を
押
し
込
む
と
、
音
を
発
し
て

亀
裂
が
出
来
る
。
が
、
ニ
カ
ワ
質
の
甲
羅
は
割
れ
ず

に
太
い
線
、
細
い
線
と
な
っ
て
亀
面
の
四
方
に
走
る
。

すじ
せ
ん

たど

き
ぼ
く

そ
の
筋
線
を
辿
っ
て
吉
凶
を
占
う
の
が
亀
卜
で
あ
る
。

さ
て
、
私
達
が
過
去
を
ふ
り
か
え
っ
た
と
き
、
そ

こ
に
歩
ん
で
来
た
線
の
よ
う
な
道
が
見
え
る
。
そ
し

えだ
みち

て
道
に
は
数
条
の
枝
道
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。

に
も
か
･
わ
ら
ず
、
今
日
あ
る
道
を

一
筋
に
辿
っ
て

来
た
こ
と
に
自
己
の
運
命
を
自
覚
す
る
。
と
同
時
に

つな

過
去
と
現
在
と
い
う
明
瞭
な
二
点
の
間
を
繋
ぐ
延
長

線
上
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
未
来
が
あ
る
の
か
。

ま
だ
/
＼
数
条
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
る
の
か
。
そ
の

時
、
運
勢
は
ど
っ
ち
の
方
向
に
向
い
て
い
る
の
か
。

段
帝
国
の
宮
殿
の
奥
深
い
一
室
で
、
亀
甲
に
表
れ
た

筋
に
神
の
啓
示
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
帝
王
の
不
安

げ
な

“ま
な
ざ
し
"
と
、
占
的
の
質
こ
そ
違
え
現
代

人
が
持
つ
先
行
き
不
安
の
"ま

な
ざ
し
"
と
は
、
時

代
を
超
え
て
共
通
す
る
未
知
に
対
す
る
“
お
の
}
き
“

で
あ
ろ
う
。
亀
卜
は
殼
帝
国
と
共
に
亡
び
、
周
の
時

ぜ
いち
く

せ
ん

代
に
な
る
と
笙
竹
に
よ
る
易
占
に
と
発
展
す
る
。
占

は
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
背
負
っ
た
文
字
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

-
素
履
ー
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